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　日が高くなっても、おれは寝室のベッドの上にいた。

　仰向あおむけで横たわっていて、ミウはおれの上にうつ伏せになっている。

　二人とも裸だ。

　ミウ。

　本人でさえ気づいていない願望を持っていたメイド。

　くじ引きの「人形使い」スキルをしゃかりきになって使いこなそうとするのは、おれのメイドというポジションを独占したいという願望。

　そんな願望を持ち、一生懸命「人形使い」スキルを使いこなそうとするミウがいじらしくて可愛かわいかった。

　だからベッドに引き込んで、メチャクチャ抱いて、可愛がった。

　間にもふもふを挟んで、更に抱いて可愛がって。

　それを一晩中繰り返したら、ミウはトロトロになって、今おれの上に寝そべっていた。

　そんな姿も可愛くて、おれは優しく彼女を撫なでつつもふった。

　ミウがこんな時間までおれに寄り添っているのは初めてのことだ。

　おれのハーレムの一員として何回も抱いてきたが、いつもミウは夜明け前には起き出して、メイドの姿になると、仕事に戻っていく。

　まるで何事もなかったかのように。

　でも今日は動かない。

　おれに寄り添ったまま動かない。

　コンコン。

　部屋のドアがノックされた。

「誰だれだ」

「ミウです、ご主人様」

　部屋の外から、おれの上に寝そべっているミウじゃなくて、別のミウの声がした。

　入れと言うと、メイド服を着たミウが部屋に入ってきた。

　どこからどう見ても、ミウそのものだ。

　顔も体も着ているメイド服もミウそっくり。

　ドッペルゲンガーか双子かってくらいそっくりだった。

　唯一、尻尾しっぽの毛並みだけが、見ていて違うとわかる。

　本物のミウの尻尾はふわふわと柔らかくて、クシをあてると何も引っかからずにすぅっと通るが、今入ってきたミウの尻尾は毛並みに乱れがあった。

　本物のもふ度が百点満点だとしたら、今入ってきたのはせいぜい九十五点だ。

（何のソムリエなんだか）

　心の中で、エレノアの呆あきれた声が聞こえた。

　それを無視して、部屋に入ってきた──「人形使い」で操縦されている人形のミウを眺めた。

　人形のミウはトレイを持っていて、その上に水差しとコップを載せている。

「おはようございますご主人様。お水をお持ちしました」

「気が利きくな」

「ご主人様の喉のどが渇いていそうでしたから」

　ミウの言う通り、おれは確かに喉が渇いている。

　一晩中ぶっとおしだったからな、そりゃ渇きもする。

　人形のミウはコップに水を注そそぐと、おれに差し出した。

　その間も、ミウはおれの上に寝そべったまま動かない。

　おれはコップを受け取って、水を一気に飲み干した。

「うん、うまいぞ」

「ありがとうございます」

　人形のミウは嬉うれしそうに破顔する。

　おれの上にうつ伏せになっていたミウも、口角が動いたのを胸板むないたで感じる。

　そんな二人のミウ、どっちも健気けなげで可愛かった。

「よし、そろそろ起きるか。ミウ、服を持ってこい」

「わかりました」

　人形のミウが動き出して、オリジナルミウも体を起こそうとする。

　人形はそのまま働かせて、本物のミウの肩を摑つかむと、抱き留めた。

「ご、ご主人様？」

「こっちは今日一日、もふもふ専用ミウだ」

「──はい！」

　大役を仰せつかったミウは、普段の十倍くらい、嬉しそうに微笑ほほえんだのだった。
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　屋敷のリビング、訪ねてきたデルフィナと向き合った。

　今日は彼女一人で訪ねてきた。

　前のコーラリアの時みたいに知らない客人を連れてきたわけじゃないから、応接間じゃなくてリビングで会った。

　おれはちゃんとメイド服を着たオリジナルミウを膝ひざの上に乗せてもふもふを続け、テーブルを挟んでデルフィナと向き合っている。

　そしてもふもふ専用機オリジナルミウの代わりに、人形のミウがおれとデルフィナにお茶を出した。

　それを見たデルフィナは、感心するやら呆れるやらといった顔をした。

「その人形を手配したのはわたくしですが……予想外というか、予想以上というか」

「そうか？」

「こちらがわたくしの用意した人形ですわよね？　魔法──いえ、カケル様がオーラで変身させているどなたかではなくて？」

「正真正銘の人形だ。証拠を見せてみろミウ。そうだな、どこか外せそうな場所はあるか？」

「はい。これでどうでしょう」

　人形ミウはそう言うと、自分の頭を外した。

　まるでデュラハンかって感じで、頭を外して脇わきに抱えた。

「なるほど、確かにこちらは人形ですわ」

「もういいぞミウ」

「はい」

「それをこちちにいる本人が操縦していますのね」

「そういうことだ」

「他ほかにも人形を追加注文していますわよね。一度にそんなにたくさん操作できるんですの？」

「今は二体だけだが、本人は四体まで同時に動かすって意気込んでるぞ。なあミウ」

「はい！」

　おれがもふもふしている方のオリジナルミウが意気込んで答える。

　四人まで操作できれば、オリジナルはずっともふもふされていても、屋敷のことは全部一人でできる。

　おれのメイドという地位を独占したいミウの意気込みはかなりのものだった。

「こんなに人間にしか見えないように操作できるなんて──しかも複数同時に。はあ、やはりあのとき無理にでもスカウトしておくべきでしたわ」

「ミウはやらんぞ。おれのものだ」

「ご主人様……」

　ミウは嬉しそうに微笑んだ。

　一方で、人形のミウはしずしずと一礼すると、表情も普通のままを保ち。

　あくまでメイドに徹する、って感じで、リビングから退出していった。

　その表情と振る舞いを、おれとデルフィナは同時に見ていた。

　立場と状況を使い分けられるミウを見て、デルフィナはますます残念そうにため息をついた。

「無駄だとは思いますけど……銀貨五千枚でいかがでしょう」

「無駄だと思うのにあえて聞くのか」

「万が一ってこともありますわ」

「ぎ、銀貨五千枚ですか？」

「それが今のお前の価値──というか査定額らしいな」

「えええええ？　た、高すぎます」

「高いか？」

「可能性が少しでもあるのなら、倍出してもいいですわ」

「一万枚出してもいいらしいぞ。よかったなミウ」

「そんな、わ、私にそんな価値なんてないです」

「ありますわ」

　デルフィナはきっぱりと言い切った。

　彼女もヘレネーも、ミウをかなり買っていることをなんとなく思い出した。

　まあ、ミウのすごさに一番最初に気づいたのはおれなんだがな。

「本当にそんな価値なんかないですよ。私なんてどこにでもいるただのメイドです」

「いいや、あるな。もしなかったとしても、それぐらいにまでなってくれないとおれが困る」

「ご、ご主人様が、困る？」

　ミウが驚いておれを見上げる。

「ミウが目指してるのは、おれのたった一人のメイドだろ。おれのメイドを独占するような子の価値が、そんなに安くていいのか？」

「あっ……いえ……はい！」

　最初は戸惑っていたが、おれの発破にミウが何か決意したような表情をする。

「──私、高くなります！」

　はっきりそう宣言するミウ。

　デルフィナがため息をつきつつ、微かすかに苦笑した。

　もう既に十分高い、ってことは、ミウにはあまり伝わってないみたいだ。

　それもまた、ミウのいいところだった。
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　カケルの屋敷に二人の美姫が訪れた。

　メルクーリ王国第三王女、ヘレネー・テレシア・メルクーリ。

　同じく第四王女、イリス・テレシア・メルクーリ。

　実の姉妹しまいであり、それぞれ軍事、内政における重鎮であることから、国民のみならず、諸外国からも「テレシアの双花」として知られている二人の王女。

　二人は同時にカケルの女でもあった。

　その二人が、同時にカケルの屋敷を訪れた。

「いらっしゃいませ、ヘレネー様、イリス様」

「い、いらっしゃいませ」

　屋敷の玄関の外、二人は止めた馬車から降りたった。

　ヘレネーもイリスもドレス姿だ。

　ヘレネーはいつものイメージそのままだが、普段は鎧姿であるイリスは雰囲気がかなり違っていた。美しいのは変わらないが、幾分か女らしく、艶つやを纏まとっている。

　そんな二人を出迎えたのはミウ。

　そして、研修という名目で屋敷に置かれているコーラリアだ。

　ミウは二人のことをよく知っているので、メイドの本分を守って、恭うやうやしくも自然体で接していられたが、初めて直で二人の王女と対面したコーラリアは明らかに緊張していた。

　全身が強こわばって、動きがぎこちない。

「久しぶりだなミウ。今日もお世話になるぞ」

「それより、その子は誰だれ？　カケル様が迎えた新しい子かしら？」

　まるで友人のようにミウに話しかけるイリスとは違って、ヘレネーはミウと同じメイド服を着ているコーラリアに注目した。

「いえ、違います。彼女はリカ様とデルフィナ様が連れてこられたんです」

「カランバ女王が？」

「そういえば……」

　ヘレネーはすぅ、と目を細めた。

　コーラリアを改めて見つめる。

　頭のてっぺんからつま先までつぶさに観察するように視線を流した。

「あなた、お名前は？」

「こ、コーラリアと申します」

「コーラリア・ラマンリ・カランバさん？」

「は、はい！」

「むぅ？　姉上、その名前はどういうことだ？」

「ちょっと小耳に挟んだの。リカさんとデルフィナさんの間で、とある少女をレンタルしあっているって。それがあなたなのですね」

「は、はい」

　コーラリアは肩を竦すくめると、いかにも恐縮しています、という表情で答えた。

「だから、どういうことなのだ姉上」

「リカさんとデルフィナさんが同時に彼女のことを気に入って、自分のものにしようとしたの。本来なら取り合いになるところだけど……リカさんが彼女を欲しがる理由、わかるわよね？」

　ヘレネーが聞くと、イリスは大きく頷うなずいた。

「もちろんだ、カケルの──」

「その先はいいわ」

　ヘレネーはすぅと指を出してイリスの唇を押さえる。

　穏やかながらもイタズラっぽい笑みは、それだけで世の男の理性を吹き飛ばすほど魅力的だ。

　実の妹であるイリスでさえ、一瞬ドキッとして赤面したほどだ。

　そんなヘレネーが更に続ける。

「デルフィナさんも、もちろんそれがわかった」

「当然だな。あの女がそれに気づかないはずがない」

「だから、自分のところに置いてもリカさんのところにいても同じだと手を引いた」

「うむ。私も姉上と同じ女の子に目をつけたらそうするだろうな」

「そんなイリスなら、彼女が同時にラマンリとカランバの二つの名前を持つようになった理由もわかるわよね？」

「……そうか！　私と姉上──いや女王とデルフィナが二人のいいところを教え込むために」

「そういうこと──というのが私が聞いた話なのだけど。二人から教育を受けているのよね？」

　ヘレネーはそう言って、コーラリアに答え合わせを求めた。

「は、はい。その通りです」

「なるほど」

「でしたら、そこまで畏かしこまる必要はないわ」

「で、ですが……」

「姉上の言う通りだ。この屋敷にいる私たちは女王やデルフィナと同じ立場だ。お前も二人に敬意は払うが、畏まりはしまい？」

　イリスに言われてコーラリアは一瞬目を大きく見開かせたが、やがておずおずと頷いた。

「はい。では、そのようにします」

「うむ」

「よろしくね」

「では、お二人とも中へどうぞ」

　話が一段落したのを見計らって、ミウが二人の客を屋敷内に通そうとした。

「うむ……おっと」

　歩き出す瞬間、イリスがつまずいた。

「大丈夫ですか？」

「心配ない、ちょっとつまずいただけだ。こういうドレスが未いまだに慣れないんだ」

　苦笑いするイリス。

　そんなイリスを、ミウとコーラリアは改めて屋敷の中に案内した。

「でも、ご主人様は喜ばれると思います」

「本当か？　本当にそう思うか？」

　ミウの言葉に食いつくイリス。

　カケルが喜ぶか否いなか。

　彼女がドレスを着るのは、全すべてそれだけが理由だった。
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　屋敷内の一室。

　ヘレネーとイリスはゆったりと椅子いすに座っていた。

　一方、ミウたちはそのまわりをバタバタ動き回っていた。

　二人の王女は湯上がりで、髪を下ろし、薄いシルクのローブを纏っただけの姿。

　ほんのりと桜色の肌。

　微かすかに透けて見える乳房の先。

　それを目にした者の大半が一瞬で卒倒するほど美しく、そして艶なまめかしかった。

　ヘレネーとイリスが来たのは完全にプライベート。

　王女ではなく一人の女として、カケルに抱かれにきた。

　今はその準備をしているところだった。

　準備のために動いているのは、ミウと彼女が操あやつっている人形のミウ。

　二人で同時にヘレネーとイリスの身支度みじたくをしていた。

「なるほど、それがカケルからもらった能力か」

「すごいわね。まるで双子が同時に動いているようにしか見えないわ」

「ご主人様のおかげです」

　ヘレネーの褒め言葉にあくまで謙遜けんそんして答えるミウ。

　彼女は二人の支度にますます力を入れた。

　綺麗きれいな二人が更に綺麗に見えるようにした。

「イリス」

　ヘレネーはそんなミウを眺めながら、声を抑えてイリスに話しかけた。

「どうした姉上」

「カケル様から何かをいただいた子を、他ほかに知ってる？」

「カケルから何かをもらった者？　ふむ……ナナ、くらいか」

「そうよ。私が知っている限りナナだけ。そしてミウが二人目」

「そうか……そうだったな」

　イリスが真顔でミウを見つめた。

「前に姉上が彼女を見習うべきだと話していたわけが、今更だけどよくわかるよ。カケルがここまで認めているとはな」

「そうね、もっと見習うべきね」

「同感だ」

　ひそひそ話しあう二人。

　声を抑えていたことに加え、ミウも動き回っていたので、本人の耳には届かなかった。

　そうして二人の支度が済むと、人形ミウがヘレネーとイリスの二人をカケルの元に案内した。

　部屋の中には、オリジナルのミウと、隅っこでずっと仕事を見学していたコーラリアの二人だけが残った。

「ふぅ、えっと……次のお仕事は──」

「ねえミウ」

　まるで動きを止めたら死んでしまうマグロのように、すぐに次の仕事へと動き出すミウを、コーラリアが呼び止めた。

「どうしたの？」

「今見てたんだけど、二人のお化粧が逆じゃない？」

「逆？」

「うん。今回ミウがしたお化粧って、イリス様の方がなんというか大人しくて、ヘレネー様の方がこう、勇ましい？　って感じだったじゃない？　二人のイメージからすると逆だよね？」

「そのこと？　普段ならそうだけど──今日はイリス様がお疲れみたいだったから」

「お疲れ？　あっ……そういえば、さっきつまずいてた……」

　屋敷に入る時のことを思い出すコーラリア。

　ミウが頷いた。

「多分ちょっとお疲れだったから、お化粧を替えてみたの。ほんの少しでもカケル様がイリス様に優しくして──その、荒々しいのは、今日はヘレネー様にお願いできるように」

「……」

「コーラリア？」

　ぽかんと口を開け放つコーラリアを覗のぞきこむミウ。

「どうしたの？」

「ミウ……ううん、師匠！」

「えっ？」

「師匠って呼ばせて！」

「ど、どうしたのコーラリア？　その話はもう終わったはずだよね？」

「ううん。今ようやくわかったの。リカ様とデルフィナ様が私をここに連れてきた理由が」

　コーラリアはまっすぐに、今までで一番熱い目でミウを見た。

「師匠って呼ばせてください！」

　今すぐ土下座して頼みこんできそうな勢いに、ミウは困り果てた。

　彼女からすれば普通のことをしただけなのに、コーラリアはそれをものすごいことだと感動してしまった。

　そのことに、ミウはちょっと困ってしまったのだった。
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　アイギナ王国、首都レティム。

　セレーネの呼び出しに応じたおれは「夏の宮殿」にやってくると、ある男に長くて荘厳な雰囲気漂う廊下を案内されていた。

　アブラアム。

　アイギナ王国侯爵、王師おうしアブラアム。

　かつてはセレーネの教育係であり、メリナの変の際に「理は相手にある」と一度は敵対した男だ。

　メリナを片付けた後、なんだかんだでセレーネの元に戻った男。

　そんな男に、歩きながら聞いた。

「セレーネとは上手うまくやれてるのか」

「おかげさまで。王女殿下は以前とはまるで別人であられますので、いささか戸惑ってはおりますが」

「そうか」

「しかし好ましい変化であります。全すべてはユウキ侯爵のおかげです」

「おれは好きなようにやっただけだ」

　セレーネにはいい女になる可能性があった。だから手を貸した。

　実際、前のわがままセレーネの時は一度見限るところまでいった。

　今のセレーネがあるのは、運とタイミングがよかっただけだ。

「……」

　案内をするアブラアムが黙った。

　逡巡しゅんじゅんしている気配が伝わってくる。

「セレーネの変化、そんなに戸惑うほどのものか」

「それもありますが、それ以上に自分の処遇についてです」

　アブラアムは難しい顔をした。

「一度は反旗を翻ひるがえした私です。それをなんのお咎とがめもなしというのは」

「それこそ今のセレーネが決めたことだろ」

　おれは即答した。

「よくは知らんが、王師ってのは王族の教育係で、それに相応ふさわしい人間が選ばれるんだろう？」

「はい。それに名誉職という側面も強いです」

　名誉職というのはアブラアムの謙遜けんそんだ。

　もちろん真に受けない。

「それだけの能力があるなら、今のセレーネからすれば尊敬に値する人物になるはずだ」

「正直、今の王女殿下は恐ろしいです。何を進言しても理にさえ適かなえば受け入れてくださる。あまりにも純粋、あまりにも無色にして透明。詭弁きべんを弄ろうせば私でも国を乗っ取れてしまえるのではないかと危惧するほどに」

　なるほど。

　確かに今のセレーネにはそういうところがある。

　自分の能力が低いことを自覚して、臣下をはじめ様々な連中のアドバイスをよく聞くようになっている。

　それどころか聞き過ぎるくらい聞いてる。

　それをアブラアムは心配してるって訳だ。

「安心しろ、そうはならん」

「なぜそう断言できますか」

　横から窺うかがうような目を向けてくるアブラアム。

　おれはにやりと口の端を歪ゆがめて答えた。

「セレーネはおれの女だ。おれの女を言いくるめて悪さをするヤツを、このおれが許すと思うか？」

「……なるほど」

　眉まゆをひそめるアブラアム。

　納得していいんだかいけないんだか迷ってる、って顔だ。

　まあ、どっちでもいい。

　こいつが納得するかどうかなんてどうでもいいことだ。

　セレーネはおれの女。

　おれの女に悪さをするヤツは全員排除する。

　今宣言した通りのことをするだけだ。

　そうこうしているうちに目的地についた。

　謁見の間ではない。

　夏の宮殿の三十一ある内の部屋の一つ。

　その中に入るとセレーネが待っていた。

「ショウ！」

　おれの顔を見たセレーネは、彼女特有の呼び方をしながら小走りでやってきた。

「ありがとうショウ、来てくれて」

「いい女にしてたか？」

「それはわからないけど、先生たちの言うとおり勉強してるよ」

「なら問題ない」

　先生たち、というのはおれの他ほかの女たちのことだ。

　ヘレネー、リカ、デルフィナ、ナナ、オルティア……。

　様々な女を投入して、セレーネにものを教えてる。

　そうそうたるメンツで、世界一豪華な家庭教師陣と言っても過言じゃない。

「で、今日おれを呼んだのはどうしてだ？」

「うん。実はショウにお願いしたいことがあるの──アブラアム、なんだっけ」

　セレーネは悪びれることもなくアブラアムに聞いた。

「へえ」

（ふむ、着々と王者の風格が出てきているではないか）

　今までずっと黙っていたエレノアが感心した。

　同感だ。

　トップに君臨する者のタイプとして、自身は何もできなくても、適切に部下に仕事を振り分けることさえできればいいというのがある。

　それができる者は有能に分類されるのだが、細かいことはどうだっていい。

　要するにセレーネはそのタイプに近づきつつあるってことだ。

　アブラアムはまた困った顔をした。

　昔も今もセレーネが「知らない」という一点においては同じ。

　だが、その後の行動が大きく変化している。

　そのことに困惑して、実際にそうされて困ってる──ってことがありありとわかった。

　おれの視線に気づいたアブラアムはごほんと咳払せきばらいして、説明を始めた。

「三公摂政が終わった後、公爵様方から権力を返上していただけました。表向きは何もかもうまく収まったのですが、政治において公爵様方が政争に負けたと見る向きも少なくありません」

「実際そうだしな。まあセレーネからするとそう見えても喜ぶわけにはいかないだろうが」

　頷うなずくアブラアム。その横でセレーネが首を傾げた。

「どうしてあたしが喜んじゃダメなの？　教えてショウ」

　素直に、そして無邪気に質問するセレーネ。純粋に理由を知りたいように聞こえる。

「三公摂政は正当なもんなんだろ？　で、お前が返り咲いたのも正当な理由だ。正当と正当、そこに勝ち負けはない。政争なんて端からなかったんだ」

「な、なるほど？」

「ですが下の者はそうは捉とらえません。公爵様方はセレーネ殿下との政争に敗れた、近くお取り潰つぶしもある、という噂うわさまで出ている始末。無論きっぱり否定ひていし、そのようなことはないと行動で示してみせているのですが……」

「誰だれかが水に落ちた犬でも打ったのか」

　アブラアムは更に頷く。セレーネがほえ……と感心した。

「すごいねショウ、それを聞いただけでわかっちゃうんだ」

「まあな。ついでにいうとそいつらの狙ねらいもわかるぞ」

「あっ、それは聞いた。なんだっけアブラアム？」

　聞いたのにすぐに忘れて、そしてまたあっけらかんとアブラアムに聞くセレーネ。

「殿下に取り入るためです」

「そうそう、そうだった。ごめんねアブラアム、ありがとう」

　その直後に謝罪と謝礼を同時に言うセレーネに、アブラアムはまたも困惑した様子を見せた。

　いい加減慣れろ、と思った。

「つまりあいつらはもう負けたヤツだ。しかも流れ的にセレーネ、お前の怒りを買ってるって思われてる。実際、最初にやられたときは怒っただろ？」

「もうあの頃ころのことは思い出させないで」

　セレーネは唇を尖とがらせて拗すね顔になった。

「で、今のあいつらはお前の敵で落ち目だから、そいつらを叩たたいて『やってやりましたよ王女様』って尻尾しっぽを振る連中が出てきたってことだ」

「すごいショウ、ショウの説明で全部わかった」

「アブラアムだって同じ説明をしただろうに」

「アブラアムの説明はちょっと堅くてわかりにくいの……ごめんねアブラアム、悪いって意味じゃないよ。ただあたしにはまだ難しいだけで」

「いえ」

「で、具体的に誰が何をしてきたんだ？」

　話を戻して、アブラアムに聞く。

「メリナ公爵の領地にいる役人が公爵閣下の使用人を駆逐したようです。貴族にはその地位に応じて持てる使用人の数が法的に定められております。もっとも有名無実化しておりますが」

「そりゃな、エライって思ってる人間はあの手この手で奴隷やら使用人やら増やすだろうさ。数が多い方が見栄だって張れるだろうし」

　頷くアブラアム。

　大体の話はわかった。

　つまり、今まで公爵であるが故に見逃してた超法規的な処置を、今になってセレーネにいい顔をしたくなった役人どもが思いっきり厳格に執行するようになったって訳だ。

　それも、今回政争に負けた公爵を狙い撃うちにする形で。

「粛清しゅくせいを行うと国が混乱する。少なくとも三人の公爵が存命中にしてはならない」

　セレーネが言う。

　厳かな空気を込めた口調で。

（くく、アブラアムの受け売りだな）

　だろうな。

「でもしてしまった以上それもまた理がある。適法だから王国はおおっぴらに介入できない」

「なるほど、そこでおれの登場って訳だ」

　セレーネとアブラアムが同時に頷き、おれは更に続ける。

「王国の中枢じゃないが、セレーネの意思を汲くんでるのが明らかな奴やつのお出ましって訳だな」

「うん」

「公爵の元から追い出された使用人は今、別の奴隷商人の元に運ばれています。このままでは全員が10クレの奴隷として売られてしまいます」

「公爵のメンツ丸つぶれだな」

　自分の使用人が無理矢理取り上げられて全員10クレの捨て値で売られるってことか……。

　うーん、エグいな。プライドが高い貴族には効くぞ。

「お願いショウ、何とかして」

「引き受けた」

「本当!?　いいのショウ」

「そのかわり今夜は付き合え」

　そう言ってセレーネを抱き寄せた。

　耳元で「いい女になったな」と囁ささやく。

　セレーネはおれの腕の中で恥ずかしそうに頰ほおを染めて、うつむいてしまう。

　そんな彼女のあごを摘つまんで顔を上げさせ、唇を吸い、舌を入れて濃厚なキスをした。

「ん……あっ……」

　吐息の音が部屋の中にこだまする。

　アブラアムの受け売りでキリッとしていたセレーネがふにゃっとなった。

　キスを解いた後、セレーネはトロンとした顔でおれに寄り添って。

「ダメ、ショウ。アブラアムが見てる……」

「もういないぞ」

「え？　ホントだ……もういない」

　驚くセレーネ。

　そう、いつの間にかアブラアムは部屋から出ていった。

　おれがセレーネを抱き寄せた瞬間だろう。

　気を利きかせてくれたのだ。ありがたくそれに乗っかる。

　進言を受け入れ、ベストな手段をとれるほど成長したセレーネ。

　そのセレーネに再びキスをしつつ、着ているドレスを脱がせる。

　ますます可愛かわいくていい女になった彼女を可愛がってやった。
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　アイギナ王国、ソレク街道。

　夜、そこで野宿をする一団があった。

　車輪のついた木製の檻おりがいくつもあり、それが全部馬に繫つながれている。

　檻の中には老若男女、様々な人間が捕らえられていた。

　大半は使用人の姿をしていて、中には上級使用人──貴族の執事らしき格好の者もいる。

　全員が公爵家の者、メリナ公爵の使用人だった者たちだ。

　官位制度の厳しいアイギナでは、「公爵の使用人も十位官」という言葉があるように、喩たとえ使用人でも、出自が奴隷でも、公爵の持ち物であれば下級官吏に匹敵ひってきする身分として扱われる。

　当然の如ごとく、それをいいことに「虎とらの威を借る狐」的な振る舞いをする使用人も多いが、それも重大な犯罪、あるいは主あるじの顔に泥を塗る行為でなければほとんどが許される。

　つまり、今ここにいて檻の中に入れられている人間は、少し前まではあちこちで威張り倒していた存在だった。

　それが今や檻に入れられ、無理矢理連行されている。

　大半の人間がその落差と、強引ごういんな連行にやつれきっている。

　護送しているのがアイギナ兵であることも、憔悴しょうすいの一因になっていた。

　護送隊のリーダー格である二人の男が、たき火の前で肉を焼き、酒を飲んでいた。

「ざまあねえな」

「全くだ。公爵様の使用人つっても、こうなったらもうおしまいだな」

　その言葉が風に乗って使用人の檻に届くと、何人かが悲鳴を上げたり悲観的に叫んだりした。

　檻のまわりで監視していた兵士が「騒ぐな」と一喝する。

　それを見て、リーダーの男たちがゲラゲラと笑った。

「大体公爵様がいけねえんだ。身の程をわきまえねえで野心のまま行動するから」

「おいおい、公爵様はまだまだ公爵様だぞ。コ　ウ　シ　ャ　ク　サ　マ。口を慎めよ」

「おっと、こいつぁいけねえ」

　そんなことを言いながらも、二人は「かんぱーい」と盃をかわして酒を飲んだ。

「……あの、すみません」

「静かにしろ！」

　檻の中から女が声を上げて、それを近くにいた兵士がとがめる。が。

「娘が、娘が病気みたいなんです。昼間からすごい熱で、今もしきりにうなされていて……」

　一生懸命にアピールするのは一人の母親。

　その横で娘らしき女の子が仰向あおむけになっていた。

　顔が火を吹きそうに赤く、額には脂汗。息も上がってかなり苦しそうな様子だ。

「へえー」

「病気か。まあ、唾つばでもつけときゃ治るんじゃねぇの？」

「ばーか、それはケガしたときだろ？　病気の時は……病気の時はなんだっけ？」

「思い出した。水をたーんと飲めばいいんだ」

「そうそう、水でもたくさん飲んどけー」

　リーダーの二人は更にゲラゲラ笑う。そこに何かしようという姿勢は見られない。

　当然、檻の中には水なんてない。だが兵士たちは誰だれも動こうとしない。

　助けを求めた母親はそれでも食い下がるが、兵士に檻ごしに槍を突きつけられて泣く泣く引き下がった。

「なあ、こいつら、目的地まで運んだ後はどうなるんだ？」

「みんな公爵様の使用人だから、二回目ってことで10クレ奴隷として売られるんじゃねえの？」

「全員奴隷か」

「そんなもんだろ」

「なあ、おれ……何人か気に入ったのがいるんだけどよ。そいつらをもらってっちゃだめかな」

　男のにやついた下品な顔と台詞せりふに、女を中心に息を呑のむ音がした。

「……だめだ。ちゃんと護送しねえと。つまみ食いなんかしたらおれもお前も首が飛ぶぞ」

　もう一人の男が諫いさめるように放った言葉に一瞬安堵あんどの空気が広がる、が。

「つまみ食いはダメだけど、印をつけておくくらいならいいんじゃねえのか？」

「印？」

「ああ。ほれ」

　男はたき火の中から火のついた木を一本、松明のように差し出した。

「焼き印でも入れときゃ目印になるし、他ほかに買われなくて済むんじゃねえか？」

「なるほど、その手があったか」

　男は火のついた木を受け取ると、立ち上がって檻の方に向かう。

　夜の野外。

　火に照らし出される男の顔。

　酒に酔った下品な顔。

　悲鳴のいくつかが啜すすり泣なきに変わる。

「おい、そこのお前。そうだ、まん中にいるそこの女だ。お前……前に出ろ」

「いや、いやです！」

「いやだあ？　おいお前ら、まわりの奴やつらををどかせろ」

　命令を受けた部下の兵士が檻に槍を突き入れ、男が狙ねらう女のまわりにいる者たちをどける。

　邪魔な連中をどかせた後、男は檻に手を入れて女の腕を摑つかんだ。

　そして、火のついた木をちらつかせて見せつける。

「動くなよ。動かなきゃ一瞬だ」

「いやああああ、やめてえええええ！」

　悲鳴を上げる女。

　ここではこの男が正義だった。

　彼女たちは負けた側だ。

　主である公爵が負けた連帯責任を、こういう形でとらされている。

　リーダーも兵士も敵。

　まわりにいる仲間たちは自分に火の粉が降りかからないよう祈るだけで精一杯。

　火が女の肌に近づいていく。

　ザシュッ！

　瞬間、火が消えて、男の腕が宙を舞った。

「……へ？」

　想像すらしていなかった事態。

　男は呆ほうけてしまった。まわりも呆けている。

　状況を理解し反応できた者は誰もいない。

　その間にも事態は進行する。

　次は男の首が飛んだ。

　彼は最後まで、自分に何が起きたのかわからなかった。

「な、何者だ！」

　ここで流石さすがにもう一人のリーダーが反応し、犯人に誰何すいかした。

　それとともに兵たちも我に返り、男の首を刎はねた相手に槍を突きつけると、取り囲んだ。

「悪趣味だな」

　現れた男がポツリと呟つぶやく。

　不思議なことに、それだけでまわりの人間が圧倒された。

　二振りの剣を持つ黒い剣士。

　そこにいるだけで全すべてを圧倒する巨大な存在。

「魔剣が二振り……まさか！」

　兵士のリーダーはハッとしたが、それに気づいたときにはもう手遅れだった。

　魔剣使いが護送隊を蹴け散らすまで十秒とかからなかった。

　直前まで絶望の中にいて、暴虐に身を震わせるしかなかった者たちは。

　檻の中から、感激の眼差まなざしを彼に向けたのだった。







[image: ]




「やっちまえ！」

　襲いかかってくる三人の兵士。

　おれは静かにエレノアを抜いた。

　斬首、袈裟斬けさぎり、胴斬り。

　一呼吸の間に三人の男をまとめて斬り捨てた。

　それから隊長らしき男と向き合って、視線を合わせる。

　少し待った。

　おれがここに来た目的のために、少し待った。

「待ってくれ、ユウキ侯爵だろ？　我々は──」

「知ってる」

　向こうがおれを認識して名前を呼んだ。そしておれはそれに応こたえた。

　これで条件達成。そのまま縦に男を両断した。

　半身が崩れ落ち、半身がしばらく立ったまま。それから白目を剝むいて倒れる。

　直後、生き残った兵士たちが逃げ出した。

（おとーさん、おわなくていいの？）

「いいんだ。これで目的は達成できたからな」

（そーなの？）

（うむ、セレーネの息が掛かった人間が、状況を知りつつ介入した。連中にはその伝書鳩役になってもらわねばならんからな）

（むずかしいね）

（ひかりはそれでよい。まずは魔剣として成長することだけを考えていればよい。その後のことは後からついてくる）

（うん！）

（ちなみに最後の一撃、縦に斬ったあれはな──）

　無邪気に返事するひかり。

　そして魔剣のなんたるかを娘に吹き込むエレノア。

　普通の母娘とは違う。だがそこがいい。

　そんな二人のやりとりを聞きながら、おれはメリナ公爵の使用人たちの方を向いた。

　檻おりを軽く叩き壊し、そいつらを中から出してやった。

　中に何人か体調を崩してた人間がいたから、魔法の玉で回復してやった。

　それをしたら、二重に助けた恩人としてほぼ全員から好意的な目を向けられるようになった。

「感謝いたします」

　一通り救出が済むと、使用人の中で一番歳としのいった、空気のある男がおれに頭を下げた。

　人間はある程度生きると立ち居振る舞いが体に染しみつくものだ。

　お忍びでも王族は王族っぽく見えるし、文無しにシンデレラストーリーが訪れても、育ちがその後の日常に出る。

　この男は一目で「執事」だとわかる振る舞いをしていた。

「あなた様のおかげで助かりました」

「気にするな。頼まれごとを果たしただけだ」

　さっきの兵士たちと同じように、こいつらにもある程度噂うわさを広めてもらわないといけないから、おれはそう言った。

「……はい」

　伊達だてに執事をやってない男だ。

　そいつはすぐ、おれがまだ言ってないけど言おうとしてたことを理解した──って顔をした。

　おれは大量の銀貨が入った布袋を男に渡した。

　メルクーリ以外まだ紙幣を使ってないから、こんな風に金はかさばる。

「これは？」

「旅費だ。それを使って主の元に帰れ」

「……」

「どうした」

　難しい顔をする男に聞く。

　いや男だけじゃない。よく見ればまわりの使用人たちも大半がそういう複雑な顔をしている。

「公爵様の元に戻っていいものか」

「おれがこうして出張ってきた意味を理解してるんだろう？」

「はい」

　男は即答した。はっきり即答したそれを聞くに、認識を間違ってるようには思えない。

　ならなんでだ？

「公爵様は敗れたお方。この先公爵様についていって未来はあるのかと」

「……」

（くくく）

　エレノアが笑った。最高に面白おもしろがってるトーンだ。

「侯爵様、我らをどうか助けてはいただけませんでしょうか」

　執事の男が言うと、全員一斉におれにすがるような目を向けてきた。

　つまりあれか。

　メリナからおれに鞍替えをしたいってことか。





☆






　ワープの羽根で屋敷に戻ってきた。

　リビングから廊下に出ると、ミウに出くわした。

「お、お帰りなさいませご主人様」

「ただいまミウ……どうした」

　ミウは珍しくおどおどした様子で、おれの背後あたりを見回した。

　そこにいるはずの誰だれかを探すような、そんな振る舞いだ。

「ご主人様……お一人ですか？」

　上目遣うわめづかいで、恐る恐る……窺うかがうように聞いてくる。

「ああ、一人だ」

「えっと、その……」

　ミウはこれまた珍しく、もじもじしながら更に聞こうとする、が。

　聞きたいけど切り出せない、そんなミウにおれから言った。

「この屋敷のメイドはミウだけだ」

「──はい!!」

　彼女が一番知りたいことを教えてやると、大輪の花が咲いたかのように微笑んだ。

　助けに行く前に、一度屋敷に戻ってひかりを連れていった。その時にミウに話をした。

　公爵の使用人たちを助けてやると。

　それからミウはおれが新しいメイドを連れ帰ってくるか気がかりだったんだな。

「ミウ」

「はい」

「もふもふするぞ」

「わかりました。今すぐ行きます！」

　嬉しそうにそう答えるミウ。廊下の向こうからすぐにパタパタと足音が聞こえてきた。

　目の前にいるのは人形のミウだ。

　おれがもふもふを命じたから、オリジナルミウが慌てて走ってきた。

　おれはリビングの中に戻ると、ソファーに座ってミウを待つ。

（ねえおとーさん）

「ん？」

（どうしてあの人たちを連れてこなかったの？）

　ひかりは当たり前の疑問を口にした。

　そう、おれはあいつらを連れてこなかった。

　路銀だけやって、そのまま一人で帰ってきた。

　連れてこなかったのは──おれの使用人にしなかった理由は。

　主あるじが大変な時に見限って鞍替えするような連中に用はないからだ。

　病気の子どもを治してやったから変に期待されたようだが、おれはそういう人間じゃない。

　それに、それよりもっと──簡単な理由があった。

「あの中にいい女はいなかったからな」

（そっか！）

　ひかりは納得した。

　そう、いい女はいなかった。

　全員が全員、揃って主を見限るような連中に、いい女などいるはずもなかった。

（くくく、貴様らしい）

「悪いか？」

（いいや？）

　エレノアは楽しげに言った。

（それでこそ貴様だ）

　実に楽しげにそう言ったのだった。
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　首都レティム、夏の宮殿。

　かつての王が寵姫ちょうきのために作った、夏をモチーフにした綺麗きれいな庭園にセレーネはいた。

　ワープの羽根で飛んできたおれにまったく気づかず、セレーネは剣を構えて型の練習をしていた。

　あたりから音が消えている。

　気温がそこだけ数度下がっていると感じるくらい、耳鳴りがするほど静まりかえっている。

　時間さえも静止したような場所で、セレーネだけが剣を振るっていた。

　彼女の動きには音がなかった。

　力強くはない。速くもない。だが、音もない。

　完全にして完璧かんぺきな型を、彼女は身につけ、そうして剣を振るっていた。

（末恐ろしいな。元があのわがまま娘だったとはとても思えん）

　エレノアもかなりの高評価だった。

　おれも同感だ。

　型の習熟度だけを見れば、セレーネはもう既に十分達人の域に到達している。

　それは言い換えれば綺麗、ということでもある。

　おれはそのままセレーネの稽古が終わるのをじっと見守った。

「ふぅ……えっ!?　しょ、ショウ、いつからそこにいたの？」

　おれに気づいたセレーネ。

　直前までの凛りんとした表情が消えて、あわあわする少女の顔になった。

「ちょっと前からだ」

「やだ恥ずかしい！　あたしの練習をずっと見てたの？」

「見てた。いい感じだったぞ」

「ほ、本当？　ありがとうショウ！」

　恥ずかしいと言って顔を押さえると、首を振っていやいやをしたセレーネだが、おれが少し褒めただけで、表情を笑顔で完全に上書きした。

　一回鼻っ柱をへし折って以来、セレーネはとことん素直だ。

　アブラアムでさえ心配になるくらい素直だ。

　そんなセレーネだから、今じゃおれの目が届く範囲なら、どこで何をしてても全く問題ない。

「そだ、ありがとねショウ。メリナ公爵のこと。大変だった？」

「そうでもない。教えられた場所に行って連中を助け出しただけだ。あの後どうなった」

「うん！　あー……えっと」

　勢いよく返事をしたセレーネの勢いがみるみるうちにしぼんでいく。

「ごめんショウ、聞いたけど忘れちゃった。アブラアムを呼んでいい？」

「ああ」

　おれは頷うなずき、セレーネは遠くで待機していたメイドに手を振った。

　ついでに何かのジェスチャーをすると、メイドはこっちに来ることなくそのまま立ち去った。

　そうしてしばらくそこで待っていると、アブラアムがやってきた。

「お呼びでしょうか殿下」

「うん。ショウがメリナ公爵のことを聞きたいんだって。話してあげて」

「御意ぎょい」

　アブラアムは静かに頷き、おれの方を向いた。

「侯爵様のおかげで、メリナ公の使用人は解放されました。半数ほど元に戻ったそうです」

「半数？」

「どうやら一部はメリナ公を自ら見限ったとか。落ち目の貴族についていっても益えきはないと判断したのでしょう」

「ふーん」

　そんなことになってたのか。

「それと似たような話でございますが──」

　アブラアムはセレーネに向き直って報告した。

「同じく三公摂政に関かかわったアンニス公爵の元で使用人の反乱が起こったそうです。一部の使用人が公爵の財産を略奪し、そのまま脱走したとか」

「えええ!?　だ、大丈夫なの？」

「表向きには。アンニス公にとっても都合の悪い話ですから、しばらくすれば『なかったこと』になるかと」

　臭いものには蓋ふた──いや本人が臭いものの焼却に走るわけか。

（貴族らしい手口だ）

「じゃあ大丈夫なの？」

「はい、しばらくはこういった話が続きましょうが、王国が追及しない方針だとわかれば自然と鎮まるかと」

「うんわかった。じゃあそっちは今まで通り全部アブラアムに任せる。とにかく国が安定するのが最優先。それができるなら、まるっとアブラアムの好きにしていいから」

「御意」

（くく、この娘はこういうタイプの為政者になったのだな）

　楽しげなエレノア。見ていておれも楽しい。

　方針だけ示してあとは全部部下に丸投げ。

　悪い意味じゃない。いい意味での丸投げ。

　セレーネはますますいい女になったと感じた。

「でも使用人の反乱って怖いね。どうしたら防げるのかな」

「簡単な話だ。使用人を減らせばいい」

「減らす？」

「そうだ。増やしすぎるから変なことをするヤツも紛まぎれ込こむんだ。おれみたいに信頼できるメイド一人にすればそんなことも起きない」

「そっか……」

「セレーネだって、部下がアブラアム一人なら反乱の心配はしないだろ」

「うん！　そだね！」

　裏表のない、嬉うれしそうな笑顔を浮かべるセレーネ。

　半分くらいは腹心のアブラアムのことを褒められた嬉しさなんだろう。

　一方でアブラアムは困り切った顔をした。

「そだね、ではありません、殿下。それは違います。侯爵様も変なことを吹き込まないでください」

「え？　でもショウが言ったことだよ？」

「一人の部下でも回せるのは、それが侯爵様だからなのです。殿下に侯爵様と同じことができるとお思いですか？」

「それは無理！」

　セレーネはきっぱりと言い放った。

　そこまできっぱり言い切るのもどうかと思うんだが。

「申し訳ありません、言葉が過ぎました。罰はいかようにも」

「ううん、アブラアムの言う通り。あたしはショウじゃないから無理なのはその通りだもん」

「はっ……」

「でも、それじゃあたしはどうすればいいの？　やっぱり反乱はまずいって思うんだ……実際、前にやられたし」

「ならば──信賞必罰を徹底されるのがよろしいかと」

「しんしょうひつばつ？」

「はい。その通りです。功績を立てた者に恩賞を、罪を犯した者には罰を。それをきっちり、一つの例外もなく行うのです」

「それだけでいいの？」

　それだけというか、それが一番難しいんだ……と思ったが、あえて言わなかった。

　今のセレーネなら、それもできそうな気がしたからだ。

「はい。さすれば臣下は必ずや殿下についてきます。恐れつつもついてくることになるかと」

「そっか……じゃあそうしよう」

「……一つアドバイスしてやる」

　セレーネとアブラアムの言うことを黙って聞いていたおれは、そこでやっと口を挟んだ。

　前と違って他人の意見を受け入れるようになったセレーネ。

　それはいいことだが、信賞必罰を信条に掲げるとなると不安材料が出てくる。

　だからおれは口を挟んだ。

　その不安を消そうとした。

「なに？」

　セレーネがわくわくした目でおれを見た。

「例外を一つだけ作った方がいい。仕組みはいいがガチガチにやりすぎるのはまずい。お前もいつも善悪の判断ばっか強いられたら疲れるだろ」

「うん、そだね。でも、例外ってどんな？」

　尋ねるセレーネ。

　その横でアブラアムが訝しげな目をしていた。

　心配するな、悪いようにはしない。

「おれの言葉だ」

「ショウの？」

「そうだ、おれが許せって言ったヤツは許す。罰しろと言ったヤツは罰する」

「ふむふむ、ショウの言葉を例外にするんだね」

「そうだ。逆に──」

　おれはまっすぐ、セレーネを見つめながら言った。

「おれ以外の誰だれが何を言ってきても無視していい。あとはひたすらアブラアムが言った『功績を立てた者に恩賞を、罪を犯した者には罰を』を徹底しろ」

「わかった、そうする！」

　おれの言葉になんら疑いを持たず、受け入れるセレーネ。

　やっぱり言ってよかった。

　この先、信賞必罰を遂行する上で、否いやが応でも「例外」を求める連中が出てくるだろう。

　それを今のセレーネは受け入れかねない。

　自分の無力さを痛感し、他人の言葉を受け入れ始めたセレーネなら、そうしかねない。

　そうさせないために、おれの言葉を打ち込んだ。

　セレーネにとって「絶対」であるおれの言葉を。

　例外を求められても、彼女は「例外はショウだけ」と言って撥はねのけることができる。

　そのための例外だ。

　セレーネはそこまで理解していない。

　しかしアブラアムは理解したようだ。

「さすがですね」

「え？　何？」

「侯爵様はさすがだと申し上げたのです」

「うん！　だってショウだもん」

　アブラアムにそう言われたセレーネは、この日一番の可愛い笑顔を浮かべた。
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　昼下がり、寝室でミウをもふもふしていたらドアがノックされた。

　気配からして、どうやらセレーネみたいだ。

　おれは彼女を定期的にこの屋敷に連れてきていた。

　セレーネのためにおれはおれの女たちを家庭教師につけているが、彼女たちは世界各地に散らばっている。

　一番効率がいいのはおれがワープで教師誰かと生徒セレーネをこの屋敷に集めることだから、あの事件が終わった後も、おれはよくセレーネをここに連れてきていた。

　今日もオルティアの授業を受けさせるためにセレーネを連れてきた。

　時間的にそれがちょうど終わったあたりだ。

「入っていいぞ」

「おじゃましまーす、って……わわ！　ごめんショウ、お邪魔だった？」

「気にするな。もふもふは休憩と同じようなもんだ。それよりどうした」

「えっと……その……しょ、ショウに逢いたくなっちゃって」
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　セレーネは両手の人差し指をちょんちょんとくっつけたり離したりしながらもじもじした。

　可愛かわいいヤツだな。

「こっちに来い。今日はオルティアから何を教わったんだ？」

「えっと……ごめんなさい。忘れちゃった」

「何？　もう忘れたのか」

「うん……ごめん。ショウのおかげで大賢者様に色々教わってるのに覚えが悪くて」

「全部忘れたのか？」

「あ、一つだけ覚えてる……って、ごめん。正確には覚えてるって訳じゃないけど」

「どういうことだ？」

　さすがにちょっと気になった。

　剣術、しかも個人戦闘以外のセレーネの物覚えの悪さはいつものことだが、それにしてもちょっとひどい。

　だから聞いた。

　するとセレーネは真顔で答えた。

「彼女から聞いた言葉ですっごく大事かもって思ったものがあったから、手に書き留めておいたの。忘れちゃいけないって思って。だから覚えてないけどここにあるんだ」

　セレーネは軽く握った拳こぶしを突き出しておれに見せた。

「へえ。なんて言葉だ」

「うんっと……」

　セレーネが手のひらを開く。

　自己申告の通り、そこには何かが書き込まれている。

「君臨すれども統治せず、だって」

「まさに今のお前を表してる言葉だな」

「やっぱり？　あたしバカだから、自分からへたに変なことをしない方がいいって思うんだ。だから、この言葉をちゃんと書き留めて、忘れないようにしようって」

「そうか。その言葉を忘れなければアイギナはこの先ずっと大丈夫だ」

「ありがとうショウ！　あたしそうできるように頑張るね！」

「そういえばお前は王になるのか？　──いずれの話だが」

　アイギナ王は一応まだ生きてる。

　そして、セレーネは父親であるアイギナ王を尊敬している。

　だからおれは「いずれ」と付け加えた。

「わかんない。あたしがなっちゃいけないとも思うし、難しいよ」

「そうだな。お前は国王より将軍とかになった方がいい」

「でも兄上もいないし、このままじゃあたし──そうだ」

　セレーネはポンと手を叩たたく。

「国民のみんなに選んでもらうってのはどうかな？」

「選んでもらう？」

「うん！　ショウに前教えてもらった、えっと……ミンシュシュギ？　っていうの」

　大分発音が片言っぽい民主主義だった。

「そういえば教えたかもしれないな。しかしあれは国王を決めるって話じゃないぞ」

「国王を選んでもらうのはダメ？　ほら、王族を全部候補にして、国民に誰だれが一番ふさわしいか決めてもらうの」

「王権神授……王権民授ってことか」

「そういう言葉があるの？」

「いや、今おれが作った」

「わあ、さすがショウだね」

　セレーネはそう言うと、キラキラした目でおれを見た。

「それをやりたいのか？」

「やりたいっていうか、その方がアイギナにとっていいって思うんだ」

「そうか……ならアブラアムに相談してみろ。アイギナにふさわしい制度かどうか、おれよりもあいつの方がわかるはずだ」

「うん！　してみる」

　頷うなずいた直後からうずうずしだすセレーネ。

　おれのことをちらちら見て、何か言いたそうな雰囲気だ。

　すぐにでも飛んで帰ってアブラアムに相談したいんだろうな。

「ミウ、少し待ってろ」

「はい、ご主人様」

　それまでも従順にもふもふされていたミウは、これまた従順におれの上からどいた。

　それからセレーネを連れて、ワープの羽根で夏の宮殿に飛んだ。

　流れるように彼女に触れるだけのキスをして。

「頑張れよ」

「うん！　ありがとうショウ！」

　セレーネは手を振ると、待ちきれないとばかりに駆け出していった。

　見送ったおれに、エレノアが話しかけてくる。

（面白おもしろいことを考えるものだ）

「国王選挙のことか？」

（うむ。貴様のことだ、既にやる気でいるのだろう）

「微妙に違う。セレーネがやるなら手を貸すだけだ」

（くく、実現すれば世界初の民選女王か。ダブル女王フィオナとマリよりも破天荒度が上だな）

「そうだな」

　もし実現したらどうなるか、それを想像しつつ屋敷にワープで戻った。

　ベッドに座って大人しく待っていたミウに手招きして、またもふもふする。

「そういえば」

「はい？」

　もふもふしながら声を掛けると、ミウがきょとんとしたような表情で返事をする。

「セレーネとミウって似てるよな」

「に、似てますか？」

「ああ、髪の長さ以外は結構そっくりだ。ふむ……」

　おれはじっとミウを見つめる。

　やっぱりそうだ。見れば見るほど、ミウとセレーネはそっくりだ。

「ってことはつまり……」

　おれの頭の中である光景が浮かび上がってきた。





☆






　おれの屋敷は女王や王女たちがよく来る。

　だからそのための着替えも常備してある。

　彼女たちが身につけるものは常に新品。くじ引き券稼ぎも兼ねて、デルフィナに金を払って常に新しいものを用意させていた。

　その中の一着をミウに着せてみた。

　似てると言ったセレーネの服だ。

「ご、ご主人様」

　セレーネの服を着せられたミウは居心地が悪そうにした。

　普段のメイド服じゃなく姫ドレス。それを着せられたミウは所在なさげにあわあわした。

「似合うな」

「そ、そうですか？」

「ああ、すごく似合う。セレーネに似てるし、どこから見ても王女様って感じだ。いっそセレーネの代わりに女王様になるか？」

「わ、わたし、ご主人様のメイドがいいです」

　慌てて手を振るミウ。

　本気で女王よりもおれのメイドの方がいいって言っているように聞こえる。

　ミウらしいな。

　そんなことをしていると、寝室のドアが音を立てて開いた。

　おれの屋敷に住み着いてるオルティアが部屋に入ってきた。

　彼女は姫ドレスを着たミウの姿を見て、少しだけ目を瞬かせると。

「六つ目の国でも作るのかしら」

　と、冗談めかして言ってきた。

「ああ、もふもふ王国の建国だ」

「えええ!?」

「ならば女王の格好もさせてみるべきね」

「そうだな。じゃあ次はリカの服を着せてみよう」

「その次はフィオナとマリね。人形も使えるんだったわよね。なら人形にも同時に着せてみるといいわ」

「やってみよう」

　ノリノリのおれとオルティア。

　おれがしていることに驚きもせず乗ってくるオルティアと一緒に、意外とあれもこれも似合うミウに様々なドレスを着せてみた。

　どれも似合ってたけど、本人は最後まで居心地が悪そうにしていた。

　結局、いつものメイド服に戻った時が一番ホッとしてて、一番輝いて見えた。
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　朝日が昇る前、私、ミウ・ミ・ミューは静かにベッドから降りました。

　まだ頭はすっきりしませんが、ご主人様の素敵な姿を思い浮かべたら、すぐにぱっちり目を覚ますことができました。

　パジャマを脱いで、メイド服に着替えます。

　ご主人様にご用意頂いたメイド服に、今日も袖そでを通します。

　それだけで身も心もすっかり引き締まります。

　それだけではありません。

　人形たちにもメイド服を着せます。

　ご主人様がくださったスキル、人形使い。

　それを使って、私そっくりの人形二体を同時に動かします。

　見た目はとっても大事です。

　ご主人様のお屋敷には毎日様々なお客様が来られます。

　ご主人様のメイドとして、恥ずかしい格好をする訳にはいきません。

　頑張って練習しましたから、人形が見たものは自分の目で見たのと同じように見えます。

　私と、二体の人形。

　三人で向き合って、お互いをチェックします。

　見苦しいところがないことをちゃんと確認してから、私たちは部屋を出ます。

　私は幸せです。

　今日もお仕事がいっぱいあります。

　いっぱいいっぱい、ご主人様のためにお仕事できます。

　朝ご飯の準備をしながら、人形たちに屋敷の外をお掃除させます。

　庭の木から落ちた枯れ葉を掃はいて集めて、生えてきた雑草を抜き去ります。

　花壇にコムスの花が咲いていましたので、それを摘んでお屋敷の花瓶かびんに飾ります。

「精が出るわね」

　お庭で掃除をしている人形一号に、オルティア様が話しかけてくださいました。

　ご主人様の大切な人、大賢者のオルティア様。

　びっくりするくらいお綺麗きれいな方です。

　最初にお見かけした時から綺麗でしたけど、最近ますます綺麗になられて、見つめられると魂を抜かれてしまうかもって思えるくらいです。

「おはようございますオルティア様。すみません、起こしてしまいましたか」

「気にしないで。年寄りは朝が早いのよ」

「そ、そんな……」

　オルティア様はご冗談もお上手です。

　綺麗で頭もよくて、気さくに冗談を言って気を遣ってくださいます。

　憧あこがれの女性です。

　そんなオルティア様が「あら」と言って、花壇に近づきました。

「こんなものが生えていたのね」

「こんなもの？」

　オルティア様が見ていたのは、花壇の中に生えた一本の植物でした。

「コジマイの花ね。久しぶりに見るわ。知ってるかしら、これは──」

　何かを言いかけて、オルティア様が私のことをじっと見つめます。

「どうかされました？」

「これと他ほかの花が等間隔に植えられているということは、あなた、この花のことを知っていたのね？」

「あっ、はい。名前は知りませんでしたけど……それに、たまにしか花を咲かせませんけど、花を咲かせたらすごく綺麗だということは知っています」

「たまになんてものじゃないわ。これ、五十年に一度しか咲かないのよ」

「五十年!?」

　私はびっくりしてその花を見つめました。

　大賢者オルティア様が話されたことはきっと本当です。

　私はちょっと落ち込みました

「次にお花が咲くのは五十年後ですか。咲いたところをご主人様にお見せしたかったです」

「気を落とすことはないわ。このまま五十年育て続けて、次咲いた時に見せればいいのよ」

　その言葉を聞いて胸がキュンとなりました。

　五十年間育てる。

　五十年間ご主人様のために育てる。

　五十年間……ご主人様のメイドでいられる。

　胸がキュンキュンして、どうにかなってしまいそうです。

「おはよう、ミウ」

　今度は別の人形が話しかけられました。

　場所は屋敷の中。

　今起きてきたコーラリアが話しかけてきました。

　コーラリア・ラマンリ・カランバ。

　デルフィナ様の名字ラマンリと、リカ様の名字カランバを同時に持っている子です。

　私と同じ奴隷でメイドなのですが、お二人に引き取られていろいろ勉強をしている最中です。

「わたし、今日は何を手伝えばいい？」

「えっと……ご主人様を起こしてきてくれるかな。そろそろ朝食の時間だから」

「わかった」

　コーラリアがご主人様のお部屋に行きました。

　昨日からカランバ王国の女王様、リカ様が泊まりにいらっしゃっています。

　コーラリアはリカ様のものです。

　リカ様のコーラリア。

　だからコーラリアに起こされた方が、ご主人様もきっと嬉うれしいはずです。

　ご主人様は特別深い関係の女の人が一緒に目の前にいると嬉しいみたいです。

　ヘレネー様とイリス様。

　イオさんとアグネさんとジュリアさん。

　エレノア様とひかり様。

　そういう風に特別に深い関係の人たちが一緒にいる時は、ご主人様はいつもとても嬉しそうです。

　特に今はリカ様がご一緒ですから、コーラリアに起こしてもらった方が、きっとご主人様も嬉しいはずです。

　私は私で、朝ご飯の準備の仕上げをします。




「あっ、ミウがいる！」

　また別の人に話しかけられました。

　今度はご主人様の別邸、奴隷部隊の皆様が住んでいる建物で。

　お洗濯物を取りにきた私に、セレーネ様が話しかけてくださいました。

　セレーネ・ミ・アイギナ様。

　アイギナ王国のお姫様で、「総理王大臣」というすごく難しい肩書きを持っているお方です。

　もちろんご主人様の「大切な人」でもあります。

「ちょうどよかった。あたし、ミウに話したいことがあったんだ」

「私に、ですか？」

「うん。ミウさ、あたしの影武者にならない？」

「え──影武者さん、ですか？」

「うん。リカさんとヘレネーさんに教えてもらったんだけど、そういう人がいた方がイイって。で、ミウって、見た目をちょっといじればあたしとそっくりだと思うんだよね！」

「な、なるほど……？」

「そう。だからあたしの影武者やらない？　王女の影武者だから、普段から結構贅沢できるよ。今の生活よりきっと」

　これって……スカウトでしょうか？

　またスカウトされてしまいました。困ります。

「ごめんなさい。私はご主人様のメイドですから」

「そっか──ショウのメイドか……それじゃしょうがないね」

　セレーネ様はあっさり引き下がってくださいました。

　よかったです。

　きっと初めから冗談で、それほど本気ではなかったのでしょう。

　私はホッと息を吐いて、セレーネ様と別れました。

　オリジナルの私はちゃんと働いて、人形二体を一生懸命動かして、お屋敷のお仕事をします。

　ご主人様はすごく優しいです。

　私のわがままを聞いて、お屋敷にメイドを増やすのを止めてくれました。

　だから私は、もっと頑張ってメイドのお仕事をしなければなりません。

　炊事、お掃除、お洗濯。

　メイドのお仕事を全力で頑張ります。

　屋敷と別邸、ご主人様たちと奴隷部隊の皆様が住む建物のお仕事を一人で頑張ります。

　お昼頃ごろになると、ちょっと手が空きました。

　だから私は、そこで一番大事なお仕事の準備をします。

　自分の部屋に戻って、人形たちも呼び寄せます。

　椅子いすに座って、尻尾しっぽに櫛くしを通します。

　丁寧に梳すいて、ふかふかにします。

　ご主人様からもらったお給料で、デルフィナさんに取り寄せてもらった魔法の粉を混ぜて、更にふかふかにします。

　自分一人だと手が届かないかもしれないから、人形たちにもふかふかにするお手伝いをしてもらいます。

　尻尾はすっかりふかふかになりました。

「ミウー、どこにいるんだミウー？」

　ドキリ、と、胸が跳ねました。

　大好きな、大切なご主人様が、私のことを呼んでいます。

　すぐに私は部屋を出て、ご主人様の声のする方に向かいました。

「そこにいたのかミウ。こっちに来い」

　リビングにいたご主人様は手招きをして私を呼び寄せると、ひょい、と私の体を抱き上げて、膝ひざの上に乗せました。

　そして、もふもふです。

　ご主人様に、今日もめいっぱいもふもふして頂きました。

　私をもふもふするご主人様は、いつもと同じようにとっても嬉しそうでした。

　よかったです。

　ご主人様にもふもふして頂いて、その上喜んでもらえました。

「花の話なんてどうでもよかったみたいね」

「こりゃ影武者を頼むなんて無理だよね？」

　お部屋の外で、誰だれかの声が聞こえてきましたけど、私は一番大事なお仕事中なので、よくわかりませんでした。

　ご主人様のもふもふ。

　今日も、一番大事なお仕事をすることができて。

　私は世界でいちばん幸せなメイドだと、そう思ったのでした。
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　メルクーリ領内、イスピス平原。

　夜の平原に、小さな光点がゆらゆらと漂っていた。

　遠目でみればまるでホタルのようにも見える。

　見ているだけならそれなりにムードのある光景だ。

「あれか」

「うん、ヘーミシュっていうの。あれがこのあたりの水源を汚してるのよ」

　おれの横に立って、光点の説明をしたのはメリッサ。

　ソロン教の法衣を纏まとう、不死の聖女メリッサ。

　異名は彼女の特殊体質に由来する。

　かつて殉教者として、七日間にわたる七回の処刑を全すべて耐え抜き、神の奇跡とやらをその身で体現してみせた女。

　その一件の後、生還した彼女はソロン教に聖人認定され、今ではその名を知らぬ者はいないほどの有名人となった。

　ちなみにソロン教は世界最大の宗教。各国の王族や貴族にも信者はいる。

　そのソロン教の聖女だから、メリッサは王族に勝るとも劣らない地位の人間だ。

　なのだが。

「毎回思うんだが、どうしてこういうモンスターの退治にお前自ら出張るんだ？」

「頼まれたし、これも宣教の一環だから。世の中はまだまだソロンの教えを受け入れない人も多いの。あたしの行動で少しでもソロンの教えが受け入れられるようになればいいなって」

　まるで近所の幼なじみにするようなフランクな口調だが、いかにも聖女らしい台詞せりふを口にするメリッサ。

「ごめんねカケル、こんなことに付き合わせて」

「自分の女の頼みだ。気にするな」

　そう言って、おれはエレノアを抜いた。

　ひかりは置いてきた。夜遅いからひかりはおやすみの時間だ。

　だからエレノアだけ連れてきた。

「で、どうすればいいんだ？」

「あいつらを倒して。ただ、攻撃できるのは今の光から赤い光に変わる瞬間しかないけど」

「こいつら色が変わるのか」

　エレノアを構えたまま光点──ヘーミシュを見る。

　ゆらゆらと漂うホタルのような光点。

　ざっと百匹近くいるが、色が変わってるのは一匹もいない。

（変わっているぞ、もっと集中しろ）

「なに？」

　エレノアに叱咤しったするように言われ、おれは集中して目を凝らす。

　じっと見てると、確かに色が変わっているのがわかった。

　時間にして百分の一秒くらいか？

　サブリミナルレベルに気付かない間隔で赤い光に変わってる。

　変わってるというより点滅てんめつしている。

「なるほど」

「見えた？」

「ああ。赤いときに攻撃すりゃいいんだな。元の色の時に攻撃したらどうなるんだ？」

「回復するの。攻撃の強さにもよるけど、体力が最大まで回復するって思っていいよ」

「そうか」

　百分の一秒に割り込む精度を要求されるってことか。

（やれるか？）

「ああ。これならひかりを連れてくればもっと楽だったけどな」

（いいところなぞ別の機会にいくらでも見せられる。夜は寝かせてやれ）

「そうだな。メリッサ、行ってくる」

「うん！　頑張って！」

　かなり位の高い法衣を纏った聖女メリッサは、野球観戦する女の子みたいな可愛かわいらしい応援をしてくれた。

　そんな声援を背に受けて、ヘーミシュに向かっていく。

　じっと見つめて──エレノアを一閃。

　水平に走る閃光せんこう。その後、ヘーミシュは花火のように弾けて飛んだ。

「今みたいな感じでいいんだな」

（そのようだ。そしてどうやら今の一撃で連中が怒ったようだぞ）

　エレノアの指摘通り、一体倒した後、残りのヘーミシュがおれに殺到してきた。

　だがそれだけだ。

　向かってくるヘーミシュを集中して見つめ、百分の一秒のタイミングを見計らって斬きり捨てる。

　光風が舞う。

　月明かりの下、光の嵐あらしがおれを中心に渦巻いていた。

　百体近くのヘーミシュは、一分も持たずに全滅した。

　くじ引き券が十枚出たから、ついでに拾ってそのまま異次元倉庫に突っ込む。

「お疲れ様！」

「これで全部か？」

「多分。村の人たちが言うにはここにいるだけだから」

「そうか。念のため少しここに残って様子を見るか」

「いいの？」

「乗りかかった船だ。その代わり」

「その代わり？」

　首を傾げるメリッサを引き寄せてキスをする。

　いきなりキスされた彼女は頰ほおを赤らめつつ、きょとんとした。

「待ってる間は相手をしろ」

「うん！　いくらでもする」

　抱き寄せたメリッサ。

　月明かりに照らし出された顔はいつにも増して綺麗きれいで、もう一回キスをしたくなった。

　そう思って顔を近づけると。

「ひゃ」

「どうした」

「あ、あれ」

　いきなり悲鳴を上げて、離れた場所を指差すメリッサ。

　もうヘーミシュが出たのか、と思って指差した先を見ると。

「あれは……オピス？」

「オ、オピス？」

「ああ」

　頷うなずくおれ。

　現れたのはヘーミシュじゃなくて、オピスだった。

　くじ引きの力で行った過去の時代にいた白い蛇だ。

　それが一匹、おれたちの前に現れた。

「初めて見るモンスターだけど、カケルは知ってるの？」

「強さはそこそこだが、魔剣で斬ると強さはそのままに分裂する死ぬほど面倒くさいヤツだ」

「強さはそのままに？」

「魔剣の天敵って言われてるな」

（天敵というほどのものではない）

　エレノアがちょっとだけムッとした。

　あの程度のを天敵だって言われたことに腹を立てたみたいだ。

「魔剣の天敵……だからカケルが知ってるんだ」

　そういう訳じゃないけど、あえて説明はしなかった。

「じゃあ、あたしがなんとかする」

「メリッサが？」

「うん。強さは普通なんだよね」

「まあな。見た感じそのまんまの強さだ」

　そんなに強くはないが見かけ倒しでもない。

　見た目通りの強さを有する、そんなモンスターだ。

「だったらあたしがなんとかする」

「どうやるんだ？」

「普通の強さで一体だけなら、刺し違えれば──」

「却下」

　最後まで聞くことなくメリッサの提案を却下した。

　不死の聖女メリッサ。

　モンスターが一体しかいないなら刺し違え覚悟で、というのは確かに有効な手段かもしれない。

　なぜならメリッサは死なない。

　刺し違えれば相手だけ死ぬ。

　だから有効かもしれないが、それだけはやらせない。

「でも」

「いいから見てろ。魔剣で殺やるのは面倒くさいが、面倒くさいだけだ」

　メリッサを止めて、おれはエレノアを構えたまま前に出た。

「やるぞ」

（うむ）

　エレノアとともに踏み込んで、白い大蛇──オピスを両断した。

　過去の時代で何百回も斬ってきた感触そのままに、両断。

　真っ二つにされたオピスはすぐに再生した。

　過去と全く同じ。同じ見た目の白い蛇二体になった。

「すっごいね、こんなモンスターがいるんだ」

　メリッサがつぶやく中、おれは更にエレノアを振るう。

　分裂した蛇の攻撃力はそのままだが、体力──いわゆるＨＰは減ったままだ。

　十の体力を持つヤツに一のダメージを与えた場合、一引いた後、九の体力の蛇が二体できあがるって話だ。

　九に一の攻撃をしたら今度は八の体力が二体、八にしたら今度は七のが二体……って感じで増殖していく。

　最終的に体力が０になったらそれ以上分裂することなく死ぬ、ってのがこのオピスってモンスターだ。

　だから、一体出てきたところで最初から数百体相手にすると思っていればいいだけのこと。

　ギアを上げて斬った。

「むっ」

（……これは）

　違和感を覚えた。

　しかもそれはおれだけじゃなかった。

　エレノアも反応している。

　彼女も反応している以上、勘違いではなかった。

「どうしたのカケル？」

　その間おれの手が止まったから、メリッサが心配そうに聞いてきた。

「何でもない」

　彼女にはそう言って、おれはオピス斬りを再開する。

　斬って分裂させて、分裂させたヤツを更に斬る。

　斬って斬って斬りまくって──。

「ふ、増えすぎ！　これどうなるの？」

　初めて見たメリッサは戸惑ったが、それでも斬り続けた。

　増殖していくオピス。増え続けるオピスの集団はすぐピークを迎え、それ以上増えることはなく同じ速度で減っていく。

　そうしてオピスを全滅させた後。

「すごい……今まで見たカケルの中で今日が一番すごいかも」

　と、メリッサが目を丸くしていた。

　その一方で、おれとエレノアは違和感の正体を突き止めていた。

（斬った後そのまま増殖したのではなかった。ほんのわずかだが──パワーアップしていた）

「やっぱりそうか」

　エレノアと同じことを感じていたおれ。どうやら間違いではなかったようだ。

　過去のオピスと違って、こいつらは斬れば斬るほど強くなっていった。

　最後あたりのオピスは全力で斬らないと刃が鱗うろこに弾かれそうなくらい硬くなっていた。

「何もない──」

（──ってことはないな）

　パワーアップしたオピス。

　その存在に、おれとエレノアは意見を一致させた。
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「すごいなあ……」

　おびただしい程のオピスの死体を前に感心するメリッサ。

　法衣を纏まとってはいるが、彼女はおれが知っている他ほかの聖職者とは違う。

　血なまぐさい現場、文字通りの修羅場しゅらばに気後きおくれしない胆力の持ち主だ。

　今もまた、蛇の死体の山を前にケロッとしている。

「カケル、また強くなった？」

「ほんの少しな」

（おいそこは謙遜けんそんするな。この我が全盛期の力を取り戻したのだぞ。ほんの少しってことがあるか）

　エレノアが心の中で猛抗議してきたが、スルーする。

「蛇どもはともかく……現れないみたいだな」

　オピスとの戦闘は長引いた。

　斬きっても増殖する相手だ。自然と長引く。

　もともとここに留まって、念のためこれ以上ヘーミシュが出てこないか確認するって話だったが、こうしている間にも新しいのが湧わいてくる様子はない。

「大丈夫っぽいね」

「そうだな」

「ありがとうカケル。助かった」

「気にするな。おれは自分の女とデートしに来ただけだ」

　そう言って、メリッサを抱き寄せるとキスをする。

「あん……いきなり……んっ……」

　突然キスされたメリッサが艶なまめかしい声を漏もらす。

　それを聞いてムラムラした。この場で押し倒したくなった。

　……ここに蛇どもの死体さえなければ。

「ありがとう……」

　頰ほおを染めて、二重に嬉うれしそうな顔で答える。

　それも一瞬だけのこと。おれの腕の中で耽溺たんできしないメリッサはすぐに聖女の顔に戻った。

「あとは水を手配するだけだね」

「水を手配？　どういうことだ？」

　あたりの水源を汚染していた元凶は全部倒したんだから、それで──。

（アホか貴様は）

「むっ？　……そうか」

　エレノアに指摘されて、おれはそのことに気づいた。

　元凶を絶ったからといって、水がすぐに浄化される訳じゃない。

　一度汚れた水を浄化するには、自然に任せて入れ替わるのを待つしかない。

「大雨でも降ればいいんだけど、しょうがないよね。水が全部入れ替わるまでに半月ぐらいかかりそうだから、その分だけ水を手配すればいいかな。ありがとうカケル。カケルのおかげで大分楽ができた」

「おいメリッサ」

　彼女の口ぶりから、おれはある想像をしてしまう。

「なに？」

「その水の手配って、もちろんソロン教持ちだよな」

「ううん、あたしの自腹だよ。大丈夫、水くらい大したことないし、カケルのおかげで必要な分が減ったから──痛ッ」

　おれはメリッサの頭を小突いた。

　不死の聖女メリッサ。

　エレノアで真っ二つにしたところでケロッと復活してくる不死身の体の持ち主。

　そんな彼女の頭をちょっと強めに小突いた。

「な、何をするの？」

「……」

　お人好ひとよしなのもいい加減にしろ、と言いたかったが。

（くく、自己犠牲がライフワークな聖女様には意味のない突っ込みだろうな──って、こらっ）

　楽しげに言うエレノアにもデコピンをしておいた。

　そうしてからメリッサを見る。

　頭のてっぺんを押さえてちょっと涙目でおれを見るメリッサ。

　……はあ。

「水源へ行くぞ」

「え？　それはどうして──あっ、待ってよカケル」

　メリッサを置いてさっさと歩き出した。メリッサは早歩きでついてきた。

　彼女を引き連れる形で、スタスタと進む。

　宵闇よいやみの中、せせらぎの音が聞こえる水源に辿たどり着いた。

「ここか、水源は」

「そうだけど、何をするの？」

「一気に浄化する」

「ど、どうやって？」

　簡単だ。炎で焼き尽くせばいい。

　この世界に来て初めて覚えた──体で受けて覚えたのが炎の魔法だ。

　それにおれの魔力を使えば一気に──。

（力を貸してやろうか）

「いいアイディアがあるのか？」

（アイディアというか、取り戻したかつての力だな）

「へえ」

（直接我が使ってもよいのだが……貴様にやろう。聖女様を下がらせろ）

「メリッサ、少し下がれ。準備する」

「う、うん。わかった」

　メリッサは言われた通り下がった。

　数歩離れた後、何を思ったのか更に数歩離れた。

「あれぐらいでいいか」

（問題ない。覚悟はいいか？）

「察しはついてる。やれ」

（くくく）

　エレノアは笑った。楽しそうに、そしてあくどそうに。

　瞬間、おれの体を炎が包んだ。

　エレノアが発した炎、黒い炎。

「カケル!?」

　メリッサが声を上げた。

　炎に包まれたまま手を上げて彼女を止める。

　この世界で魔法を覚える方法は二つある。その一つがこれだ。

　適性がある人間が魔法を喰くらった後も生きていれば、その魔法が勝手に身につくのだ。

　そしておれの全適性は７７７倍、体力も７７７倍。

　何を喰らっても生き残れて、何でも覚えられる状態だ。

　あとは耐えきるだけ。

　エレノアの黒炎は普通の炎よりもきつかった。

　体の表面だけじゃない、骨の奥の奥まで灼やいてくる痛みだ。

　それに耐える。力を解放して耐える。

　炎はしばらくの間続き、ピークを迎えた後、急速に消えていった。

　炎が消えたのを確認してから、メリッサがおれの元に駆け寄ってきた。

「カケル、大丈夫？」

「途中からおれがやろうとしてたことは理解できただろ？」

「それでも心配になるよ。あんな見るからにヤバいの」

「エレノアの炎だからな。見た目だけはエグいさ」

（見た目だけとはなんだ見た目だけとは）

　エレノアが声を上げる。

　もちろん本気の抗議なんかじゃない。

「さて、やるか」

　おれは再び水源に向き直った。

　手をかざして、今し方喰らって覚えたエレノアの黒炎を使う。

　火種くらいの炎がゆっくりと飛んでいき、それが水源の中に飛び込んだ瞬間。


　ゴオオォッッッ!!



　轟音ごうおんとともに一瞬で燃え上がった。

　ただの水だったのが、まるでガソリンに引火したかのように激しく燃え上がった。

　水源が黒炎に包まれる。

　水は瞬く間に蒸発していった。

　それだけではない。同時にまわりの土も灼いていく。
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　時間にしてほんの五秒足らず。

　池みたいだった水源地はクレーターのようになっていた。そこにあった汚染水も全部なくなった。

　その後、新しく綺麗きれいな水がジョロジョロと湧き水みずのように出てきた。

「これで大丈夫だな」

「カケルってすごい。こんな解決法思いつきもしなかった」

　お前がそうさせたんだ、って言葉は呑のみ込こんでおいた。

　代わりに。

「その分の報酬をもらうぞ」

「うん！　喜んで」

　抱き寄せた聖女は、誰だれよりも嬉しそうな顔で頷うなずいた。
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　ネクタルという初めての街に、メリッサと一緒にやってきた。

　初めての街だが、オリクトの谷の近くにあるというから、まずはワープの羽根でオリクトの谷に飛んで、一目散に逃げ出す谷の主ぬしを尻目しりめにここにやってきた。

　中規模都市以上王都未満。

　ネクタルに足を踏み入れたおれが感じたイメージはそんな感じだった。

「賑にぎわってるな」

「酒造りで有名な街なの。あっちこっちに酒蔵があるし、各地から蒸留職人が集まってきてるからね」

「蒸留職人？」

　聞き慣れない言葉に、ついメリッサに聞き返した。

　厳密にいえば聞き慣れない言葉の組み合わせにだ。

「蒸留って知らない？　液体を蒸発させて雑分を取り除く技術だけどね、その魔法の使い手がここに集まってるんだ」

「蒸留魔法なんてものがあるのか」

「うん。正確には炎の魔法と氷の魔法の組み合わせだけど」

「なるほど」

　正体を知ればがっかりな話だ。

　おれはてっきり一発で蒸留できる便利な魔法があるのかと思ったんだが、そうじゃないみたいだ。

「そうバカにするものじゃないよ？　そういう魔法ができるまでは道具でやってたんだけど、どんなにいい道具でやってもお酒に道具の匂においとかが移っちゃうの。でも魔法なら物質を介さないで済むよね？　魔法で熱して冷やすから、雑味のない蒸留酒ができるんだ」

「ほう？　そう聞くとすごいな」

　より詳しい説明を聞くと、今度は感心した。

　普通の蒸留でどれくらい道具の匂いが移るのかわからんが、魔法でやればゼロってのは納得できる話だ。

「その魔法のバランスが難しくて、一人前の蒸留職人になるまでに十年以上の修行が必要なんだって」

「職人ってのはどこも同じなんだな」

「カケルのいたところもそうなの？」

「ああ」

　メリッサとそんなことを話しながら街の中を歩く。

　酒蔵の街だけあって、街中には酒屋とか酒場とかが多く、それに合わせる肴の美味おいしそうな匂いがあたり一面に漂っていた。

　当然、活気もある。

　うまい酒にうまい飯。

　この二つが揃そろってる街はそれだけで人が集まる。

「で、目的地は？」

「ここからちょっと歩いたところにある宿屋」

「宿屋？　ソロンの教会じゃないのか？」

「ここはまだ布教中だから、ないんだ。教会」

　メリッサは微かすかに苦笑した。

　ここにメリッサと来たのは、ソロン教の正式な仕事があるという話だったからだ。

　メリッサがあちこちの村で村人の依頼を聞いて解決しているのは知っていたが、そういえばソロン教聖女としての正式な顔は知らないなと思って、一緒についてきたのだ。

　だから教会とかがあるものだと思ってた。

「ここでもあたしの働き次第でソロンの教えに帰依する人が増えたらいいな」

「そうだな。で、具体的には何をするんだ？」

「奇跡を起こすの」

　メリッサが平然と言った言葉は、他ほかの人間が言ったら死ぬほどうさんくさいと感じるような一言だった。
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　ネクタルの街北部に、祭りなどのイベントに使われる大広場があった。

　そこに高台が築かれて、まわりに住民がぞろぞろ集まってきていた。

　高台は一番上を除いて布で覆おおわれ、中で何が行われているかわからないようになっている。

　メリッサはその中にいた。

　他にもソロン教の関係者がいて、今まさに何かの準備をしているところだった。

　おれとエレノアは離れたところで様子を見守っていた。

「いったい何をするつもりなんだ？」

（さあなあ、皆目見当もつかん）

「神の奇跡ってのはペテン師か魔法使いが起こしてみせるもんだっけ？」

（正確には奇術師がやるものだな。魔法だったら魔力の流れでバレバレだ。それを使って何かを起こしたところで奇跡にはならん）

「おれの感覚からすれば、魔法でやられても奇跡になるんだけどな」

（だろうな）

　長く一緒にいるせいで、おれが現代人──別の世界からやって来た人間であることを理解しているエレノア。

　おれの元いた世界のことも、おれと繫つながってることである程度理解してて、今おれが言った感覚についてもちゃんと理解してくれている。

（また首でも斬きるつもりなのではないか？　一芸に長たけた聖女様だからな）

　メリッサが不死の聖女として名を馳はせたっていう七日間の処刑のことか。

　メリッサは元々ただの信徒だったのが、殉教する時に七回首を斬られても死なずに生還してきた。そのことが大々的に喧伝けんでんされて、今となっては有名な「不死の聖女」になっている。

　それを住民たちの前でもう一回やってみせる……ってことなのか？

（どうする、止めるか？）

「メリッサが自分からやろうとしてることだ。最後までやらせる」

（即答か、貴様らしい）

　エレノアは呆あきれながらも、好意的な感じの声を頭に響かせた。

　おれはそのまま、事が始まるのをじっと待った。

　しばらくして、高台の上にメリッサが現れた。

　ソロン教の正装を纏まとい、全身から神々しい空気を醸かもし出だしている。

　彼女が現れると、集まった観衆がざわざわしだした。

「おい、本当に奇跡なんか起きるのか？」

「いいからおれを信じろ」

「でも……そりゃおれだってこの足が治れば嬉うれしいけど……」

　すぐ近くにいる男二人組の会話が聞こえてきた。

（ふむ、奇跡とやらが見えてきたな）

「ああ、治らないはずのケガを治す。よくある手段だ」

（問題はそれを聖女様がどうやるかってことだ。あやつ、他人のケガを治せたのか？）

「──まさか！」

　エレノアの言葉で、おれはある可能性に気づいた。

「待てメリッサ！　今すぐやめろ！」

　大声で叫ぶ。

　しかし、時既に遅かった。

　高台の上にいるメリッサが手を広げた。

　同時に、彼女の体からまばゆく神々しい光が放たれた。

　光が広場を包み込んだ。

　ざわつく声も多いが、それ以上にあちこちから歓喜の声が上がった。

「手が、手が動くぞ」

「目が、目がはっきりと見える！」

「あれほどあった頭痛が噓うそのようになくなった！」

　どれもこれも、ケガや病が治ったことを喜ぶ声だった。

　それ自体はいいこと──いいことだ。

　だが。

「うっ……わああああああああ──」

　高台の上でメリッサがこれまで聞いたこともないような声を上げて倒れた。

　彼女は信徒たちの手で運ばれ、高台から下ろされる。

　入れ替わりに一人、身なりのいい年かさの男が高台に上がった。

「鎮まれ皆の者よ！　皆の苦痛はご覧の通り、聖女様が全すべて引き受けてくださった」

　やっぱりそういうことか。

　自己犠牲の聖人が引き起こす──奇跡。

　ここに集まった者たちの病気やケガ、その全てを引き受けたメリッサ。

　おれは、自分が歯ぎしりしているのがわかった。





☆






「待て！　ここは聖女様の──」

「どけ」

　それだけ言って、おれを止めようとする男を押しのける。

　部屋に入ると、飛び込んできた光景に目を疑った。

　そこにいたのはメリッサ──のはずだが、そうだという確信が持てなかった。

　一言で言えば、肉の塊。

　手足が折れて肉は爛ただれ、刺傷刀傷凍傷火傷やけど──。

　あらゆる傷がいっぺんに現れて酷ひどい状態になっている。


「ぁ……ぅ……」



（聖女様だな）

「……ああ」

　こんな状態になっても生きていることが、これがメリッサだという証拠だ。

「おい！　ここはメリッサ様の──」

　おれを怒鳴りつけようとする男を裏拳一発で吹っ飛ばした。

（どうする）

「これを使う」

　異次元倉庫を開いて、くじ引きで引いた魔法の玉（白）をメリッサに使った。

　一言で言えば回復魔法。

　これまでどんなケガでも回復させてきたくじ引きのアイテムだ。

　それは白い──癒やしの光を放ってメリッサを包む、が。

（効かぬか？）

「いや、効いてる」

（む？　……本当だな。わずかに治っている）

「回復量が足りなかっただけだ。一個でダメならありったけぶち込むまでだ」

　異次元倉庫からストックしている魔法の玉（白）をありったけ取り出した。

　それをまとめてメリッサに使う。

　ぞろぞろ入ってきては、またおれを止めようとしたソロンの関係者は、揃って黙り込んだ。おれの行動から、メリッサを癒やしてるのがわかったからだ。

　くじ引きのアイテム、魔法の玉（白）を合計二十個。

　全部メリッサに使ったが──それでも焼け石に水だった。

　使う度に少しずつ治ってる。

　でも今もまだ「肉塊」のままだ。

　このペースだと百……いや二百個は必要だ。

（くじで引いてくるしかないな。券の手持ちは何枚あるのだ？　いや、デルフィナのところに行って散財しろ）

「……」

（おい聞いてるのか？）

　エレノアが叱責する声が脳裏のうりに響く。

　それがおれの思考を冷静にさせ、より加速させた。

「……メリッサに自然回復力を貸し出し」

『メリッサに自然回復力を貸し出します。残り五十九分五十九秒』

　くじ引きスキルの一つ、おれの７７７倍の倍率を任意に貸し出す能力だ。

　魔法の玉だけじゃ回復が追いつかなかったけど、それで思い出した。

　メリッサには自前の回復力がある。

　不死の聖女メリッサ。

　彼女が持っている能力は、二つ。

　不死身とも言えるタフな体と、それを支える異常な回復力だ。

　その回復力を更に７７７倍にした。

　効果はあった。

「肉塊」だったメリッサがびっくりするぐらいの速さで、動画の巻き戻しを見ているみたいにみるみるうちに治っていく。

「おぉ……」

「いつもは三日はかかるメリッサ様が」

「一瞬で治ったぞ」

「信じられん、何をしたのだ……？」

　ソロンの奴やつらが感嘆の声を上げる……いつもは三日もこのままなのかよ。

（そう怖い顔をするな）

「問とい質ただす必要があるからな」

（そうだな。もしこれが聖女様の意思ではないのなら……）

「止める」

（本人の趣味なら……）

「決まってる。口は挟まない」

（くくく、それでこそ貴様だ）

　エレノアは楽しげに笑ったのだった。
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「う……ん。……あれ、ここは？」

　まぶたを開けたメリッサが、寝起きでまわりの状況が把握できずにきょろきょろする。

　既に夜になっていて、部屋の中は魔法を使った照明と淡い月明かりで満ちている。

　ソロン教の連中は追い出したから、部屋の中はメリッサとおれの二人っきりだ。

「カ、カケル？　あっ……」

　おれの顔を認識して、それから状況を思い出したようだ。

　メリッサは体を起こすと、うつむき加減でおれにおずおず聞いてきた。

「カケル……ずっとここにいた？」

「ああ」

「何日も？」

　ほんのり嬉うれしそうに聞いてくる。

「いや、ちょっとだけだ。あれからまだ半日も経たってない」

「え？　でもあんなにいっぱいの人の病気とかケガを引き受けたのに、半日も経ってないってことは……」

「お前に回復力を貸し出した」

「あっ……」

　これまでにも何回か貸し出しを経験しているメリッサは、すぐにそれを理解した。

　前にもおれの女や奴隷兵たちを守るために、体力と回復力を貸し出したメリッサを部隊に潜り込ませたことがある。

　その経験があったから、すぐにおれがやったことを理解した。

「そっか……ありがとうカケル」

「気にするな。それよりもあれ、いつもやってるのか？」

「うん、最近するようになったの」

「最近？」

　眉まゆをわずかにひそめて聞き返した。

「ソロン様の加護でね、最近は『後から』でも肩代わりできるようになったんだ」

「それも聞こうと思ってたんだ。前はリアルタイムでしかできなかったよな」

「うん。それができるようになって、もしかしたら──って思って始めたのがさっきのだよ」

「なるほどな。それはお前がやるって言い出したのか？」

「……？　そうだけど、それがどうかしたの？」

　メリッサは首を傾げて聞き返してきた。

　彼女が自分の意思でやっている。それだけわかれば充分だ。

「いや、聞いてみただけだ」

「そっか。……失敗したな」

　メリッサは頰ほおを桜色に染めると、顔を膝ひざの間に埋めた。

「何がだ」

「カケルがずっとここにいてくれるなんて思わなかったの。あれ、カケルに見られたくなかったな」

「あれって、病とかケガとかを引き受けた後の姿のことか？」

　メリッサは顔を膝に埋めたまま頷うなずく。

「あたしは自分じゃ見られないけど、話では聞いてるの。想像もできちゃう。あれ、すっごく醜みにくいでしょ。だからカケルに見られたくなかったな……」

「醜い？　そんなことないぞ」

「え？」

「綺麗きれいだった」

「ありがとカケル。でも気遣いはしなくていいから。さすがにあの姿は──」

「一つ教えてやる。おれが綺麗だと思う基準だ」

「え？　うん……どんなの？」

「おれの女が、自分のしたいことをしてるかどうかだ」

「あっ……」

「あれはお前がしたいことなんだろう？」

「……うん、それは、そう」

「だったら文句なしに綺麗だ」

「……ありがとう」

　メリッサはますます顔を真まっ赤かにすると、頭まで完全に膝の間に埋めてしまった。

（くくく、貴様にかかれば聖女様もただの乙女だな）

　楽しげな笑い声を漏もらすエレノア。

　メリッサから、自分の意思で、自分からそうしてると聞いた。

　なら止める必要はない。これからも本人の好きにさせてやる。

　それだけのことだ

　コンコン。

　部屋のドアがノックされた。

　メリッサはビクッとしてドアの方を見た。

「メリッサ様？　お目覚めでございますか？」

「な、なに？」

「おお、もうお目覚めですか。アルセニオス様がおいでになりました。メリッサ様とお話しになりたいそうですが」

「わかった、すぐ行くわ」

　メリッサは落ち着きを取り戻してベッドから降りた。

　直前まで恥じらう乙女だったのが、一瞬で威厳のある聖女の顔に変わった。

「知り合いか」

「司教様だよ」

「同僚ってことか」

　それなら邪魔しない方がいいな。

　おれは異次元倉庫を開いてワープの羽根を取り出す。

　メリッサも無事に回復したし、今日は退散しよう。

　そう思ってワープしようとしたが。

「か、カケル」

「ん？　どうした」

「話はすぐ終わらせるから、待っててくれる？」

　懇願。

　そこに期待がない交ぜになった表情。

　直前の赤らめた顔を見ていたおれは、彼女が何を望んでそんな顔をしているのかわかった。

「わかった、待ってる」

「ありがとう！　話が終わったら呼ぶね？」

「その必要はない」

　おれはオーラを出して、自分を包んだ。

　エレノアの力を使った迷彩のオーラ。まわりに溶け込んで誰だれにも見えないようにする技だ。

「か、カケル？　どこに行ったの」

「ここだ。話が終わるまでそばで待っててやる」

「──うん！　ありがとう！」

　メリッサはまた嬉しそうな顔をした。

　その後、もう一度頰を引き締めて、聖女の顔に戻る。

　ドアを開けて廊下に出た。

　そこには男が待っていた。

　先ほどドアをノックした男がメリッサを先導した。

　そのあとを追うメリッサに、おれは迷彩を纏まとったままついていく。

　応接間で、メリッサは法衣姿の男──彼女以上に仰々しい法衣を纏っている男と対面した。

　男は四十代くらいで、身長はそこそこ。そしてやたら太っている。

　目測だと……百七十センチ、百二十キロってところか。

　こういうタイプは……多分。

（権力で肥え太った。まさにそんな感じだな）

　エレノアもそう思ったようだ。

「久しぶりねアルセニオス。こんなところまで来てどうしたの？」

「おめでとうございますメリッサ様」

「え？　いきなりどうしたの？」

「メリッサ様が示した奇跡、お恵みの効果は抜群です。ネクタルの民が次々と我がソロン教に帰依したいと殺到しているそうです」

「そう、それは何よりだわ」

「それもこれも全すべてメリッサ様が起こされた奇跡のたまものです。今も耳を澄ませば聞こえてきますな、ネクタルの民がメリッサ様を称たたえる声が」

　アルセニオスがメリッサをおだてた。

「わざわざそんなことを言いにここに来たの？」

「いえいえ。相変わらずせっかちですなメリッサ様。……法王猊下げいかの件、ご存じですな」

　アルセニオスが表情を変える。

　それまでお調子者のようにメリッサをおだてていたのが、一変して陰謀家っぽい感じの顔になった。

　表情を変えたのはメリッサも同じだ。

　ただ、彼女の方は眉をひそめていた。

「容態がよくないの？」

「その表現は正しくありませんな。猊下はいよいよ召されるのです、我らが神の元へ」

「……そうね」

　苦虫をかみつぶしたような顔をして頷くメリッサ。

　言い回しを変えたところで変わらないだろうが──と思ったがもちろん口には出さなかった。

「実に喜ばしいことでございますな。しかし問題も生じます。そう、次の法王は誰になるか、ということですな」

「どういう意味？」

「単刀直入に申し上げます。法王になられませ」

　へえ。

（ほう）

　おれとエレノアの反応はほぼ同じだった。

　面白おもしろい展開になった、と思った。

　しかし。

「お断りするわ」

　メリッサは即答した。

「理由を伺うかがっても？」

「神がそう仰せになられないから」

「なるほど」

　頷くアルセニオス。

　そのまま意味深な顔をして尋ねる。

「では神が仰せになれば？」

「……どういう意味？」

　メリッサは怪訝けげんそうに眉をしかめた。

「大した意味はございません」

　アルセニオスはそう言うが、絶対に噓うそだ。

　大した意味がないことをわざわざ聞くはずがない。

　こんな時にそんな聞き方をするってことは、メリッサがここで「うん」と言ったが最後、その通りの「神の声」が降ってくるってことだ。

　政治、だな。

（まずもってその通りだろうな）

　エレノアも同意する。

　メリッサとアルセニオスはしばらくの間見つめ合い──いや睨にらみ合あった。

　先に引いたのはアルセニオスだった。

「どうやら時期尚早だったようですな」

　今のメリッサにそのつもりはないと悟ったアルセニオスはそう言って引き下がった。

　そのままいくつか社交辞令を並べると、部屋から出ていった。

「ふう……」

　メリッサの口からため息が漏れた。

（こっちはやりたくないことのようだな）

　そうみたいだな。

　法王、つまりソロン教のトップになる。

　そのつもりはメリッサにはないみたいだ。

　フィオナとマリの時と逆だな。

　メリッサがやりたくないこと……なら。

　それを阻止する叶えてやるしかないな。
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　一晩中メリッサを抱いた後、おれはワープの羽根で屋敷に戻ってきた。

　屋敷の庭に出ると、手入れの行き届いた花壇に蝶々ちょうちょとミツバチが飛んでいて、遠くからは奴隷兵たちが訓練する声が聞こえてくる。

　いつも通りの我が家だ。

　そこにひかりがいた。

　ひかりは友達のチビドラゴンと一緒に花壇の傍そばで花冠を作っている。

　女の子座りのひかりに、普段は四足歩行のはずだが、後ろ足を投げ出して人間のような座り方をしているチビドラゴン。

　花壇を背景にした二人組はどこまでも可愛かわいかった。

（目尻が下がってるぞ）

「あれを見てほんわかしないヤツは人間の心を持ってないヤツだ」

（親馬鹿おやばかめ）

「お前こそ、語尾が笑ってるぞ」

（わ、我はよいのだ！）

　何がいいのかわからんが、まあいいことにしておこう。

「あっ、おとーさんとおかーさんだ。おかえりなさい！」

　ひかりが起き上がって、こっちに向かって駆けてきた。

　手を広げてア○レちゃんのように駆けてくる姿は、やっぱりどこまでも可愛い。

　次の瞬間、殺気が可愛さを上書きした。

　ひかりのそばにいたチビドラゴンの姿が急激に膨らんだと思ったら、巨大なドラゴンの姿になった。

　竜王オリビア、ドラゴンフォーム。

　レッドドラゴンより一回り小さいが、存在感はそれ以上だ。

　そのオリビアがいきなり襲いかかってきた。

「おーちゃん!?」

「ガアッ！」

　大きく鋭い牙きばのある地獄の釜のような口を開け放って嚙かみついてくる。

　エレノアを抜いて受け止めた。

　ガキーン、と金属がぶつかり合う甲高い音と火花が飛び散る。

　ぐぐぐ、と力が込められた。

　エレノアを嚙んだオリビアはひねりを加えて、おれの手から剣を奪おうとする。

「甘い」

　その逆方向に力を加えた。

　剣に嚙みついたままのオリビアはぐるん、と体を半回転させて地面にすっ転んだ。

　ドシーン！　とまるで地震が起きたかのように床が揺れた。

　エレノアを強引ごういんに引き抜く。

　ただすっ転んだだけのオリビアはすぐさま起き上がって、獰猛どうもうな口の中に渦巻く炎を溜ためる。

　この時点で既に熱風が顔面に押し寄せてくるほどの熱量。

　吐かれたら普通の奴やつじゃひとたまりもないだろう。

「おろ？」

　オリビアはきょとんとした。

　起き上がって向いた先におれの姿がなかったからだ。

「ここだ」

　おれはオリビアの背中に乗っていた。エレノアの切っ先で彼女の鱗うろこを軽く突っつく。

　あの程度でオリビアがどうにかなるわけないと思ったおれは、彼女が起き上がった後の動きを読んで、動いたと同時に背中に飛び乗った。

　四足歩行の生物にとって、ほとんど死角だったり急所だったりする背中。

「参ったよ」

　そこに取りつかれたオリビアはあっさり降参した。

　オリビアの背中から跳び降りる。

　すると彼女はドラゴンから人間の姿になる。

「やっぱりすごいね人の子は。昔もそうだけど、もう全然敵かなわないや」

「お前こそ」

　オリビアと、いきなりのことできょとんとしていたひかりを見る。

「元の姿に戻れる時間が長くなったな」

「うん！　ひかりのおかげだよ。あたしがこの姿でいられる時間、すっごい勢いで伸びてるんだ。ひかりはすごいよ」

「当然だ」

（当然だ）

　むっ、被かぶってしまった。

「おろろ、どうしたの人の子」

　エレノアの声が聞こえないオリビアからしたら、おれがいきなり意味不明にきょとんとしたように見えただろうな。

「いやなんでもない。おいでひかり」

　エレノアとのことは適当にごまかして、未いまだにきょとんとしているひかりに手招きした。

　我に返ったひかりがとたたたと駆け寄ってくる。

「びっくりした。おとーさん大丈夫だった？」

「おう、大丈夫だ。家に帰ったら大型犬がタックルつきでじゃれついてきたようなもんだ」

「そーなの？」

「ああ」

　大型犬なんか飼ったことないけど、大体そんなもんだろ。

「でもダメだよおーちゃん、いきなりこんなことしちゃ。お庭がめちゃくちゃになって、ミウおねーちゃんのお仕事が増えちゃう」

「はーい、ごめんなさーい」

　オリビアは悪びれた様子もなく、とりあえずって感じで謝った。

　そのままチビドラゴンの姿に戻る──が。

　戻る直前にイタズラっぽい笑みを浮かべておれを見た。

（気づいていたようだな。貴様が何もない、荒れても平気なところで転ばせたことに）

「掃除が増えるだけならミウはどうとでもするだろうが、花はな」

（その配慮が竜王のプライドに触れるかと思ったが……そうでもなかったな。むしろ逆に喜んでいたか？）

「どうだろうな」

　オリビアは違う意味で腹の底が読みにくいタイプだ。

　いつもあっけらかんと屈託くったくなさそうな感じに振る舞っているが、そういう方面で賢いタイプは大抵裏に別の顔を持っている。

　だからオリビアにもそういうところがあるんじゃないかとおれは踏んでる。

「みゅー、みゅー」

「うん！　ひかり頑張るね」

「オリビアはなんて言ってるんだ？」

「早く一晩中戻れるようにしてって」

「一晩中？　……あっ」

（くくく、竜王殿には裏の顔などないのかもしれんな）

　楽しげに言うエレノア。

　彼女の言う通り、ただあけすけなのが本性なのかもしれないとおれも思うようになってきた。
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　ひかりがチビドラゴンと遊んでるのを、リビングでくつろぎながら眺める。

　リビングには大きな窓があって、庭全体を見渡せるようになっている。

　くつろぐおれのそばにはオルティアがいた。

　大賢者オルティア。

　世界のあらゆる知識を持っていると言われている女。

「私はオルティア、ただのオルティア」

「おれの心を読んでる時点でただのとは言えないな」

「読んでいるのはあなたの心だからいいの」

「おれのだからいい？」

「ええ。肌を重ねた男の考えを読むことくらい、きっとただの女でもできるわ」

「なるほど、そうかもしれない」

　肌を寄せてくるオルティア。

　互いに服を着ているが、それでも温ぬくもりと匂におい、そして体の柔らかさをはっきりと感じる。

　彼女の髪を優しく撫なでながら、もう片方の手でゆっくり精気を送る。

　精気をエサに若返るオルティア。

　それは過去の一件で、エレノアから渡された力のせいだ。

　エレノアの力のほとんどを把握したおれは、オルティアをより若く、美しくするために精気を送っていた。

　そのことを……まあ。

（オルティアなら気づいていよう。が気づいていないふりをするだろうな。この女は貴様の前では「ただの女」でいたいのだから）

　エレノアの言う通りだと思った。

　オルティアは何度も言った。おれの腕の中にいる時は、ただのオルティアでいたい、と。

　それはそれで嬉うれしい。しかし。

「アドバイスがほしい」

　おれには大賢者としてのオルティアが必要な時もある。

「話してみなさい」

　オルティアが急に先生口調になった。

　これも最近わかってきたことだが、彼女はあえてその口調にすることで、オンオフをはっきり区別しようとしている。

　大賢者と、ただの女としての自分を。

　それに乗っかって、大賢者に質問する。

「メリッサを法王にしたいヤツがいる。多分政治絡みだ。メリッサ本人にそのつもりはない」

「そして彼女はあなたの女」

　頷うなずくおれ。

　そう、メリッサはおれの女。

　おれがおれの女にすることは、決まって一つ。

　好きなようにする。おれがさせる。それだけだ。

　オルティア──大賢者オルティアはそれをすぐに理解した。

「簡単な話だわ。こうなさい。あなたがメリッサよりもふさわしい人間を法王にすればいい」

「……うん？」

「ついでにあなたが懸念けねんしていることを当ててあげるわ。メリッサを法王にしないように動くと彼女の名声を下げたり、やりたいことを妨げることになるのではないか、と」

「その通りだ」

　力を貸して何らかの立場に上げてやるのは得意だ。

　だが逆に何らかの立場にしないってのは、おれの女の「いい女」部分を殺すことでもある。

　だから悩んで、迷っていた。

「ならば別の人間に力を貸して、あなたがその人間を法王にすればいいだけの話。違って？」

「……その通りだ」

　言われてみればその通りだ。

　別にメリッサがなりたくないからといってメリッサの足を引っ張らなくてもいい。

　他ほかの……法王になりたいヤツか、それにふさわしいヤツに力を貸してやればいい。

　それも。

「文句のつけようがないくらいのやり方で」

「よくできました。あなたならできるわ。あなたが肩入れしただけで勝利確定よ。メルクーリ、カランバ、コモトリア、シラクーザ、そしてアイギナみたいにね」

　歌うように読み上げるオルティア。それは今までおれが手を貸してやった女たちの名前だ。

「それに──」

　オルティアの空気が変わった。

　大賢者から、ただの女に。

　しっとりとした空気を纏まとい直し、おれにしなだれかかる。

「──私も」

　彼女と四百年の時を超えて再会できたのも、おれが手を貸したからだ。

　だからこそ強い信頼と、称賛とともに想おもいを伝える言葉になった。

「私も」

　そう言ってただのオルティアに戻った彼女を、おれは抱きよせて、さっき以上に優しく髪を梳すいてやった。

　オルティアのアドバイスでやることが決まった。

　メリッサがやりたいことをやれるように、おれが別の誰だれかを法王にしてやる。
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　一段上がった台の上に椅子いすを置くと、おれはオルティアを腕に抱いて、顔を撫なでたり、胸を揉もんだりした。

　眼下ではナナと奴隷兵、ひかりとドレイク兵たちが訓練をしている。

　それをおれが監督している形だ。

　おれは同時にオルティアも愛めでていた。

　ただ愛でられる、まるで寵姫ちょうきのような立場を、オルティアは好んでいた。

　そんな彼女を撫でながら、考える。

　ソロン教の法王にメリッサ以外の人間を据える方法を。

（その前に確認しておく、本当によいのか）

「何がだ？」

（ソロン）

「？」

　その一言だけ発したエレノア。

　口調からも「いいのか？」という問いが伝わったが、言葉にしたのは「ソロン」の三文字。

「何が言いたいのかさっぱりだ」

（貴様らしいといえば貴様らしいが）

　エレノアは半ば呆あきれた様子で言う。

（ソロン様）

「……あ」

　たった一文字増えただけで意味が全然変わった。

　そして、おれはようやく思い出した。

　アイギナで起きた出来事を。

　セレーネの兄キモンが、魔族と手を組んだまではよかったが、それは組織の総意ではなく、一部の下っ端が暴走してキモンに力を貸しただけのことで。

　その下っ端とキモンを始末しにきた相手に対し、魔剣の力で精神を侵し、引き出した者がソロンという名だった。カランバ、コモトリア、シラクーザ、アイギナで起きた事件に関かかわっている魔族のボスの名前がソロンだったのだ。

（その様子だと今の今まで忘れていたようだな）

「……ああ」

（そうだろうとは思っていた。あの時噓うそでも女の名前だと教えればよかったのかもしれんな）

　そう、あの後ソロンという名前について色々調べた。

　すると──なんだっけ。

　何か神話的な話があって、それで神の奇跡を起こした男の神だとわかった。

　他ほかにも色々教えてもらったはずだが……。

（くく、男の神ということくらいしか覚えてはいないのだろう？）

　エレノアがおれをからかう。ここぞとばかりにからかってくる。

　あらゆることを綺麗きれいさっぱり忘れて詳細を思い出せないのは事実だから、何も言い返せない。

（おもしろいな、貴様の記憶力とて７７７倍になっていように）

「男のことを覚えておく脳みそなんて最初からないんだよ」

（０は何倍になっても０というあれか）

　エレノアに突っ込まれつつ、改めて考える。

　問題が一つ増えた。

　あの「ソロン様」が本当にソロン教と関係があるのかと。

（連中は貴様と事を構えるつもりはない。力は貴様の方が上なのと──体質だな）

「体質？　どういうことだ」

（女──貴様基準で「いい女」が絡からんでしまうと、貴様がどうにかしてしまう体質だ。まるで物語の主人公のようにな）

「そんなことないぞ」

　くじ引きであれこれ引いたが、そんな体質になれるようなものは引いてない。

（傍はたから見ればそういう風に見えるという喩たとえ話だ。それに──）

「それに？」

（実際、そうするだろう？）

「それはそうだ」

（であれば動きにそれが出る。それを察した連中は貴様を避ける。そう、貴様に寿命が来るまでな。魔族からすれば人間一人の寿命が尽きるのを待つくらい造作もないことだ。人間とて、天候が回復するまで狩りを休んだところで死にはせん）

「人を天災扱いするな」

（だから貴様と事は構えない。が、追い詰め過ぎるとどうなるかわからん。堪忍袋の緒が切れることもありうる。やり過ぎると向こうがぶち切れて全面対決になりかねん──そこで改めて聞こう）

　エレノアのトーンが変わった。

　至って真面目まじめなトーンに。

（本当によいのか）

　最初の質問に戻った。

「愚問だ」

　おれは即答した。

　ほとんど深く考えはしなかったが、考えたところで答えは一緒だ。

（愚問か）

「ああ、今回もいい女メリッサが絡んでる。だったらなんとかするだけだ」

（そうだな）

　エレノアとの会話で改めて方針を決めた。

　ソロンのことを思い出したけど、方針は変わらなかった。

　奴隷兵とドレイク兵が訓練しているのを眺めながらそう決めた。

　オルティアには何も聞かなかった。

　アドバイスを求めることなく、エレノアとだけで事を決めた。

　オルティアをひたすらただの女として扱い、それに相応ふさわしいスキンシップを繰り返した。

　おれが話を進め、終わらせる横で。

　愛撫され続けたオルティアはこれでもか、ってくらい幸せオーラを出していたのだった。
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　久しぶりに徒歩でロイゼーンの街に出た。

　これといった特色のない街だが、最近は賑にぎわっている。

　店に並ぶ品物も、旅人風の通行人も増えている。

「メルクーリは商売が楽でいいな」

「本当だよなあ。紙幣ってのは軽くていいし、その上偽物にせものを摑つかまされる心配もねえ。もういっそメルクーリだけで商売しようかなおれ」

　すれ違った荷馬車に乗る行商人風の男の会話が耳に入ってきた。

　なるほど、賑わってるのはメルクーリが発行した新しい通貨のおかげか。

　イリスからチラチラと話は聞いていたが、実際にそれを目にするのは初めてだ。

（我の経験上）

「うん？」

（景気がいいと人々は家から外に出るものだ。王侯貴族ならともかく、民は金を使うにも外に出なければならんからな）

「なるほど、だから人が増えたように見えるのか」

（確か、それが貴様の初仕事だったか？）

「ああ。お前と出会う前のことだな」

　もうずっと昔から一緒にいた（ある意味間違いじゃない）ような気がするけど、この世界に来て間もない頃はエレノアなしで色々やっていた。

　通貨の件や山ウシ狩りなんかがそうだ。

（ふむ、我の知らない貴様か）

「うん？」

（さぞや情けないものだっただろうと思ってな）

　エレノアはさも楽しげに、聞き慣れたからかい口調で言ってきた。

　肉体がない分、こいつは口でのじゃれ合いを好む。

「その情けない男にやられたのはどこの誰だれだ？」

（一般論だが道具は使い手が重要だ。数百年も錆さびついたまま放置するような使い手ではな）

「そんなにいい道具をサビさせるようなヤツがいるのか、ダメなヤツだなそいつは」

（ついでに孕はらませたりするような輩だ）

「それはすごい。生まれたのはさぞかし可愛かわいい娘だろう」

（トンビが鷹たかを産んだとでも言いたいのか）

「いや、トンビが産んだのは天使だ」

（天使なのはその通りだが、我はトンビなどではない！）

「自分で言ったんだろ。それにそこは別にどうだっていい」

　エレノアととりとめのないやりとりを交わしつつ街中を歩く。

　その間、ずっと視線を感じていた。

　街の住民にずっと見られている。

　肩書きだけ見れば、街外れの元幽霊屋敷に住んでいる有名な貴族だから、街に出るとこうやって注目されることが増えた。

（やはり変装が必要だな）

「そうだな」

　おれは歩きながらエレノアのオーラを発動する。

　目立たないように少しずつ出して、体を覆おおっていく。

　徐々に変わる間違い探しのように、外見を変化させていく。

　動き続けていることもあって、誰もそれに気づかない。

　むしろ、徐々に視線が減った。

　爵位を持つ貴族様から誰も知らない青年に姿を変えたから、誰にも注目されなくなった。

　完全に姿を変えた直後、ある建物の前で立ち止まった。

　教会。

　大抵の街に一つはある、ソロン教の教会だ。

　中から祈りを捧ささげる声が聞こえる。

　扉を押して、中に入った。

「あれ？」

　大勢の信徒らしき者が祈りを捧げている中、それを見守っていた若い女がこっちを見た。

　修道服を纏まとった若い女は近づいてくるなり、向こうから話しかけてきた。

「初めての方ですよね。入信希望ですか？」

「ぱっと見で初めてだってわかるのか？」

　ちらっと他ほかの信徒を見る。

　信徒に何か共通した特徴でもあるのかと思って見たけど、そんなものはまったくなかった。

「いえ、ここにいらっしゃった方の顔を全部覚えているだけです」

「へえ」

　当たり前のように言い放つ女に感心した。記憶力がいいんだな。

「私はメリル・オナシスといいます」

「ショウだ」

「ショウさんですね。入信希望でいらっしゃいますか？」

「ああ。前にメリッサ様に命を助けてもらってさ」

「そうだったんですか！」

　そう聞いたメリルの表情が綻ほころんだ。

　一番ありそうで不自然じゃない理由をでっちあげた甲斐があった。

　こんな理由にしたのは、メリッサの人助けにおれも関かかわってることが多くて、何かあってもいくらでもそれっぽいこじつけができると考えたからなんだが。

「私と同じですね！」

　何かでっち上げるまでもなく、メリルはそれを信じて、仲間意識まで持ってくれたようだ。

「リントスの街ってわかりますか？」

「聞いたことがあるようなないような」

「あはは。小さな街ですからね。私はその街に住んでいたのですが、ある時樹霊の被害が出たんです。それでみんな途方に暮れていた時に、メリッサ様がいらっしゃって、瞬く間に樹霊を退治してくださったんです」

「へえ」

（貴様と聖女様の出会いの時のことだな）

　うん？　聖女様との出会いって……ああ、あのときか。

　固有名詞は覚えてないけど、メリッサとの出会いはよく覚えてる。その時にやったこともだ。

　なるほど、あの時の街の住民か。

「あの後すぐソロン教に入信して、この街に来たんです」

「なんでこの街に来たんだ？」

「よくメリッサ様が来られると聞きましたから。ここならお会いできるかもって」

　メリルはそう言って頰ほおを赤らめた。

　なるほど、これはソロンというよりメリッサ個人を信奉してるパターンだ。

　メリッサはよくおれのところに来る。おれの屋敷に来た後は、この街にあるソロン教の施設にも顔を出している。

　つまりそれ目当て、ってことか。

「あっごめんなさい、私、自分のことばかり」

「いや、構わない」

「それよりも入信ですよね」

「ああ。何か条件はあるのか？　寄付とか」

「いえ、そういうのはないですよ。寄付ももちろんしていただけると嬉うれしいですけど、用事のない時に教会に来て祈りを捧げていただければそれで充分です。信仰がそのままソロン様のお力になりますから」

「そうか」

　それは至って事務的な説明だった。

　まったく感情がこもってない。

　メリッサの話をしていた時の十分の一の感情も込められていないような淡々とした説明。

　本当にメリッサ個人のシンパか。ここまで来るといっそ清々すがすがしいな。

「あっ、そうだ。入信する時にちょっとテストを受けてもらう必要があるんでした」

「テスト？　どっかでモンスターでも倒してくればいいのか？」

（脳筋か貴様は）

　エレノアが呆あきれた声を出した。

「いえいえそんな。テストとは名ばかりの、すごく簡単なことですよ。儀式……といいますか、形だけのものですね」

　こちらです、とメリルは言って、おれを連れて教会の奥に入った。

　そこそこの広さの部屋に、ポリバケツ程度の大きさの壺が置かれていた。

「これは？」

「命の壺といいます。かつてソロン様が苦難の時に、壺から一日一粒の豆を授さずかって、それで危機を乗り越えたとか」

「かなり端折はしょった感じのエピソードだな」

「え？　あの……えっと……もっと詳しい話が聞きたい、ですか？」

　指摘されたメリルが恥じらうように俯うつむいた。

　口籠くちごもったところから、あまり詳しく覚えていないのがありありと見て取れる。

（聖女様のことなら、生まれた時の産毛の数まで知っていそうなのにな）

　楽しげに笑うエレノア。

　さすがにそれはオーバーかもしれないが、言いたいことはわかる。

「いやいい。それより、これをどうすればいいんだ？」

「あっ、はい。ここに手を入れてください」

「それで？」

「それだけです。この壺は、邪悪な者を浄化する力があって、悪あしき者が紛まぎれ込こもうとしたら浄化してしまうんです──なんて。ここだけの話ですが、何も起こりませんよ？」

　メリルはイタズラっぽく笑った。

　多分メリルの言う通りなんだろう。

　おれは壺と向き直った。

　手を差し込むだけでいい、ただそれだけでいい。

　だが、おれは差し出しかけた手を止めた。

（もう気づいたか）

　当たり前だ。

　メリルみたいに笑ってはいられなかった。

　命の壺にいざ触ろうとしたら、嫌な気配を感じた。

　嫌な、というよりは、まずいという方がきっと正しい。

　そこから感じる気配は、あのオピスと同じ性質のものだった。

　魔剣の天敵であるオピス。

　普通の人間にとってはただの大蛇だが、エレノアやひかりで斬きった場合、強さそのままに増殖してしまう蛇。

　そのオピスと同じ気配。

　おれはこっそり、メリルに見えないようにオーラを伸ばして壺に入れた。

　すると一瞬でそれが喰くわれた。

　跡形もなく消滅させられ……喰われたのだ。

　こんな壺に、実際に手を入れたらどうなるか……。

（骨も残らんだろうな）

　やっぱりそうか。

　相性あいしょうが悪すぎる。

　この壺に手を突っ込むのは、ナナの全力の一撃をノーガードで受けるよりも危険だ。

「……どうしたんですか？」

　メリルが首を傾げて見てきた。

　壺を前に固まってしまったおれのことを訝いぶかしんでいる。

（どうする。出直すか？）

　そうだな。オピスと同質の力があるなら、一回出直して対策を練った方がいいだろう。

　エレノアの同意を得て、この場をごまかすための言葉を考えだした、その時。

「おいメリル！　ここにいたのか！」

　教会の外から慌てた様子で一人の男が入ってきた。

「どうしたの？」

「メリッサ様！　メリッサ様がおいでになったんだ！」

「えええええ!?」

「お前メリッサ様に会いたかったんだろ？　今なら出迎えに参加すれば間近で見られるぞ」

「うん！　あっ……」

　駆け出そうとしたメリルはハッとしておれを見る。

　メリッサにすぐにでも会いにいきたいけど、おれをこのままにはしておけないって顔だ。

「ああ、すぐに済ませる」

　メリルにそう言って、おれは壺に手を伸ばす。

（正気か貴様）

　見てろ。

　手を壺の中に入れる直前、スキルを発動。

　メリッサに自然回復力を貸し出し。

『メリッサに自然回復力を貸し出します、残り五十九分五十九秒』

　メリッサから自然回復力をコピー。

『メリッサから自然回復力をコピーします』

　倍率貸し出し、そして能力のコピー。

　くじ引きで引いた二つの能力を同時に発動させた後、おれは手を壺の中に突っ込んだ。

　瞬間、激痛が走る。数千、数万匹の虫に同時に嚙かまれるような、骨の髄まで来る程の痛み。

　ちらっと壺の中を見た。

　おれの手は超高速で、消滅と再生を繰り返していた。

　目を凝らさなければ普通に手があるようにしか見えないくらいの超高速。

　気を抜くと意識を失いかねないほどの激痛に一秒くらい耐えて、おれは手を壺から出した。

　メリッサの７７７倍の回復量。当然、手は何ごともなかったかのように元通りだ。

　それを確認したメリルは。

「ようこそソロン教へ」

　と、歓迎の言葉を掛け、すぐにメリッサを見るために教会の外に飛び出していったのだった。
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　一人になった後、自分の手を見つめた。

　メリッサの７７７倍回復力でほとんど治ってたけど、まだ光がまとわりついていた。

　その光がおれの手を侵食し、メリッサの回復力で治ると、また侵食──を繰り返していた。

　一旦いったん治ったように見えても、完全には消えずに残存している……まるで毒か何かのようだ。

（大丈夫か）

「問題ない。徐々に収まってきてる」

（そうか。それにしてもよく顔に出さなかったものだな。相当のものだっただろう）

「顔に出すくらいなら最初からこのやり方を選んでない」

（うむ、そこで顔に出すようではただの間抜けだからな）

「ああ……だがこれがここにあるのは予想外だった」

（例の蛇と同じ性質のものだな）

「ああ、同質の力だ」

（どう思う？）

「それはこっちの台詞せりふだ」

（うむ？）

「世界最大の宗教と悪名高い魔剣。例えばだが、昔お前とあいつらの間で何かあって、お前かお前の関係者を排除するためにあの儀式をやってるって可能性は？」

（あいにくソロン教、もしくはソロン。そういう名前の連中と関かかわった記憶はないな）

「今でもか？」

（今でもだ……タニア）

　エレノアは幽霊メイドを召喚した。

『カケル様！』

　呼び出されたタニアがおれに抱きついた。

　過去から戻ってきてから、彼女は前にも増してこんな風にストレートに愛情表現をぶつけてくるようになった。

　おれたちが戻った後の話は詳しく聞いてないが、死んでから今の屋敷の地縛霊になるまで、エレノアがある程度サポートしたらしい。

　そんなタニアにねっとりキスをした後で、エレノアが聞いた。

（貴様の記憶には何かないか？）

『ソロン教ですか？　ないです。宗教と関わった記憶もないです』

（だ、そうだ）

「オルティアにも聞いてみたいな。それとオリビア」

（うむ、それがいいだろう）

　エレノアが頷うなずき、おれはタニアにもう一度キスをして、頰ほおを撫なでてやってから、剣に戻した。

　一度手を喰くわれたから、オーラの迷彩に破綻がないことをちゃんと確認しておく。

　そうしているうちに、表からメリッサの声が聞こえてきた。

　物陰に隠れて奥から覗のぞく。

　メリッサは一般信徒に囲まれながら教会に入ってきた。

　彼女はそこにいる信徒たちと何か話すと、信徒の一人に手をかざした。

　手がぼわ、と光ると、信徒が信じられないって顔をして立ち上がる。

「腹が！　ずっと痛かった腹が！」

　また例の奇跡をやったようだ。

　苦難──というより痛苦を代わりに引き受けるメリッサ。

　聖女という肩書きは伊達だてじゃなく、まわりの信徒がますます心酔するような表情になって、跪ひざまずくとメリッサを称たたえ、深く祈りを捧ささげた。

（どこへいってもこんな感じなのだろうな）

「あいつの性格だとそうだろうな」

（法王にしようとする勢力がいるのも頷ける。信徒たちもそうなってほしいだろう）

「ああ」

　頷いたおれはちらっと横を見た。

　エレノアの意識も同じ方向に向けられているのがわかった。

　教会の隅っこに二人の男がいた。

　大半の信徒がメリッサの傍そばに集まる中、その二人だけ離れたところから明らかに敵意を剝むき出しにしてメリッサを見ていた。

「また信徒の歓心を買いにきたようだぞ」

「好きにやらせておけ。別に問題はない」

　二人は押し殺した声で会話していた。

　メリッサの出現で騒がしいから、普通なら到底聞こえないような声だが、７７７倍になったおれの聴力は一言一句漏もらさず捉とらえている。

「しかし、あれでは遠からず信徒たちがヤツだけを信奉するようになる。そうなればいかにキャロライン様といえど法王の座は……」

「ならば、今のうちに消せばいい」

「どうやって？　お前は知らんだろうがヤツは本物の不死身だぞ。おれはこの目で見た──」

「トロクロス」

　男の一人が静かにつぶやいた。

　短く放たれた固有名詞。

　その言葉は一言でもう片方の男を黙らせるほどの効果があった。

（どうせ貴様は覚えていないだろう。不死の戦士トロクロス。我のおもちゃだった一人だ）

　おれの疑問を察して、エレノアが先に説明してきた。

　まだ何も言ってないだろうが……もちろん覚えちゃいないが。

　男たちの会話は続く。

「トロクロスは最後、体を引き裂かれてそれぞれ別の世界の果てに捨てられて絶命した。おれはヤツの能力を間近で見たことがある。クビを落とされても死ななかったが、クビそのものをなくしたら、また生えてくるわけではない」

「なるほど！　ならトロクロスと同じようにすれば」

「ああ」

「いやしかし、ヤツは魔剣使いと繫つながってる。この街によく来るのはそのためだって噂うわさだ」

　なるほど、おれのことも知ってるのか。

「知ってるか？　魔剣使いは大の女好きだということを」

「へえ？　なら入り込める余地はありそうじゃないか」

　男たちはそのまま「作戦」の打ち合わせをしつつ、ちやほやされているメリッサに憎しみの視線を投げかけてから、教会を出ていった。
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　次の日、おれは屋敷でくつろいでいた。

　ただくつろいでるだけじゃなく、オリビアとイチャイチャしながらくつろいでいた。

　チビドラゴンから人の姿になったオリビアはおれにひっついて、腕を組んだまま一緒にソファーの上でごろごろした。

「こんな感じで、何もしなかったら結構長い時間この姿でいられるよ」

「何もしなければ？」

「うん！　あっ、もちろん歩いたり話したりはできるよ。人の子の相手がムリってだけで」

「おれの相手？」

「そう。人の子の相手」

　それって二重の意味なんだろうな、と思いつつ、ここまでできるようになったひかりのことをすごいと思った。

（当然だ、我の娘だからな）

「おれの娘だからな」

「人の子って本当にひかりのことが大好きなんだね」

「当然だ、世界で一番可愛かわいいからな」

「じゃあ気をつけないといけないね」

「何を？」

「あたし今までいろんな親子を見てきたけど、時代とか国とか地域に関係なく、大抵父親が臭くなった瞬間、娘に嫌われてるんだ」

（くくく、加齢臭というヤツだな）

「……」

（むっ、こやつフリーズしおった）

「人の子？　どうしたの人の子」

　エレノアの声もオリビアの声も聞こえなかった。

　おれの頭の中はそのことだけでいっぱいになった。

『──おとーさんくさい！　あっちいって！』

「うわああああああ!?」

「ひゃん！」

　小さな悲鳴が聞こえた。

　ドアを開けてちょうど入ってきたミウのものだ。

　ミウは驚き、両手で頭の上の耳を押さえて怯おびえていた。

「……ごほん。ど、どうしたミウ」

　咳せきを一つしてごまかすと、ミウに用件を尋ねた。

「あっ、はい。ご主人様にお客様です」

「客？　おれにか？」

「はい、サラマス様です」

「へえ」

　サラマス。

　この街にあるサラマス商会の主で、おれがこの世界に来た直後は結構世話になった。

　ミウを買ったのもサラマスのところからだ。

　その後もちょこちょこ取引をしたり、物を揃そろえてもらったりと、日常のさりげないところで繫がっている。

　そのサラマスが来たというのだ。

　おれは立ち上がると、オリビアを置いて部屋を出た。

　ミウに案内されて、応接間に向かう。

　おれの屋敷には二つの応接間がある。

　それぞれミウが来客の性質を見極みきわめて、部屋を分けて案内する。

　分ける方法は簡単。客がおれの敵であるかどうかだ。

　そして今、おれが連れられてきたのは敵の方。

　サラマスは、おれの敵としてミウに認識されていた。

「なるほど、こうきたか」

　おれはにやりと口角を持ち上げて笑った。
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　月明かりの下、男が二人。彼らは野原に止まった馬車の中にいた。

　片方の男の手がぼわっと光ると、そこから文字が浮かび上がった。

「どうだ」

「魔剣使いは用意した女に食いついたそうだ。今ごろやり疲れて寝てるところだろう」

「サラマスめ、うまくやってくれたようだな」

「それで、こっちの方はどうなってる」

「近くの村人を使って聖女サマを呼び出せた。モンスターが出て困ってる、でも金がないって縋すがったらすぐ来てくれることになったよ。今こっちに向かってるところだ」

「なるほどな。あとは魔剣使いが寝入っているうちに、聖女サマがここに来れば……」

「ああ。用意しておいた五人が首と両手足を斬きり落とし、体のパーツを別々に攫さらってそのまま逃げる手はずになってる」

「体の本体は持ってかなくていいのか？」

「残しておいた方が絶望的だろう？　それに全部持ち去って失踪しっそうしたと取られたら、やつらは偽者を祭り上げるかもしれん。体だけなら回収したところでせいぜい聖遺物扱いしかできん」

「ふむ。法王への望みは絶ちつつ絶望は残すってことか。完璧かんぺきじゃないか」

　二人の男は馬車の中でほくそ笑んだ。

　自分たちの計画が順調に進み、成功はもはや約束されたも同然と確信している顔だ。

　しばらくすると、遠くから明かりが徐々に近づいてきた。

　明かりの数は十。炎が揺らめく松明たいまつの明かりだ。

　男たちが待っていたメリッサと、メリッサと親しい、ソロン教の力自慢の信徒たちである。

　その一行が徐々に近づいてくる。

　二人は馬車の中からそれを見つめて、間違いなくメリッサがいることを確認してから、手をかざして合図を送った。

　月明かりの下、五つの影が四方から飛びかかった。

　音もなく、しかし風よりも早く。

　暗殺者の出いで立ちをした五人がメリッサ一行を急襲した。

　ザシュザシュザシュ──と、刃が肉を裂く音が五つ同時に起きた。

「よし！」

「やったか!?」

　男たちがそう言って馬車から顔を──そして身を乗り出した瞬間。

　ゴトンゴトンゴトン──と何かが地面に落ちる音が聞こえた。

「何の音だ？」

「それより、ヤツらは進んだままだぞ。松明の数も減ってない」

「なに!?」

　驚愕きょうがくした男は、慌てて指折り松明の数を数えようとする。

「数える必要はない」

「なっ──」

「お、お前は──」

　いきなり目の前に一人の男が現れた。

　闇夜やみよよりも更に深い闇を湛たたえている黒き剣士。

　禍々まがまがしいほどのオーラと、不吉の象徴である魔剣を携えている。

　魔剣使い、結城カケル。

　その出現は、あらゆる陰謀の失敗を意味していた。
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　応接間の窓から、帰っていくサラマスを眺める。

「こうきたか」

（接待と称して貴様を遠ざけ、足止めする。妥当な手だ。内容が些いささか安直なのが玉に瑕きずだな）

「楽しそうじゃないか」

（そうか？　それでどうするのだ。ヤツのところに行って酒池肉林か？）

「まさか」

　鼻で笑った。

　サラマスは新しい奴隷が入ったから、おれに一度見てほしいと言ってきた。

　不要でも品定めだけしてほしい。高名な五爵様が品定めした奴隷は高く売れると言った。

　陰謀だと気付いていた上に、ミウの判定もあったからクロだとわかっていたが、サラマスが

「あわよくば買ってほしい」と商売っ気を出していたから、途中で一瞬コロッと騙だまされそうになった。

　多分、行けば相応の接待が待ってるんだろう。

「おとーさん。お話終わった？」

　さてどうするかと考えていると、ひかりがチビドラゴンを抱っこして部屋に入ってきた。

「……」

「どうしたのおとーさん」

　おれに無言で見つめられ、きょとんとするひかり。

「ひかりは……召喚したヤツの見た目を変えられるんだよな」

「うん、できるよ！」

「例えば、全く別の見た目にすることは？」

「どーいうこと？」

　首を傾げるひかり。おれはしゃがんで耳打ちした。

「やってみるね！」

　ひかりはチビドラゴンを床に下ろすと、むむむむむと力を溜ためた。

　世界一可愛かわいいポーズで一生懸命唸うなると、チビドラゴンが姿を変えた。

　光を放ち、シルエットが膨らむと、オリビアの姿になった。

　だが、それは、一瞬のこと。

　オリビアの姿は中間点だった。

　同じように、更に光を放つとオリビアのシルエットが姿を変えて。

　今度は、おれの姿になった。

「ふう。これでおとーさんの姿になったよ」

（うむ、なったな）

「おろろ、ひかりってこんなこともできるんだ」

　おれはオリビアを見た。

　確かにおれの姿になった。

　髪型から服装までそっくりだが──。

「おれ……こんなに悪人面してるか？」

　オリビアの気さくな口調とは裏腹に、目の前の男はとんでもない悪人面だった。

　目には妖あやしい光とともに炎のようなエフェクトを曳ひいていて、口には獰猛どうもうな笑みを浮かべて。犬歯も鋭く光っていた。

　ザ・悪人とタイトルをつけて額縁に入れたら美術館──警察署にだって飾れそうな悪人面だ。

　デッドオアアライブって文言を載せて、懸賞金を掛けてもぴったり似合う。

　そんな悪人面だった。

（くくく、ひかりには貴様はこう見えるということだ）

「そ、そうなのかひかり」

「うん！　おとーさんが一番かっこいい時の顔だよ」

「お？　おう……？」

　ちょっとだけ複雑な気分になった。

　おれが一番格好いい時って……ひかりにはこう見えてるのか。

「それより、人の子はなんでひかりにこんなことをさせてるの？」

「あ、ああ……ちょっとオリビアにやってもらいたいことがあってな」

　おれはメリッサに迫る陰謀のことをオリビアとひかりに話した。

　メリッサがどこに誘い出されるのかわからない以上、ワープの羽根で急行する手は使えない。

　だから、どこかに呼ばれたら最初からついていくしかない。

　しかし、おれが誘い出されないと向こうは動かない。

「だからおれの代わりにサラマスのところに行ってほしいんだ。そうしていられる時間は？」

「さっきも言ったけど、何もしなければ結構長い時間持つようになったから。話はわかったよ、ここはあたしとひかりに任せなよ」

「ひかりがんばる！」

　屈託くったくなく笑うオリビア。

　小さく気合の入ったガッツポーズをするひかり。

　頼もしさはマックス。サラマスの方は二人に任せることにした。
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　夜の野外。

　おれは迷彩オーラで姿を隠して、メリッサ一行と男二人のちょうど中間地点にいた。

　両方の会話を聞き取れるようにして、どっちで何が起きても対処できるようにした。

　男たちは魔法で連絡を受け、成功を確信しきった顔で合図した。

　瞬間、あらゆる方角から五人の暗殺者が音もなくメリッサに迫った。

　それに合わせておれも動いた。

　迷彩オーラを纏まとったまま五人を瞬殺した。

　首を刎はねて、その首を男二人組の方に蹴けっ飛とばす。

　メリッサたちが気づかずにそこから離れていくのを確認して、おれは迷彩オーラを解くと、男たちの前に姿を現した。

「ひ、ひぃ！」

「魔剣使い!?　何でここに!?」

　おれを見るなり、奴やつらの中で恐怖が訝いぶかしむ感情を凌駕りょうがした。

「おれの女に手を出すヤツは……どうなるかわかってるんだろうな？」

「「ひ、ひぃっ！」」

　自然と口角が上がる。

　面白おもしろくもないのに口が笑みの形になる。

　男たちは尻餅しりもちをつくと、恐怖に怯おびえて後ずさる。

　もちろん逃がさない。

（くくく、ひかりはよく見ているな）

　エレノアが何ごとか呟つぶやいていたが、おれはこいつらを如何いかに後悔させるかだけを考えていた。
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（どうする）

「とりあえずまず片方を徹底的にやるか」

（見せしめか。我がやろうか？）

「そうだな。任せる」

（うむ、任された。ひかりも連れてくればよかったな）

　エレノアが本気で残念そうに言う。

　実の娘のひかりにライバル意識を燃やす一方で、魔剣としてこうあるべきと見せつけられる場面では、エレノアはひかりに英才教育を施したがる。

　一見矛盾しているが、本人の中では筋が通っているらしい。

「ふ、ふざけるな」

「うん？」

「裏をかいたつもりだろうが、この程度の状況で屈する我らではない！」

「そ、そうだ！　我が主あるじのためその存在を滅する」

　男二人は驚きから立ち直ると、敵意を剝むき出しにして、自信たっぷりに言った。

　何を言ってるんだ……と思った直後、男たちは指を組んで目を閉じ、祈り始めた。

　体が発光する。

　いかにも聖なる光って感じの発光だ。何かするつもりなのは間違いない。

（くくく、何にせよ悠長なことだ。実戦を知らぬ貴族坊やのようだ）

　楽しげに、そして微かすかに呆あきれた様子のエレノア。

　まさに彼女の感想通りだ。

　敵を前にして、全くの無防備で詠唱だか祈りだかを始めてしまう二人は、平和ボケもいいところだ。

　試しにぐっと地面を踏み込んで、反動で浮き上がったＢＢ弾サイズの石を飛ばしてみた。

　それが片方の頰ほおをかすめて、かすり傷を作った。

　男は祈りのポーズのまま目を開くと、愕然がくぜんとした表情を浮かべた。

　おいおい、何も詠唱中の対策をしてないのか。

（面白おもしろい連中だ。こういう奴やつらは逆に最後まで見守りたくなる）

　エレノアの言うことはわかる。

　ここまでバカだと、例え罠わなだとしても、あえて最後までやらせてみたくなる。

　だからやらせてみた。

　おれもエレノアも、二人がすることを黙って見守ることにした。

　待つこと、一分。

　７７７回は殺せたほどの時間を待ってやった後、二人の前に光り輝くモンスターが現れた。

　モンスターといったのは、下半身が蛇で上半身が鎧姿の、剣と盾を持つ女だったからだ。

「これが、我が主より授さずかった」

「守護聖獣ラミアだ！」

　ラミアというモンスターを召喚した二人は早速胸を反らして勝ち誇った。

「行くのだラミア」

「魔剣使いを八つ裂きにしろ！」

　男たちが命じるとともに、ラミアがおれに向かって突進してきた。

　蛇らしい予測のつかない機動力と、奇妙な方向から繰り出される剣撃。

　白刃が月明かりを反射して振り下ろされてきた。

　エレノアで受け止める。火花が散った。

　パワー、速度、そして攻撃の精度。

　どれもそれなりのものだ。

　……イリスと同レベルってとこか。

　と、ファーストアタックを受けながら判断した。

（避よけろ！）

「むっ」

　エレノアの警告で地を蹴けると、飛んで下がった。

　刹那せつな、鼻先を鋭い刃が掠かすめていった。

　着地して確認。

　ラミアの剣じゃない。

　しかし他ほかには誰もいない。

（いや、いる）

「何？　むっ」

　エレノアが言った直後、それは現れた。

　ラミアの真横、闇やみから溶け出すかのように、光学迷彩が解除された時のような感じでそいつは現れた。

　見た目はラミアと同じ。まったく同じだ。

　鏡で映し出したかのように何から何まで同じの、もう一体のラミアだ。

「なるほど。透明になってたヤツがもう一匹いたのか」

（……いや。そういうわけでもなさそうだ）

「どういうことだ!?　ラミアがもう一体現れたぞ」

「こんなことは今までなかったのだが……」

　ラミアを召喚した二人も戸惑っていた。

　向こうにとっても想定外の状況らしい。

（どうする？）

「とりあえず斬きってみるか」

　エレノアを構えて突進。ラミアの反応速度を上回る踏み込みで縦に振り下ろす。

　魔剣一閃。

　ラミアの一体が斬り伏せられて露となって消えた。

「これは……」

　おれはもう一体のラミアを斬ることなくいったん下がった。

　ラミアを斬った時の手応えに覚えがあったからだ。

「エレノア」

（間違いない。これはあの蛇と同じだ）

　エレノアの同意が得られた。

　今斬ったラミアの手応えはあの白い蛇、ラピスと同じだった。

　そういえば光ってる。

　そういえば下半身が蛇だ。

（しかし……分裂はしないな）

「……多分」

　エレノアを構えて無造作に近づく。

　向こうが攻撃してくるように、挑発用にオーラを出して黒衣を纏まとう。

　ラミアが剣を振り下ろした。それをエレノアで受け止める。

　火花が散って──更に横から見えない斬撃が飛んできた。

　それを皮一枚で避けると、目を凝らしてじっと見つめる。

　さっきと同じように、何もないところからラミアが現れた。

（なるほど。今度は斬られる時じゃなく、自分が相手を斬った時に分裂するということか）

「分裂したヤツのパワーと速度も元のと同じ。オピスの性質そのままだな。……それに」

（うむ）

　返す刀で新しいラミアを両断すると、それが現れた。

　くじ引き券。

　最初に分裂したラミアを斬った時にも現れたが、今回も現れた。

　最初のラミアの攻撃をガードして更に分裂させつつ、新しいラミアの方を斬きり捨てる。

　またくじ引き券が出た。

　分裂したヤツを倒すとくじ引き券が一枚出る仕組みのようだ。

（稼ぐのか？）

「せっかくだからな」

（男たちはそのままでいいのか？）

「もうやってる」

（うむ？）

　おれがラミアを倒しながらくじ引き券稼ぎをしている横で、男たちが愕然としていた。

　二人はまだ気づいてない。

　足元が既におれのオーラ、エレノアのオーラに絡からめ取られていることに。

　黒衣を纏った瞬間、ついでに飛ばしたやつで、これから時間をかけてめいっぱい恐怖を与え、自白を促す下地を作ってやる。

「う、うぅ……うわあああ！」

「何かいる！　おれの中に、勝手におれの中に入ってくるな!!」

　おれの女を狙ねらった罰だ。

　くじ引き券を稼いでる間、せいぜい苦しんでもらうことにしよう。
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　黒衣から伸びる二本の腕で、男二人の脳天をわしづかみにしていた。

　ついさっきまで若々しく、よくも悪くもエネルギッシュだった二人の顔はすっかりやつれて、髪は真っ白になり、ほんの一瞬で三十は年を取ったように見える。

　エレノアがあとは任せろと言ってきたから任せたけど、予想以上だ。

　精神攻撃をしてるんだろうが、瞬時にここまで効果が出る攻撃の中身が気になった。

「どうやったんだ？」

（人間は誰だれしもトラウマを持っているからな）

「ああ」

　それはわかるな？　というエレノアの確認に、頷うなずいて先を促す。

（だからそのトラウマを再現しただけだ。あらゆる時期、あらゆる場面で繰り返しな）

「たった一度おねしょしたのを、毎日死ぬまで繰り返し見せ続けられるような感じか？」

（ああ。寝ても覚めてもひたすらそれだけ見せつけられる感じだ）

「なるほど」

　もちろんおねしょなんかじゃなくて、もっとエグいトラウマを繰り返しぶん回したんだろうから、それなら一瞬で髪が真っ白になってやつれたのも納得だ。

（貴様にもやってやろうか？）

「おれにトラウマなんかないぞ」

（ないなら作ればいい。ひかりに『おとーさんなんて嫌い！』と死ぬほど繰り返──）

「やめんか」

　エレノアの刀身にデコピンした。

　そんなことをされたらシャレにならん……マジでシャレにならん。

　くつくつと喉のどを鳴らして楽しそうに笑うエレノア。

　そんな彼女をおいて、男二人を改めて眺める。

「終わったのか？」

（うむ）

「よし──おいお前」

　二人のうち、うつろな目をしている方を軽く小突いた。


「あ……ぅ……もぅ……やめ……」



　黒衣から伸びたオーラの腕で活をいれる。

　男はビクン！　と体を震わせると、意識を取り戻した。

「ま、魔剣使い……か」

「答えろ。何のためにメリッサを狙ねらった」

　盗み聞きしてたからそれはわかっているが、念のため再確認した。

　さっきの会話は噓うそだという可能性もあるが、エレノアにさんざんいじくられた今なら、噓はつけないはずだからだ。

「きゃ、キャロライン様……」

「キャロライン？　女か？」

「キャロライン様を……法王様、に……」

（ふむ。目的そのものに偽りはないようだな）

「そうみたいだな。おい、そっちのお前」

　もう片方も起こして聞いてみたが、二人とも腹に別のものを納めていることはなく、メリッサを排除してキャロラインという女を法王にするという目的で動いていただけのようだ。

「メリッサを殺やらないと、そいつは法王になれないのか？」

「そんなことは……ない。が、念のため、だ……」

「排除した方が、なれ、る可能性が高く、なる……」

　弱々しい口調で話す二人。

　簡単にだが、ある程度やるべきことが見えてきた。

（そのキャロラインという女につけばいいのだな）

「そうだな」

　ある意味、おれと男たちの目的は一致している。

　メリッサを法王にしないという点では同じなのだ。

　キャロライン、そいつに力を貸そう。

「話はわかった」

「もう、ゆるし──」

「何でもす──」

「ところでお前らは死ね」

　ズパッ！　ザシュッ！

　エレノアで二人を斬った。

　オーラの腕を離す。

　二人は白目を剝むいて、崩れ落ちた。

（容赦ないな）

「おれがおれの女を一度でも狙ったヤツを野放しにするわけないだろ」

（そう言うと思ったよ）

「帰るか。話も聞き出せたし、次はソロン内部とキャロラインって女の情報を調べよう」

（聖女様のことはよいのか？）

「メリッサなら大丈夫だ。本気であいつをどうにかできるヤツなんてそうそういない」

（過保護なのかそうじゃないのか）

　エレノアが呆あきれ混じりに言った。

　ワープの羽根を取り出して、屋敷に飛んだ。

　飛んだ先は屋敷のリビング。そこにひかりがいた。

「あっ、おかえりおとーさん」

「ただいまひかり。オリビアは？」

　リビングの中を見回す。オリビアもチビドラゴンも見当たらなかった。

「おーちゃんはまだあっちにいるよ」

「そうか」

　おれの代わりにサラマスに誘い出されたオリビア。

　今後のためにも、色仕掛けが効く男だと思われておいた方が都合がいいから、オリビアにはもう少し頑張ってもらおう。

　心の中でオリビアに声援を送りつつ、ポケットから束たばになったくじ引き券を取り出して、ひかりに聞く。

「くじ引きするか？」

「する！」

　ひかりは大喜びで両手を「はーい」と挙げた。

　そんな姿も文句なしに可愛かわいらしい愛娘の手を取って、一緒にくじ引き所に移動する。

　くじ引き所には先客がいた。例の触手男だ。

　男はガラガラガラとくじ引き機を回している。

　いちいち出た玉の確認すらしない。圧倒的な回数任せの回し方。

　向こうが回し終えるのを待つ間に、エレノアたちに視線をやった。

　ここでだけ人間の姿になれるエレノアと、そのエレノアに抱きつくひかり。

「あれれ？　おかーさん、今日の匂におい、ちょっとちがう？」

「気づいたか。うむ、さっき人の心を壊してきたばかりなのだ」

　エレノアはにやりと口角を歪ゆがめて、ひかりにさっきしてきたことを説明した。

　母娘はスキンシップをしつつ、エグい会話を交わす。

「ひかりにもそれできるかな？」

「我の娘だ、当然できるようになる。ふむ、ひかりに一ついいことを教えてやろう」

「なあに？」

「人間というのは退屈を恐れる。我がやったようなトラウマを繰り返し見せずとも『何もない日常』を数百年分繰り返し見せただけで簡単に精神を壊せる」

「それだけで壊せるの？」

「うむ。ただしその方法だと完全に壊してしまう可能性が大きいから、話を聞きたい場合には不向きだ。時と場合によって使い分けるといい」

　エレノアとひかりの「魔剣講義」に口を挟まずに見守っていると、くじ引き所のスタッフがおれの横に来て話しかけた。

「何度も言いますけど、変な家族団らんを持ち込まないでください」

「変か？」

「変ですよ。あなたもいいんですか？　ひかりちゃんが変なことを覚えちゃっても」

「ひかりが魔剣らしくなるのに、何の問題がある？」

「……そこも含めて変な団らんだと言っているんです」

　スタッフはますます呆れた目をした。

　何を呆れてるのかわからんが、エレノアはひかりに「魔剣のありよう」について語っている。

　エレノアがそう望んで、おかーさんエレノア大好きのひかりもそうなりたいと望んでる。

　そこにどんな問題があるというんだ？

　それがわからないでいると。

「くじ、引くんですよね」

「ああ、でも先客が──って、もういない？」

「あの人ならもう帰りましたよ、ほしいものがほしいだけ手に入ったって言ってました」

「ほしいもの？」

「はい」

　頷くスタッフと一緒にくじ引き機の前にやってきた。

　テーブルの向こうに掲げてある景品リストを見る。

・特賞　？？？

・一等　能力リセット

・二等　追加攻撃一％

・三等　能力貸し出し（五分、使い切り）

・四等　魔法の玉（白）

・参加賞　魔法の玉（黒）

「前に見たものばかりだな……それが混ざってるのか？」

「はい。復刻くじ引きです。前にあった限定くじの一部賞品が当たるようになっています」

「みたいだな。限定の中の……一番下のものか」

「はい」

　頷くスタッフ。

　能力貸し出しの使い切りも、追加攻撃の一％も、前に限定で引けた時の賞品の中で一番の外れだったヤツだ。

　ただ、外れでも引けるのはそれなりにありがたい。

　それが何であれ、期間限定品を後から手に入れられるのはそれなりに嬉うれしい。

　追加攻撃もそうだが、使い切りの能力貸し出しも数を揃そろえれば使い道がある。

「能力リセットってのは何だ？」

「文字通り特殊能力をリセットするものです。前につけたものを消して、今回引いたものをつけるために使えます」

「そうは言っても今回のは価値の低いものばかりだろ？　前の強いヤツを消して弱いのをつけるアイテムに意味があるのか？」

「パーティを組んでいる人たちの中には、一人二人弱くしてでも、全員の能力を横並びにしたいって人もいるんです。それに、持っていれば今すぐでなくても使えますよ」

「ふーん」

　そういう活用方法もあるのか。

「あいつはどれを引いていったんだ？」

「全部の触手に人格があるから、全部に追加攻撃一％をつけたいと言っていましたね」

「なるほど、わかるようなわからんような話だ」

　何のためにそうするのか、それで何がどうなるのか、全く想像がつかなかった。

「それで、どうしますか？」

「ああ──ひかり」

「うん！」

　ひかりはパタパタ走ってきた。

　エレノアは母親らしく、ゆっくりと後からついてくる。

「くじ引きだ、がんばれ」

「ひかりがんばる！」

「ってことで、三百枚だ」

　ラミアをきっちり三百体斬って集めたくじ引き券をスタッフに渡した。

　十枚で十一回引けるくじ引き、合計で三百三十回だ。

　スタッフはくじ引き券の数を数えた。

「はい、三百枚ちょうどですね。ではどうぞ」

　いつの間にかくじ引き機の前には踏み台が用意されていた。

　ひかりはエレノアを引っ張ると、一緒に台に乗って、ガラガラガラとくじを引いた。

　絶対にこれ、というものはなかったから、ひかりに好きなように引かせた。

　楽しそうにくじを引くひかりを眺められるだけでも、ここにこうして来た甲斐があったというものだ。

　ガランガラン。

「大当たりです！　特賞です！」

「おー？」

　ぼうっと見ていると、ハンドベルの音とスタッフの祝福の言葉が聞こえてきた。

　見ればくじ引き機の前の皿に金色の玉が乗っていた。

「特賞って……この『？？？』ってヤツか」

「はい！」

「一等を飛ばしてそっちを当てたのか、さすがだなひかり」

「ううん、ちがうよー」

「へ？」

「貴様は何を見ていたのだ。一等も当てていたではないか」

　呆れた顔のエレノア。

　スタッフも真顔で頷く。

　どうやらおれが気づいてなかっただけで、ひかりは一等も当てていたみたいだ。

　まさか三百三十回で両方当てるとは思わなかった。

　狙うと出ない。狙わなければ出る。

　まるで物欲センサーが逆に働いたみたいだった。

「それより、特賞の『？？？』ってなんだ？」

「スキル『下位互換』です」

「『下位互換』？　何だそれは」

「文字通りスキルの下位互換です。そうですね、お客さんが使ったら、全ての能力を０倍から７７７倍までの間で自由に切り替えられますよ」

「そういえば最初に二倍とか十倍とかも引いてたっけ。なるほど」

　……。

「それこそ、下に合わせて意味があるのか？」

「それは、お客様次第です」

　スタッフはにっこりと微笑んだ。

　ともかく特賞と一等賞、下位互換と能力リセットを手に入れた。

「よくやったぞひかり。すごいな」

「えへへ……」

　頭を撫なでられたひかりが嬉しそうに笑顔を浮かべる。

　今のところ使い道が見当たらない一等と特賞だけど、ひかりの嬉しそうな顔を見られただけでも引いた価値はあったってもんだ。
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　次の日、おれは再び教会に行こうとした。

　男二人から聞き出した「キャロライン」という女の話を聞かなきゃならないからだ。

　あの男たちはメリッサを狙ねらったから始末したが、キャロラインという女がもし法王になれそうなら、そいつに力を貸せばメリッサの一件は片がつく。

　そう思って、今日も教会に出かけようとした。

「おとーさん、今日もおでかけ？」

　寝室で支度したくをしていると、ひかりがドアを開けて入ってきた。

「ああ、街までちょっとな」

「そうなんだ……」

　ひかりはちょっとだけ寂さびしそうにした。

「どうした」

「今日はおとーさんとあそびたいなって思ったの。でもお出かけならしょうがないね」

「……ふむ、なら一緒に行くか？」

「いいの!?」

　ひかりが瞳ひとみを輝かせた。

「もちろんだ。場合によっては切った張ったになるかもしれないしな」

「任せて！　ひかりは魔剣だから！」

　ひかりはそう言って魔剣の姿になろうとしたが。

「それはまだ大丈夫だ」

「そうなの？」

「ああ、今日は手を繫つないでいこう」

　そう言って手を差し出した。

　ひかりはすぐに大喜びで手を繫いできた。

　可愛かわいい愛娘と手を繫ぎつつ、オーラを出してひかりごと包んだ。

　エレノアのオーラを使った魔剣の迷彩。

　これを纏まとっていると、他人の目におれが望んだ姿で映る。

　自由自在に姿を変えられるし、見えないようにもできる。

　おれ自身はおととい見せた「ショウ」の姿にしつつ、ひかりは見えないようにした。

「それじゃ、行こうか」

「うん！」

　ひかりと手を繫いで歩き出す。

　途中でミウがコーラリアを指導しているのが見えた。

　廊下に飾ってある花瓶かびんの磨き方をレクチャーしている。

「行ってらっしゃ──ええ？」

　おれの姿を見たコーラリアは驚くが、横のミウは平然と頭を下げて「行ってらっしゃいませご主人様」と最後まで言い切った。

　会釈えしゃくだけして通り過ぎた後、背後から。

「今の……カケル様？」

「うん」

「でも姿が──」

「もふもふがご主人様だったから」

　という二人のやりとりが聞こえた。

　すれ違いざまに一もふしたから、ミウにはわかったみたいだ。

　ひかりと手を繫いだまま、屋敷を出て街に来た。

　ひかりがいるから、賑にぎやかな街の中を散歩がてらあれこれ見て、それから教会にやってきた。

　ドアを押して中に入る。

　大勢の信徒が祈りを捧ささげている。
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　おれはまわりをきょろきょろ見回した。

「きゃ」

　ひかりが小さな悲鳴を漏もらした。

　よろめいて転びそうになった。

　それと同時に、おれの横を一人の信徒が通り抜けていった。

「大丈夫か」

「うん。ちょっとぶつかっただけだよ」

　ひかりはにこにこしながら言った。

「こう人が多いとぶつかるな。ひかり、もうちょっと近づいて」

「うん！」

　ひかりに魔剣の姿になってもらうことも考えたが、繫いだ手から、ひかりが多分手を繫いだままでいたがってると判断してそう言った。

　これは迷彩オーラのささやかな弱点だ。姿を見えなくするだけで、消える訳じゃない。

　人の多いところだと、むしろ姿が見えないせいで誰だれかにぶつかる可能性も大きくなる。

　エレノアと同等の力を持っていれば見えるが、そもそもこの教会にそんな人間はいない。

　改めて教会の中を見回した。

　すると、一人の女がおれを見つけてやってきた。

「ショウさん、今日も来てくれたんですね」

「メリルか」

　昨日おれに入門の儀式をしてくれた子だ。

「今丁度みんなでソロン様に祈りを捧げています。ショウさんもよかったらお願いします」

「ああ、後でする」

（する気などないくせに）

　向こうも本気でしてほしいと思ってないしな……なんて考えつつ、メリルと話を続ける。

「それよりもちょっと聞きたいことがあるんだ。キャロラインってヤツを知らないか？」

「キャロライン……ですか」

　メリルはあごに指を当てて、首を傾げて考える。

「ごめんなさい、ちょっとわからないです」

「わからない？」

　意外な返事だった。

　あの男たちが「法王にしたい」って言ってたから、てっきりソロン教の中じゃ上位の有名人だと思っていたんだが。

「本当にわからないのか？　多分けっこう上の方にいる人だと思うんだが」

「そうですねぇ……」

　言われて更に考えるが、すぐにまた申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんなさい、やっぱりわからないです」

　眉まゆをひそめた。当てが外れてしまった。

　話を聞いていたのか、少し離れたところで祈りを捧げていた中年の信徒が話しかけてきた。

「メリル、キャロラインってあの子じゃないのか？　アイノンのキャロライン」

「──あっ！　ひょっとしてクトルスさんたちが入れ込んでる、あの子？」

「知ってるのか？」

　メリルとメリルにその子を思い出させた男を交互に見ながら尋ねる。

「ああ。神の声が聞こえるっていう子のことだろ」

（そいつだろうな）

　エレノアの意見に同意した。

　神の声が聞こえる……状況的に間違いなさそうだ。
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　アイノンはカランバ王国の国境近くにある、養蚕ようさんを主力産業にしている街だ。

　人口も多く、相当に賑わっているアイノンに、おれはひかりを連れてやってきた。

　ちなみに魔剣の迷彩はしていない。

　今のおれは元の姿で、ひかりも通行人に見える状態だ。

「おっ、お客さん、いいのを持ってるね」

「ん？」

　街に入って適当に歩いていると、露店の店主に話しかけられた。

　毛根が致命的に離脱した、固太りのおっさんだ。

　そいつはおれが持っているエレノアを見て、言った。

「見たところ魔剣レプリカの第四世代だろ？　細部のディテールまでよく作られてる」

「ふっ、まあな。本物と並べても見分けはつかないと思うぞ」

　適当に話を合わせた。

　魔剣レプリカ。

　おれがエレノアを持つようになってから流行はやりだしたものだ。

　最初は子供たちの間で流行って、その後オーラも出せるギミックがつけられるようになって。

　おれの知らないところで少しずつ進化していった魔剣レプリカ。

　どうやら今では第四世代なるものが売られているみたいだ。

「それならこれも一緒にどうだい。アイノン自慢の黒絹糸を使って職人の手編みで仕上げたマント。魔剣レプリカのオーラに反応してなびく仕組みもつけられた逸品だ」

　店主はそう言って畳まれた状態の布をおれに見せた。

　どうやらこの店の売り物で、おれに声をかけたのはそれを売り込むためらしい。

　受け取って、広げてみる。

「これは……」

（貴様の黒衣がモデルだな）

「魔剣レプリカだけじゃなくて、こんなものも売られてるのか」

「最近じゃ一番のヒット商品だぜ、お一つどうだい？」

「そうだな。もらおうか」

「毎度あり」

　店主は営業用スマイルを浮かべて、布を包んだ。

　カランバ銀貨を取り出し、品物を受け取りつつ、聞く。

「ところで、キャロラインって名前を知らないか」

「キャロライン？　ああ、噓うそつきの」

「噓つき？」

「あれだろ？　ソロンの神の声が聞こえるって言ってる奴やつ」

　そのキャロラインだな。しかし。

「噓つきってのはどういうことなんだ？」

「おれもよくは知らないんだが……以前は本当に神の声が聞こえてたって話だ。だがある日を境に全く聞こえなくなったらしい。んで、最初は神の声が聞こえるから『神の子』だって持ち上げてた連中も、最近じゃすっかりあいつは噓つきの詐欺師だって言いふらしてるんだ」

「なるほど……いつから聞こえなくなったんだ？」

「さあ……いつ頃だったかなあ……あっ、そうだ」

　ポン、と手を叩たたく男。

「たしかオロスの野郎がいなくなってからだ」

（ほう……？）

　エレノアが反応した。知ってる名前か。

（貴様の鳥頭を一度どうにかした方がよいのかもなあ）

「ん？」

「そっか、オロスさんかあ」

　ひかりも知ってる？

　つまり……おれが会ったことがあるヤツか。

　カランバでおれが会ったことがあって……思い出せないってことは、男で。

　……。

　宦官かんがんの一人か？

（よくできました）

　教師オルティアっぽい口調で言うエレノアにデコピンした。

　でもそうか、あの三宦官の一人か。

　三宦官、確か魔の者とも関係してたっけな。

　それが消えた頃に神ソロンの声が聞こえなくなった。

　何かあるな。

「そのキャロラインには、どこに行けば会えるんだ？」

　店主に聞く。

　ますます会わなきゃな、とおれは思った。
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　店主から聞き出した情報を基に、アイノンの教会にやってきた。

　アイノンにあるいくつかの教会の中の一つ、ロイゼーンのものよりも一回り小さいヤツだ。

　中に入ると、一人の少女の姿が見えた。

「神様、私にもう一度声を──」

　たった一人で手を合わせて、祈りのポーズをしていた。

　だが、熱心に祈りを捧げているのかと思えばそうではなく。

「お願い、神様だけが頼りなの」

　それは懇願にも等しい行為だった。

　少女はひたすらその言葉を繰り返した。

　声を聞かせて、もう一度話をさせて。ただそれだけ繰り返した。

　この子がキャロラインなのか？　と思って話しかけようとしたら。

「おい！　いつまでもそこにいるんじゃねえ」

　奥からバケツにモップ、清掃道具を持った別の男が出てきた。

「掃除ができねえだろ？　そこをどけよ」

「……」

「無視するんじゃねえ！」

　男は少女の頭を摑つかむと自分の方を向かせた。

「あっ」

「ふざけんな。掃除するからどっか行け!!」

「ご、ごめんなさい！　えっと、あのあの……」

「どっか行けって言ってるんだ？」

「ごめんなさい。貴方が何を言ってるのかわからないの」

「はあ？　またそれか。神の声が聞こえてもおれたち下々の声はきこえませーん、ってか？」

　男は少女を嘲あざける。少女は困った様子で眉をひそめた。

　本気で困っているように見える。あんなに怒鳴ってるのに本当に聞こえないのか？

「いいからどけ。おれは掃除がしたいんだよ！」

　男は持っていたバケツを見せた。

　少女はハッとすると、慌ててその場所から離れた。

「まったく……」

　男が掃除を始める。

　少女は申し訳なさそうな顔をして、とぼとぼその場を立ち去ろうとした。

「おねーちゃん」

　ひかりが駆け出して、少女に向かっていく。

　とぼとぼと歩きだしたキャロラインの前に立ち、彼女の顔を見上げる。

「おねえちゃんがキャロラインさんですか？」

　愛らしく無邪気な笑顔のひかりにそう尋ねられた少女は。

「ごめんなさい。貴方が何を言っているかわからないの」

「ふえ？　ひかりの声がきこえないの？」

「本当にごめん……文字、読めるよね？」

　少女はまわりをキョロキョロ見た。会話の内容からして、文字を書く紙を探しているのか？

「ひかり」

「あっ、おとーさん。あのね、このおねーちゃん、ひかりの声が聞こえないみたいなの」

「いや、声は聞こえてるみたいだぞ。声を言葉として認識できていないのか？　それとも他ほかの何かなのか？」

「ふぅん？　なんだか難しいね」

「ああ。ただ、文字が読めるかって聞いてたから、筆談はできるのかもしれん」

「できる……よ？」

「そうか、なら筆談で……むぅ？」

　おれは思わず少女を見た。

　今……会話が。

（成立していたな）

　エレノアが言う。やっぱりそうか。

　驚いてもう一度少女を見たが、少女もおれ以上にびっくりした顔でこっちを見ていた。

　やがて、一言。

「あなたは……神様ですか？」

　と、聞いてきたのだった。
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「神、か……」

　少女は縋すがるような目でおれを見た。

　なんでおれの声は聞こえて、さっきの男の声やひかりの声は聞こえなかったんだ？

　まずそこが気になった。

「その前に答えろ。ひかり──この子の声は聞こえないのか？」

「声が聞こえない訳じゃないの。何を言ってるのかがわからないの」

「わからない？」

「声は聞こえる。でも、聞こえるのは声だけ」

「なるほど、言葉としては聞こえないってことか」

「そう。風の音とか、そういうものと一緒」

「他ほかの人間のもか？」

「うん。今までは神様の声しか聞こえなかったわ。だから」

　少女はまたおれを見つめて、もっと縋るような目で見つめてきた。

「あなたは、神様ですか？」

「おれは──」

「キャロライン様ー」

　答えようとすると、遠くから呼ぶ声──多分少女を呼ぶ声が聞こえてきた。

　だが、少女は応こたえない。反応しない。

　多分、これも聞こえてないんだろう。

　おれは少し考えて、迷彩オーラでひかりともども姿を消した。

　おれと話せるという状況が、どういう理屈で、何を意味しているかわかるまで、このことは隠しておこうと思った。

「神様!?　どこに行ったの神様!?」

　慌ててまわりを見回しておれを探す少女。

　親に捨てられた子供のように、今にも泣きそうな目をしている。

「キャロライン様。ここにいらっしゃったんですね」

　教会の中に、一人の中年の女が入ってきた。

　洗い古して色あせた服を身に纏まとった女は、少女──キャロラインに話しかける。

「キャロライン様、ご飯ができました」

「どこ？　神様、どこ!?」

「お労いたわしや……今日も神様にお声をかけてもらえなかったのですね」

　女は悲しそうな表情でキャロラインを見た。

　不幸な少女を哀れんでいる目ではなく、本当に自分のことのように悲しんでいる目だ。

　そんな彼女の声かけにも、キャロラインは反応しない。

「キャロライン様」

「神様、お願い!!　もう一度私に姿を見せて!!」

「キャロライン様」

　女は強く名を呼んだが、キャロラインはやはり反応しない。

　やむなくぎゅっと手を摑つかむと、ようやくキャロラインは女を見た。

　女はキャロラインの手を取って、手のひらを指でなぞった。

　文字を書いていると気付いたのは、さっきキャロラインが「文字は読めるか」とひかりに聞いていたのを思い出したからだ。

「ごはん……」

「そうです。ごはんですよキャロライン様。お腹なかいっぱい食べて元気にしていないと、神様の声も聞こえませんよ」

「ごはん……」

　呟つぶやくキャロライン。

　なんというか。

「随分不便だな。今じゃこんな状態だが、前は神とやらの声が聞こえてた、ってことか」

「神様の声!?　……そこにいるの神様？」

「え？」

「キャロライン様？」

　おれと女が同時に驚きの声を上げた。

　女はキャロラインがいきなり会話っぽい言葉を口にしたことに驚いた。

　おれは違う意味で驚いた。

　迷彩オーラを纏ってるのに、自分の声が彼女に聞こえたことに驚いていた。

　今までそんなことは一度もなかった。

　この迷彩オーラはエレノアの力を使っているから、対象がエレノアと同格以上でなければ、姿も声も聞こえないはずだった。

　なのにキャロラインには聞こえた。

　彼女は未いまだにきょろきょろしていた。

　終しまいには空を見上げて叫んでいた。

　真横にいるおれの姿は見えていないのに。

「……声だけは聞こえてるのか」

「神様！」

　呟くと大喜びで目を輝かせた。

　やっぱりおれの声は聞こえるみたいだ。

「おとーさんの声だけは聞こえるの？　すごーい」

「ひかりの声は？　娘の声は聞こえるのか？」

「娘？　いいえ、神様の声しか聞こえないわ」

　ひかりの声は聞こえないのか。

　ますます不思議だった。

　同じ迷彩オーラを纏っているのに、おれの声だけ聞こえるとは。

「あの……キャロライン様。本当に神様のお声が、また聞こえるようになったんですか？」

　呼びに来た女が恐る恐る聞いた。

　真横にいる、姿が見えている女の声さえ、キャロラインには聞こえない。

　なのに、おれだけ、おれの声だけが聞こえるらしい。

　それがどうしてなのかわからないが、これは使えそうだ。

　前まで聞こえていた神の声のように、おれの声だけ聞こえるなら。

　この状況は利用できると思った。

　さて、どうする？

（我に任せろ）

　何かできるのか？

（うむ。せっかくだから神の奇跡のようなものを起こしてみせようではないか）

　そんなことができるのか？

（ああ。オルティアにやったことを転用すればな）

　どうやら当てはあるらしい。

（その娘に何かの種を植えさせろ。それを一気に成長させる）

　なるほど、それは確かに神の奇跡っぽい。

「キャロライン」

「神様!?」

「今からおれの言う通りにしろ」

「はい！」

　満面の笑顔で頷うなずいたキャロラインは、半信半疑の女を置いて、おれの言葉通りに動いた。

　いったん教会を出て。

　その辺から木の実を探してきて、道端に植えた。

　畑ではない、見るからに栄養分の足りなさそうな大地。

　そこに植えた。

「よし、それでいい」

（祈りを捧ささげさせろ。そうした方がそれっぽい）

「そうだな。キャロライン、祈れ」

「はい、神様！」

　キャロラインは手を合わせて、木の実を植えたところに向かって祈りを捧げた。

　教会の前でいきなり祈りだしたキャロラインは、通行人の注目を集めた。

「また何かやってるぜあいつ」

「ペテン師が。人の気を引きたくて仕方がねえんだろ」

　大半が冷ややかで、嘲あざける視線をキャロラインに向けていた。

（繫つないでやったぞ。あとは貴様が力を送ればいい）

　わかった。

　おれは手を出すと、木の実に対して全身の意識を向けた。

　普段オルティアにするのと同じように──力を流し込む。

　街の人間が笑いながら見ていると、地面から芽が出た。

　小さな芽。新たな命の息吹を象徴するような芽。

「お、おい、見ろよ、あれ──」

　観衆の大半はにやにや笑っていたが、一人の男が木の芽に気づいた──直後。

　それは爆発ばくはつ的に成長した。

　芽から木に、木から大樹に。

　数年、いや数十年分の記録映像をほんの一分間で早送りにして見せた、そんな成長。

「きゃっ」

　キャロラインが尻餅しりもちをついた。

　捧げた祈りによって成長した大樹に押しやられて尻餅をついた。

　そして、群衆は。


「「「………………」」」



　ほとんど全員、アホみたいに口を開けて、ぽかーんとしていた。

　植えた木の実が一瞬で大樹になった。それを見せつけられた群衆は言葉を失うしかなかった。

「か、神だ、神の奇跡だ」

　誰だれかが我に返ると、跪ひざまずいて大樹に向かって拝み始めた。他の見物客も次々と膝ひざを折って続く。

　祈りは神の奇跡と──そしてキャロラインに向けられた。

「神様……!!」

　当のキャロラインは群衆の声などまるで耳に届かず、ただただ、神の奇跡に感動していた。

（よかったな、神様？）

　からかってくるエレノアに、おれはデコピンしてやった。
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　魔法のある世界では、奇跡はより身近なものだ。

　魔法という力があるからこそ、通常起こりうる超常現象は、魔法で起こしたと説明がつく。

　そのことを大半の人間は知っている。

　一般人でも魔法が使えるから、魔法で起こしたか否いなかは、常に衆目の下に晒さらされる。

　だから、逆にそうでないものは──。

　魔法ではない、魔力を伴わない超常現象は……奇跡と見なされる。

　メリッサがまさにそうで──今のキャロラインもそうだ。

　エレノアよりも弱い人間たちはその力を感じ取ることができず、結果だけを目にした。

　そして、それを神の奇跡だと認識したのだった。





☆






　アイノンの教会、キャロラインの自室。

　四畳一間の小さな部屋。

　そこには調度品らしいものはほとんどなく、椅子いすや机、ベッドに枕まくらや布団ふとんがあるくらい。

　貧相とまでは言わないが、その全すべてが使い古されたものであることは一目でわかった。

　その部屋に連れてこられたおれは、迷彩オーラを解いてひかりともども姿を見せた。

「神様！」

「神様はもういい。おれは結城カケルだ」

「ユウキ……カケル？」

「ああ、ユウキでもカケルでもどっちでもいい。好きに呼んでくれ」

「……神様じゃ、だめ？」

　上目遣うわめづかいでおれを見つめてくるキャロライン。

　おねだりするような目だ。

（すっかり神認定されてしまったな。どうするのだ？）

　にやにやするエレノアの刀身にデコピンをする。

「わかった、まあそれでいい」

「ありがとう神様！」

「よかったね、おねーちゃん」

　ひかりが笑顔で話しかけて、手も握ってやったが、キャロラインは理解できないとばかりに首を傾げた。

「やっぱりひかりの言葉はわからないのか」

「……ごめんなさい」

「いや、お前のせいじゃない──ふむ」

　おれは考えた。

　本当におれの言葉だけしかわからないのか、と。

　それを確認したくて、異次元倉庫からワープの羽根を取り出した。

「摑つかまれキャロライン。ひかりもだ」

「え？　はい」

「うん！」

　反応の異なる二人を連れて、ワープの羽根で飛んだ。

　飛んだ先はキャロラインの部屋とは似ても似つかない、豪華で広大な部屋だった。

　メルクーリの王宮の一室。

　そこにいるのは、豪奢ごうしゃなドレスを纏まとったヘレネー。

　この世界には存在しないはずのワープを初めて体験して、キャロラインは目を丸くした。

「カケル様？　どうかなさいましたか？」

　一方、こっちに気づいて──ワープを既に知っていて、おれたちのいきなりの登場にも動じないヘレネーは、いつも通り落ち着いた面持ちで尋ねた。

　彼女はいつにも増して高貴なオーラを纏っていた。

　まわりにはメイドがいて、ヘレネーの身支度を手伝っていた。

　今から政まつりごとのために誰だれかと会うんだろうなと思った。

「ちょっと協力してほしいことがある。手間は取らせない」

「なんなりと」

　ほんのわずかな逡巡しゅんじゅんも見せることなく頷うなずくヘレネー。

　まわりのメイドたちも空気を読むと、手を止めて一歩下がった。

「キャロライン。彼女の話す言葉はわかるか？」

「えっと……」

「初めまして。『神の子』キャロライン様ですね。ヘレネー・テレシア・メルクーリと申します」

　さすがヘレネー。

　どうやらキャロラインのことを知ってたみたいだ。

「えっと──えっと……ごめん神様……」

「いいんだ。悪かったなヘレネー」

「いいえ。さすがカケル様ですわ」

　何かに気づいたヘレネーに別れを告げ、今度はリカのところに飛んできた。

　カランバの後宮、リカのハーレム、薔薇ばらの園。

　リカはそこで可愛かわいらしい少女の髪を梳すいていた。

　美しく輝くブロンドのロングヘアーを更に美しく見せるために梳いていた。

「カケル！」

　おれに気づいたリカは、立ち上がると駆け寄ってきた。

「どうしたの？　今日は来るって聞いてなかったけど」

「悪いな。ちょっと協力してほしいことがあるんだ」

「この子のこと？」

　リカはキャロラインを見た。

「そうだ。キャロラインって名前だ。知ってるか？」

「ああ、あの」

「あの……？」

「リカ・カランバよ。よろしくね」

　リカは手を差し出して握手を求めた。

　キャロラインはそれを握り返したが──。

「ごめんなさい神様……」

「そうか。気にするな」

「びっくり。カケルは『神の子』と話ができるの？」

「まあな。むしろそんなに有名な話なのか？」

「そりゃね」

「そうか」

　ヘレネーからもリカからもすぐに『神の子』って言葉が出てくるあたり、本当に有名人なんだということがだいたいわかった。

「悪いな、また来る」

「ええ、待ってるわ」

　にこやかに送り出してくれるリカ。どこか残念そうな表情を浮かべる金髪の少女。

　二人に別れを告げ、次の場所に飛んだ。

　アウラ、フィオナ、そして魔剣クシフォスを持つセレーネ。

　いろんな場所に飛んで、いろんな相手と引き合わせたが、キャロラインは誰の言葉もわからなかった。

　ただ、おれの言葉だけ理解できた。

　五大国を一周して、キャロラインの部屋に戻ってきた。

「ごめんなさい、神様」

　おれがしたことの意図は理解していないだろうが、それでもおれが何かしようとして、自分がその期待に応こたえられなかったことだけは認識しているキャロライン。

　見ていて可哀想かわいそうになるくらい肩を落として、ただでさえ小さい体を更に小さく縮めてしまう。

「気にするな、お前のせいじゃない」

「うん……ありがとう」

　キャロラインを慰めつつ、考える。

　おれ以外の言葉がわからないってことはほぼ確定したが、それならそれでいい。

　あちこちで聞いた『神の子』という呼び名。

　神の声が聞こえる、神の言葉しか理解できないから──『神の子』。

　そんなキャロラインがおれの言葉だけ理解できるなら、むしろ色々やりようがありそうだ。

　彼女を法王にするために、メリッサの代わりにそうするために、やれることは山ほどある。

　それをいったんまとめよう。

　それに、アドバイスも聞きたい。

　さしあたってはオルティアとデルフィナ、それにヘレネーだな。

　このあたりから話を聞こうと思った。

「あの……神様」

「うん？」

「私、神様とお話できるだけで幸せだから」

「……」

　キャロラインの言葉。当たり前だけど額面通りには受け取らなかった。

　それを口にした時、彼女の顔はひどく切なく見えた。

　一言で言えば、強がり。

　私なら大丈夫です、って強がっているのがありありとわかってしまう。

「だって、これは神様から授さずかった力だから」

「授かった力？」

「うん。いつかこの力が世界を救って、人々を幸せにする力だって、前に神様が」

　そんなことを言われてたのか。

　それに……力、か。

「……」

「どうしたの神様？」

「他ほかのヤツらと話したくはないか？」

「うん、別に話せなくても大丈夫──」

「大丈夫かどうかじゃない。話したいのか、話したくないのか。どっちだ？」

「……え？」

　きょとんとするキャロライン。だが、彼女はすぐに。

「したい、けど……」

　と漏もらした。

（会話慣れしていないから韜晦とうかいも知らんのだな）

　おれもそう思う。

　というか、キャロラインの感情は基本ダダ漏れなんだ。

　何かを投げかければ本心で反応が返ってくる。

　普段会話し慣れていない分、会話した時の反応がストレートなんだ。

　そんな彼女が「したい」と答えた。

「なら、させてやる」

「え？　ど、どうやって？」

　おれは異次元倉庫を開いた。

　そこからくじ引きで引き当てた特賞を取り出す。

　スキル──『下位互換』。

　それをキャロラインに使った。

　まばゆい光がキャロラインを包み、彼女の体の中に溶け込んでいく。

「な、何をしたの神様？」

「いいから、話を聞きたいって意識してみろ」

「え？」

「ひかり」

「うん！」

　ずっと傍そばにいて、大人しく事態の成り行きを見守っていたひかりを促した。

「結城ひかりです」

「……？」

「ちゃんと聞きたいって意識してみろ」

　もう一度促す。

　彼女が「むむむ」って感じで眉間に皺しわを作ったのを確認して、もう一度ひかりの背中を押す。

「結城、ひかりです」

「あっ……」

　キャロラインが目を見開いた。

「わ、わかる！」

「本当!?　本当にひかりの言葉がわかるの？」

「うん！　わかるよ神様！」

　どうやら、効果はあったみたいだ。
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「よかったなキャロライン」

「え？」

　キャロラインはなぜか驚いたような顔をした。

　今の言葉のどこに驚く要素があるんだ？

「どうしたキャロライン？」

「あ、うん。よかった……」

「本当にどうしたんだ。そんなに心底ホッとしたような顔をして」

「今一瞬だけ神様の言葉がわからなかったから……よかった……ちゃんとわかって」

（なるほど、一瞬貴様の言葉がわからなくなってびっくりして、その後やっぱりわかったから安堵あんどしたということか）

「そうみたいだな。でも何で一瞬わからなくなったんだ？　……ひかり」

「うん！　おねーちゃん、ひかりの言葉、わかりますか？」

「……？」

「あれ？　わからないのかな」

　首を傾げてもう一度同じような言葉をかけるひかり。

　キャロラインは頭に「？」を浮かべて訝いぶかしむような表情をした。

「ひかりが何を言ってるのかわからないのか？」

「うん」

「効果が切れたのか？　いや、使い捨てとかじゃなかったはずだが」

「くじ引きの人に聞きにいく？」

　ひかりが提案した。

　その方がいいかもしれないと思っていたら。

「くじ引きの人ってなに？」

　そこでまたキャロラインがひかりの言葉を理解したのか、不思議と会話が成立した。

「今度はわかったのか？」

「うん、神様。ちゃんと聞こうとすればわかる……のかも？」

「ちゃんと聞こうとすれば、か。ちょっと待ってろ」

「うん」

　おれはキャロラインを彼女の部屋に置いたまま、ワープの羽根を使って屋敷から人を連れてくると、彼女に話しかけさせてみた。

　ミウだったり、コーラリアだったり、ナナだったり。

　色々連れてきては、キャロラインに話しかけさせた。

　それでわかったのが。

「キャロラインが聞こうとした相手の言葉だけわかるのか」

「そうかも……」

「キャロライン自身が周波数を合わせる必要があるのかもな」

「しゅうは、すう？」

　片言でそう繰り返して、首を傾げるキャロライン。

　その横で、ひかりも同じように首を傾げていた。

　こっちの人間にはなじみのない喩たとえだったかもな。

　だが、とにかくおれにはよくわかった。

　キャロラインは元々高い周波数の声しか拾えなかったのが、「下位互換」のスキルをつけたことで、あらゆる周波数の声が拾えるようになったってことだ。

　ただ、あらゆる周波数の声が拾えるようにはなったが、それはあくまでハードの問題で、チューニングを合わせられていない周波数は相変わらず聞こえない、わからない、ってとこだろう。

　まあ、それだけならそんなに問題はない。

　普通の人間だって、人が多いところだと会話してる相手に意識を集中しなければ声が聞き取りづらいことはよくある。それと同じようなことだから、問題はそんなにない。

　むしろ取り組むべき問題は別にある。

　これで一般人とも会話ができるようになったキャロラインだが、ここからどう彼女を法王にするか。

　それについてちょっと考えてみた。

「おねーちゃんはお花がすき？」

「……」

「あれ？　おねーちゃん？」

　おれが考えごとをしている横でひかりがまたキャロラインに話しかけていたが、キャロラインは反応しなかった。

　キャロラインは「声としては聞こえてるけど、それに対して意識して周波数を合わせないと言葉として認識できない」状態のはずだ。

　だとしたら、ひかりの話しかける声は聞こえてるから、二言目から彼女が意識を向ければ、会話できるようになる──はずなんだが。

　キャロラインはおれを見つめているだけで、話しかけるひかりを無視している。

「キャロライン」

「はい！」

「なんでひかりの呼びかけに返事してやらないんだ？」

「え？　そ、その……神様の言葉が聞こえなくなるのが嫌だったから……さっきみたいに」

　キャロラインはもじもじしながら言う。

（いじらしいな。まるで忠犬ではないか）

「それはそれでいいんだが……おれの声しか聞かないんじゃ意味がないんだよな」

　おれの言葉を聞き逃すまいとおれにだけ意識を集中して、他ほかの人間が話しかけても周波数を合わせないんじゃあ意味がない。

　スキルをやった以上、使ってもらわなきゃ意味がないんだ。

　……不幸中の幸いか、キャロラインは素直な女の子みたいだ。

「キャロライン」

「うん！」

「おれはいったん帰る。明日また来る。それまでにいろんな人に話しかけておけ」

「え!?　いろんな、人に？」

「そうだ。……そうだな、誰だれでもいいからとにかく話しかけて名前を聞き出せ。そうして明日、聞き出した名前をできるだけたくさんおれに教えろ」

「うん、神様、わかった！」

　キャロラインは嬉うれしそうに何度もこくこく頷うなずいた。

（くくく、神というより生徒に宿題を出す教師だな）

　エレノアが楽しげに指摘した。

　おれも、言っててちょっとだけそんな気分だった。





☆






　次の日の昼、ワープの羽根でキャロラインの部屋に飛んだ。

　部屋は質素な作りだが、ちゃんとベッドがある。

　にもかかわらず、キャロラインは机に突っ伏して寝ていた。

　そんな彼女に近づき、背後から見下ろすと──。

（大事そうに何かを抱えているな……ノートか？）

「びっしり文字が書き込まれてるぞ。アドニス、エレニ、クリュテ、エレオノラ……これって」

（人名だな。こやつが昨日話しかけて聞き出した人名だろう）

　どうやらそうみたいだ。

　そしてそれは……とんでもない数だった。

　キャロラインを起こさないようにノートを静かに抜き取る。

　びっしり書き込まれた名前は百じゃきかない。

　パッと見、数百……へたしたら千まで届きそうなくらいだ。

「一晩でこんなに話しかけたのか」

（貴様の命令を忠実に守ったのだろう。随分健気けなげではないか）

「そうだな」

　おれは突っ伏しているキャロラインを抱き上げた。

　起こさないように微かすかにオーラを出して、眠らせたままベッドに横にする。

　ちゃんと胸が上下しているのを確認してから、その横に椅子いすを引いて座った。

　座って、待つ。

　起きた時に一番に労ねぎらいの言葉をかけてやるために。

　おれは、彼女が自然に目を覚ますまで待った。
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　屋敷の別邸、奴隷たちの練兵場。

　いつものように台の上に椅子いすを置いて、ひかりとオリビア、そしてドレイク兵たちの姿を眺めていた。

　膝ひざには今日も変わらずオルティアがしなだれかかっている。

　何かをするでもなく、直接台の上に座り、おれの足の上に腕と顔を乗せている。

　最近オルティアはこうするのを気に入っていた。

　絵面でいえば「王と寵姫ちょうき」って感じのものをオルティアはすごく気に入っていた。

　寵姫というイメージが彼女に「ただの女」だということを強く意識させるみたいだ。

　おれはそんなオルティアの頭と顔を優しく撫なでてやりつつ、エレノアと会話をしていた。

『うまくやれてるみたいだな』

（声だけ我の力でカモフラージュ聞こえなくするということか。よくもまあ考えついたものだ）

『キャロラインとの付き合いでいつか必要になると思ってな。この先、おれの姿が見えているのに、キャロラインだけにしか聞こえない「神の声」ってのが必要になる場面もでてくるだろ』

（まあ、備えあれば憂いなしと言うしな）

『それと、ひかり、また強くなったな』

（わかるか）

　エレノアが得意げに言った。

　元々親馬鹿おやばかだが、ここ最近、ひかりの成長を話題にした時は特にこんな風に得意げになる。

『ああ。ただの鬼ごっこじゃないんだろ、あれ』

　そう、ただの鬼ごっこじゃない。

　ひかりたちはパッと見、鬼ごっこをしているように見える。

　ドレイク兵百体とオリビアを全員召喚して、それらと駆けずり回っているが、それだけじゃなく、鬼になったヤツの見た目を変えたり、捕まったドレイクの動きを制限したり、ある行動をとったドレイクの姿を見えなくし隠れさせたり。

　魔剣としての力をフルに発揮している。

（我がひかりに教えてやったのだ。この鬼ごっこは高い出力を保ちつつ小技もこなす訓練だ）

『だろうな。ひかりは楽しんでるように見えるが、見た目ほど楽じゃないぞあれ』

（問題ない。子どもは限界ぎりぎりまで遊んでパタンと倒れるぐらいでちょうどいいのだ）

『なるほどな』

　ひかりは楽しそうだし、それで魔剣として成長できるってんなら、何も言うことはない。

　そんなひかりを見守りつつ、オルティアも撫でつつ、話題を変えた。

『そろそろ次の段階に進まないとな』

（うむ？）

『担かつぐ神輿みこしは見つかった。あとは担ぎ方だけだ』

（キャロラインを法王にする方法ということか）

『ああ。どう担げばいいか知ってるか』

（ソロン教のそれは外から何回か見たことがある。システムだけなら知っているが）

『教えてくれ』

（まず前の法王が死ぬ。それから一ヶ月の間に後継を希望する候補者が名乗りを上げるようだ。無論ある程度の地位か役職以上にいないと、そもそも名乗りを上げられんらしい）

『らしいとかようだが多いな』

（外から見ていただけなのでな。そうして候補者が出そろったら『祈りの月』に入る）

『祈りの月？』

（うむ。世界各地の信徒が誰だれを新たな法王にしたいのか祈るのだ。その祈りが集計されて、最終的により多く祈られたヤツが新しい法王に就つくという訳だ）

『……ようは祈って投票、多数決ってことか』

　エレノアから無言の肯定が返ってきた。

『予想と違ってかなり民主主義な仕組みなんだな』

（どうだか。祈りは最初のうちは毎日途中経過が報告されるが、最後の三日は公表されない）

『そこで神の手でも入るのか？』

（笑えん冗談だ）

　そう言いながらもエレノアは面白おもしろそうにしていた。

　エレノアから聞いた話を基に、もう一度考えた。

　祈りを捧ささげることで候補者に票を捧げるシステム。


『…………』



（どうした？）

『システムについてはわかった。あとは正攻法でいくか、システムの方を乗っ取るか。どっちがいいかと思ってな』

（なるほど）

　正攻法というのはもちろん人心買収だ。

　キャロラインについていって、神の奇跡をどんどん起こして見せて、キャロラインの株をひたすら上げていく。

　システムを乗っ取る方はただのズルだ。

　その二つのどっちがいいのかを考えた。

『システムを乗っ取るなら、仕組みについてもっと知らないとな』

（そうだな。それ次第でやりようも変わるだろう）

『他ほかに何か知ってることはないか？』

（外側からだとさすがに細かい仕組みまではわからん）

『そりゃそうか』

　さて、どうするかな。

　メリッサに聞くか？

　いや、これについてはメリッサも知らない可能性が大きい。

　彼女はいわば現場で活躍するタイプの人間だ。

　だからそういう裏側のシステムのことは知らないに違いない。

　何より彼女は敬虔けいけんな信徒だから、ズルのためにシステムの話をするのはよくないだろう。

　となると……。

『デルフィナかな』

（妥当なところだ。いや、もっと妥当な相手がいるだろう）

　エレノアが誰のことを言っているのか、口にせずともわかった。

　今、おれの膝元ひざもとで傅かしずいてるオルティアだ。

　大賢者オルティア。

　あらゆる知識を持つ彼女なら何かしら知っているだろう。

　が。

（……とはいえ、我以上のことは知らんかもしれんが）

『張り合うな』

（貴様がその女を甘やかしてばかりいるから言ってみたくなったのだ）

『嫉妬しっとか？』

（まさか）

　エレノアはいつもの楽しげな口調で言った。

（貴様の甘やかしがその女にとって毒かもしれないと思ってな。せっかくいい女なのだろう？）

『それなら問題ない。何の知識も経験もない「ただのオルティア」でも充分にいい女だ』

（そうか、ならいい）

　エレノアはそれ以上何も言わなかった。

　さて、後でオルティアに聞いてみるか──。

「ディアテーケ」

「ん？」

　突然オルティアが口を開いた。

　見ると、彼女はおれの足の上に顔を乗せたまま、明後日の方向を見ていた。

　気のせいか、どことなく拗すねているような、それでいて嬉うれしそうな。

　そんな相反した二つの表情を顔に貼はりつかせていた。

「なんでもないわ、ただの独り言」

「そうか？」

「そう、独り言。たまに呟つぶやかないと、昔のことを色々と忘れてしまいそうだから」

「……そうか」

　おれはそう言うと、身を屈かがめてオルティアの唇にキスをした。

　軽く触れるキスの後。

　オルティアはやっぱり嬉しさ半分、拗ねている顔半分の表情をしていた。

『おれたちの会話を聞かれたのか？』

（というより貴様の言葉だけ拾ったのだろうな。声が聞こえなくとも唇の動きは読める）

『読唇術か』

「……ふん」

　オルティアは鼻を鳴らすと、おれの膝の上に突っ伏したまま完全に顔を背そむけてしまった。

　読唇術でエレノアとの会話を聞いていたのは間違いないみたいだ。

　なら、今の「独り言」も意味がないわけじゃなく、オルティアからのヒントかアドバイスってことだ。

　おれはそのままオルティアの頰ほおを撫で続けた。

　さっきと全く同じ形で撫でられるよう意識する。

　ただのオルティア、ただの女として可愛かわいがるよう意識して撫でる。

　大賢者のアドバイスにするお礼じゃなく──。

（くくく、過剰な気遣いは却ってばれるぞ）

　楽しげに言うエレノアにデコピンした。

　お前も少しくらいは気を使え。

　更に体を寄せてくるただのオルティアを撫でつつ、おれは彼女がくれたヒントを頭の中でリピートし続けたのだった。
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　夜の寝室、ベッドの上。

　おれの横でオルティアが寝そべっていた。

　いつもと違って、おれもオルティアも服を着ている。

　服は着ているが、オルティアがおれを見上げる瞳ひとみはキラキラと輝いていて、普段に勝るとも劣らず色っぽい。

「カ──」

　──ケル、と続くであろうオルティアの言葉。

　だが、オルティアが口を開けた途端、キスをしてその唇を塞ふさいだ。

　何か話そうとするオルティアにキスをして、その言葉をカットする。

　さっきからずっと……オルティアが「ディアテーケ」と口にした直後からずっと、それをやってきた。

　名前を呼ぼうとしてもキス。

　特に意味のない雑談をしようとしてもキス。

　とにかくキスをした。

　オルティアが口を開こうとするそばからキスをした。

「言わせねえよ？」と言わんばかりにキスを続けた。

（甘やかし──いや溺愛できあいしすぎだ）

　エレノアが呆あきれた様子で言ったが、反論も同意もしなかった。

　口を開けば、今もおれを見つめているオルティアに、読唇術で会話を読まれるからだ。

　だから何も言わずにキスだけを続けた。

　大賢者としてのアドバイスはもういい。

　それを言葉じゃなく、一晩中かけてキスをすることで伝えた。

（そうではないだろう？）

　ん？

（単にいじらしくて可愛かわいかったから甘やかしたくなっただけのことだろう）

　それもある──八割くらいはそうだ。

　だがそれは今言うことじゃない。

　空気を読まないエレノアに手を伸ばしてデコピンしてやった。





☆






　次の日、アイノンの町。

　いったん街中に飛んでから、歩いて教会に向かった。

（ますます扱いがうまくなっていくな）

「オーラのことか」

　おれは手に女物の下着を持っていた。

　養蚕の町、アイノンの特産品であるシルクで作られた下着だ。

　足を入れる部分に指を引っかけてくるくる回しながら歩いているが、誰だれもそれを見ない。

　オーラの迷彩を使っているからだ。

　ちなみに今使っているのはまわりから姿を見えなくする迷彩ではない。

　傍はたから見ると下着が「ただのロープ」に見えるようにする迷彩だ。

　まわりからすればおれは指でくるくると輪っか状に結んだロープを回しているように見える。

　だから誰も変な目でおれを見ないし、ロープを回してるおれを勝手に避よけてくれる。

「オルティアの読唇術にヒントをもらった。唇の見え方を偽装できれば読唇術ができる奴やつらの裏をかけるかもと思ってな」

（全く器用なことだ）

「まあ、それができたところで使い道があるのかはわからんが」

（使い道がなければ貴様の女の見た目を変えるのにでも使えばいい。ひかりみたいにな）

「言われてみると確かにひかりのあれと同じだな。元が魔剣の力だし、同じで当然か」

（一応言っておくが、力ならひかりの方が上だぞ。なんと言っても百体のドレイクの見た目を纏まとめて変えられるのだからな）

「さすがひかりだ」

　エレノアは軽く煽あおったつもりだろうが、魔剣のことになると対抗心を燃やす彼女と違って、おれにしてみればひかりの成長は普通に喜ばしい。

　おれより上と言われても嬉うれしいだけだ。

　そんな風に会話しながらエレノアと一緒に街を歩いていると、やがて教会に辿たどり着いた。

　中にはキャロラインがいた。

　まわりがソロンの神に祈りを捧ささげる中、キャロラインだけ隅で別の女と話している。

　怜悧れいりな美貌に、二つ結びの綺麗きれいな髪、意思の強さが窺うかがえる瞳。

　リカ・カランバ。

　アイノンはカランバ王国の辺境にある街だ。

　そういった意味ではここにリカがいてもおかしくはないのだが、この国の女王であるリカは、従者も連れず、いかにもお忍びといった感じでキャロラインと話していた。

　おれは会話の邪魔をする気もなく、隅にあった椅子いすに座ると、声をかけずに耳を澄ませた。

「それじゃ、神の声をまた聞けるようになったのは最近のことなのね」

「うん。神様のおかげでみんなの声も聞こえるようになったの」

「そう。それで神は何か言ってた？　お告げ的なことを、何か」

「うーん……わからない。もっといろんな人と話をしなさいとしか」

「そう……ねえ、神の声が聞こえるのはいつ頃？　頻度は？　タイミングに周期性は？」

　リカは矢継ぎ早に質問を飛ばした。

　彼女はキャロラインが最近また聞こえるようになったという神の声に興味津々で、それについて問い詰めてるみたいだ。

　スキル「下位互換」で普通の人間と話せるようになったのはごく最近で、まだ会話に慣れていないキャロラインは、そんなリカの追及にすっかりしどろもどろで満足に答えられずにいた。

　リカは一通り質問して、目当ての答えを得られないと理解するや、それ以上聞くことをやめ。

　教会にお布施をすると、そこから立ち去ったのだった。





☆






「リカ」

　外に出たリカを追いかけて、背後から声をかけた。

「カケル」

　立ち止まって、振り向くリカ。

　特に驚くでもなく、おれに笑顔を向けてきた。

「いたのね」

「ああ。彼女に何か用でもあったのか」

「聞きたいことがあったのよ。私のことを覚えてなかったから話がしやすかったわ」

「覚えてなかった？」

　首を傾げると、振り向いて教会をちらっと見る。

　リカとキャロラインはこの前一回引き合わせたはずなんだが……。

　そんなおれの疑問を読み取ったリカが答えた。

「前に会ったときはまだ話せなかったから、私のことを覚えてなかったのね」

「なるほど……」

　納得したおれはリカと並んで歩き出す。

　養蚕の町、アイノン。

　カランバ王国領の中をカランバの女王と肩を並べて歩く。

　しかし変装したリカの正体に誰も気付くことはなく、街並みは通常通り賑にぎやかな顔を見せていた。

「その格好も綺麗だな」

「ありがとう。お忍びだからもうちょっと地味な格好の方がよかったんだけど……」

「だけど？」

　口籠くちごもったリカに聞き返す。

　彼女はおれを見て微かすかに頰ほおを赤らめたが、それ以上答えなかった。

　おれたちはとある店の前で足を止めた。

　店先にショーケースがいくつかあって、その中に蚕がいた。

　そこでは蚕にエサをやれるシステムになっていて、旅人らしき親子連れの子どもが購入した葉っぱを蚕にやっていた。

　それをむしゃむしゃ食べた蚕はすぐさま糸を吐き出した。

「なるほど、こうやって糸を作るのか」

「知らなかったの？」

「ああ、おれが知ってる養蚕とは少し違っててな」

「そうなんだ」

　おれは葉っぱを一枚手に取ると、葉脈を摘つまんでくるくる回したり、オーラを纏まとわせてまわりから見えなくしてみたりした。

　そんなことをしながら、リカに問いかける。

「どうしてキャロラインに会いにきたんだ？」

「カケルも知ってる通り、神の子キャロラインのことは前から知ってたわ。最近その神の子が人間の言葉がわかるようになったって噂うわさを聞いてね」

「なら、おれが絡からんでることも知ってただろ？」

「ええ。だからスルーしようと思ったのだけど、話を聞いているうちに、どうも本来の神の声もまた聞けるようになったんじゃないかって思うようになって」

「むぅ……」

　リカのその気持ちはわかる。

　スキル「下位互換」は聞こえる周波数の範囲を広げるものだ。

　それが理解できるなら、リカみたいな発想になってもおかしくない。

「だから聞きにきたのよ。この街のことを思うなら奇跡をもっともっと起こしてもらった方がいいからね」

「さすが女王様だな」

「それにこの流れなら、いずれ彼女はソロン教の上の方に上るはず。彼女はこの街の出身だし、仲良くしておいて損はないわ。領内の宗教の安定は大事なことよ」

「なるほど。やっぱりさすが女王様だな」

　同じ台詞をもう一度口にした。

「それより、カケルは彼女に近づいて何をしようとしているの？」

　リカの目が妖あやしく光った。

　おれは彼女のその目を知っている。

　女王のハーレム、薔薇ばらの園の主。

　ハーレムを作って、ハーレムごとおれにくれた。

　そのあたりの話をする時によくする目だ。

　おれがもしキャロラインを気に入ったなら、協力すると言い出すのは間違いない。

「いや、今回はそうじゃない。彼女に近づいたのは──」

　せっかくだからディアテーケの話を聞いてみるか、と思ったその時。

　おれの目が別のものを捉とらえた。

　意識が、興味が丸ごとそっちに持っていかれた。

　おれがいじって、ぐるぐるしていた葉っぱを蚕が食べた。

　それを食べた蚕が黒い糸を吐き出したのだ。

　それを見つめるおれ。

　その目に気づいたリカ。

「あれ？　黒い糸を吐いてる……こんなことってあったかしら」

「まるで黒いわたあめだな……むっ」

「どうしたのカケル？」

　わたあめとつぶやいた瞬間、おれの頭の中で何かが閃ひらめいた。

　蚕が吐いた黒い糸。

　リカが「こんなことあったかしら？」と疑問に思ったそれは、魔剣のオーラを帯びていた。

　通常の葉っぱに魔剣のオーラを混ぜて喰くわせると、蚕は別の色の糸を吐いた。

　おれの知ってる蚕と違うこともあって、着色料を入れたらカラフルなわたあめを吐き出す機械みたいに見えた。

　そしてそれは、おれにある閃きを与えた。

「……リカ」

「なに？」

「お前に奇跡を一つくれてやる」

「どんなの？」

　普通ならばここで戸惑ったり「奇跡？」と聞き返したりするところだろうが。

（ふむ。付き合いの長さは伊達だてじゃないな）

　エレノアが楽しげに言うように。

　おれの言葉にリカはもうある程度まで察していて、期待で目がわくわくしていたのだった。







[image: ]




　広大な屋敷の中庭みたいなところにいた。

　庭というよりもはや広場くらい広いそこには、風呂ふろのように大きい桶がいたるところに置いてあった。

　桶の中には色のついた液体が入っていて、上半身裸の男たちが糸をその中に漬け込んでは、引き上げた後竿さおに干している。

　その光景を、おれはリカと一緒に見ていた。

　彼女もろとも迷彩オーラで姿を隠している。

「ふむ、染色はやっぱり後からするものなんだな」

「そうね。私も知識だけはあったけど、実際に現場を見たのは初めて」

「吐いた糸に後で色をつける、おれの持ってる知識と同じだな」

「それで、これがどうかしたの？」

　リカの質問に、おれは手のひらを差し出して見せた。

　街で買ってきた蚕に、これまた買ってきた葉っぱを喰くわせてみせた。

　すると、蚕は黒い糸を吐いた。

　混ぜ込むオーラをコントロールして強めにしたから、吐く糸はさっきよりも遥はるかに黒い。

　黒曜石かってくらい、漆黒で艶つややかな黒だ。

　おれはますますいけると確信した。

　わたあめと同じ。

　こいつらに喰わせるものをコントロールすれば、糸の色を自由自在に操あやつれるはずだ。

「こんな感じで蚕に最初から色のついた糸を吐かせれば、このあたりの名産になるんじゃないかって思ってな」

「最初から色がついた糸なんて、そんなの聞いたこともないわ。いったいどうやったの？」

「おれの力を葉っぱに付与しただけだ。リカも知らないなら都合がいい。このやり方をおれが神の声としてキャロラインに囁ささやけば、それなりの奇跡になるだろう」

「……」

「どうした、いきなり考え込んで」

「それは誰だれにでもできることなの？」

「うん？」

　リカの顔を見る。

　彼女は珍しく難しい顔をしていた。

「力……魔力？　それを混ぜて蚕に食べさせるのはいいとして、それって誰でもできること？　誰にでもできることじゃないなら意味がないわよね？」

「……」

　言われてみればその通りだ。

　おれは無言で異次元倉庫からワープの羽根を取り出すと、リカを連れて屋敷に飛んだ。

　ちょうどミウがいたから、オーラを解いて姿を現した。

「ミウ」

「ご主人様、それにリカ様も。お部屋をご用意しますか？」

「いや、まだいい。それよりもイオは来てるか？」

「はい、リビングにいらっしゃいます」

「そうか」

　頷うなずいてミウの頭を撫なでると、早速リビングに向かう。

　冒険者としてあちこち飛び回ってるイオだが、それ以外の時はこの屋敷にいることも多い。

　今もちょうど来ているようだ。

　リビングに入ると、ひかりと遊んでいるイオの姿が見えた。

「あっ、おとーさん」

「カケルさん。お帰りなさい」

「ただいま。ちょっとイオに聞きたいことがあるんだが」

「なんですか？」

　おれは持っていた葉っぱを取り出して、イオに見せた。

「これに魔力を付与することはできるか？」

「付与……ですか？」

「ああ。魔力をつけるってことだ」

　百聞は一見に如しかず。

　おれは目の前で漆黒のオーラを微量出すと、葉っぱに纏まとわせてみせた。

　それを見たイオはおれの言いたいことを理解して頷いたが。

「すみません……それはちょっと難しいです」

「お前でもか」

　今やＳランク冒険者、大魔道士とも呼ばれるイオ。

　雷系の魔法を扱わせたら右に出る者はなく、過去ではエレノアからも黒雷を伝授された。

　そんなイオでも難しいと言った。

「そもそも、そういうことってできるんですね……」

「聞いたこともなかったか」

「はい……」

　すっかり意気消沈するイオ。

「落ち込むな。別にお前が悪い訳じゃない」

　そう言って頰ほおを撫でてやる。

「しかし……これができないとなるとこの話はお釈迦しゃかだな。いい発想だと思ったんだが……」

　おれはまた考えた。

　最初から色そのものまでコントロールしようとは考えていなかった。

　それでも、このやり方なら色あせや色移りしない糸を作れるから売りになると思っていた。

　そこだけでもちょっとした革命になると思ったんだがな。

「それができるならもう誰かがやってるはずよ。アイノンの養蚕の歴史は百年近くあるもの」

　リカが苦笑いしながら言う。

　だからこそ、とおれは思った。

　だからこそ、奇跡たり得る、と思った。

「何かいい方法はないか……むっ」

「どうしたんですかカケルさん、突然私のことじっと見つめたりして」

「おねーちゃんの顔に何かついてる？」

　首を傾げるイオとひかり。

　おれは不思議そうにするイオを見つめ続けた。

　何かが閃ひらめきかけている。

　イオの顔を見て、何かが頭に浮かんだのだ。

　それが何なのか、必死に考えた。

「カケルさん？」

「……イオを見てたら、何かが喉元のどもとまで出かかったんだ」

「私を？」

「……イオと何か関係があることなのかしら？」

　リカが言う。

「それならイオとの思い出をもう一度最初から思い出していくのはどう？　それがきっかけになるかもしれないわ。古い記憶とかは思い出すのも難しいかもしれないけど──」

「そこは問題ない。おれはおれの女とのエピソードは全部覚えてる」

「──えっ」

「カケルさん……」

（男の名前はてんで覚えられないがな）

　ちゃちゃをいれるエレノアにデコピンして、イオとの思い出を辿たどる。

　冒険者ギルドで出会って、仲間に入れてくれと頼まれて、一緒にオリクトの谷で──。

「あっ」

「何かわかったんですか」

「ああ、ちょっと待ってろ」

　ワープの羽根を使う。

　一瞬で屋敷からオリクトの谷に飛んだ。

　谷の主ぬしはのんびりしていたが、おれの姿を見ると慌てて逃げ出した。

　おれは黒いオーラを出して全身を包み、姿を見えなくした。

　すると泡を食って逃げ出したオリクトは足を止め、おどおど、きょろきょろしだした。

　やがておれがいなくなったと認識したのか、元の場所に戻ってきてまたのんびりした。

　おれはまわりを見た。

　オリクトの谷、オリクダイト。

　オリクトが放つ魔力がまわりにこびりつき、虹色の鉱石になったものだ。

　おれは持ってきた葉っぱを地面に落とした。

（ほう……）

　エレノアが感心する声が聞こえた。

　のんびりするオリクト。

　息をするように放出される魔力。

　その魔力がまわりに拡散して、葉っぱを覆おおっていった。

　葉っぱがすっかり虹の最初の色──赤に染まったのを確認して、それを拾って蚕に喰わせた。

　蚕はたちまち赤い糸を吐いた。

（よく思いついたな。しかしこれでは量産は難しいのではないか？）

「そうだな……」

　オリクトのオリクダイト。

　色を付けるのにそれを利用するという発想はよかったが、エレノアの言う通り量産は難しい。

　それにオリクトはおれを見れば逃げ出すとはいえ、普通の人間からすれば強力で凶悪なモンスターだ。

　ただの商人が利用するのは難しいだろうな。

　何か他ほかに方法はないかと考えつつ、ワープの羽根で屋敷に戻った。

「あっ、カケルさん！」

「カケル、これを見て」

　戻ったそばから、イオとリカがおれに詰め寄ってきた。

　リカに促されて、イオが差し出した一枚の葉っぱを見る。

　緑──いや普通のものよりも更に濃い緑。

　その葉は碧みどりといってもいいくらいの光沢を放っていた。

「これは？」

「私もカケルさんとのことを思い出してたら、オリクトのことを思い出したんです。それで、オリクトみたいにやってみたらできました！」

「本当か？」

　イオの手から葉っぱを受け取って、じっと見つめたあと蚕に喰わせてみた。

　むしゃむしゃ食べる蚕。

　ドキドキするおれたち。

　やがて、蚕は葉っぱそのままの緑──碧の糸を吐いた。

「やった！」

「イオ。このやり方は他の人に教えられる？」

「うん！　そんなに難しいことじゃないよ。やり方を覚えるには、オリクトの谷に一回行って、溢あふれる魔力を喰らう必要があるけど」

「そうか、あれを喰らって生き残れば……一度行くだけで使えるようになるのか」

「うん！」

「すごい大発見だぞイオ」

「えへへ……」

　嬉うれしそうに笑うイオ。

　彼女を褒めて、抱き締めるとキスをする。

　ひとしきりそうしてから、リカの方を向く。

「これで奇跡が起こせるぞ。その後は名産品の誕生だ」

「うん！」

　リカも嬉しそうに笑った。
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　アイノンの街、ソロン教会。

　迷彩オーラを纏まとって中に入ると、大勢の信徒の中に混じって、キャロラインが祈りを捧ささげているのが見えた。

　神の子と呼ばれているからか、最近それが再び「証明」されてきたからか。

　祈りを捧げる集団の中で、キャロラインは明らかに一番真ん中、他ほかの信徒を率いているポジションにいた。

　心なしか、他の信徒との距離も少し開いている。

（自然とそうなるものだ。神の子だなどと呼ばれていればな）

　エレノアの言葉を聞き流すと、信徒たちの真っ正面に回り込んだ。

　足音は殺してない。自然体のままだ。

　それでも迷彩オーラのおかげで誰だれ一人おれの存在に気づくことなく、祈りを続けていた。

『キャロライン』

「神様!?」

　オーラを纏ったまま呼びかけると、キャロラインがパッと目を見開いた。

　きょろきょろとあたりを見回して、おれの姿を探す。

「神様だって？」

「まさかお告げが!?」

「しっ！　邪魔をするんじゃないよ！」

　キャロラインの反応に、まわりの信徒が一斉にざわめきだした。

　連中にはおれの声なんか聞こえていない。キャロラインのリアクションに反応しただけだ。

　起きたざわめきは一瞬だったが、鎮まるまでもまた一瞬だった。

　だが、その分全員の眼差まなざしは期待に満ちたものになってキャロラインに注そそがれていた。

「神様？　いないんですか？」

　失望と怯おびえ──見捨てられた子どものような声で、キャロラインが再びおれに呼びかける。

『ここにいる』

「よかった……」

　また信徒が一瞬だけざわめいたが、気にせず話を進めた。

『キャロライン、お前にやってほしいことがある』

「何でも言ってください神様！」

『まずは街の中から、オリクトの谷に行ったことのある人間を集めるんだ』

「お、……り？」

『オリクトの谷だ』

　初めて聞いた地名だからか、キャロラインは困惑した様子で首を傾げた。

　少し迷ってから、彼女は周波数を切り替えてまわりの人間に話しかける。

「おりくとのたに、に行ったことがある人を集めろって、神様が言っています」

　ざわざわ。

「オリクトの谷って、あのオリクダイトが採れる場所のことか？」

「何でまたそんな……」

「ソロン様のお言葉だ、とにかく街中の人間に声をかけるんだよ」

　突然の質問に信徒たちも困惑したが、それでも三々五々教会から出ていった。

　神の声の拡散力は相当のものだった。

　待つこと三十分足らず、教会の中に五人、いずれも若い男だ──冒険者風の男が集まった。

「神様、集まりました」

『よし、それじゃ次はこいつらにこの魔法を使わせるんだ』

「魔法？」

　またまた首を傾げるキャロラインの前で、おれは持ってきた蚕の主食の葉っぱを落とした。

　それまでおれのオーラに包まれていたから、手元から離れたそれは、傍はたから見ると何もないところから突然現れたように見えた。

　元からいた信徒、集められた五人の冒険者、野次馬やじうまで集まってきた街の人々。

　全員がそれを見て思わず声を出して驚いた。

「いきなり葉っぱが現れたぞ」

「魔力も感じなかったぞ」

「だからソロン様がいらっしゃってるって言ったろ」

　慌てて葉っぱをキャッチするキャロラインに、更に告げる。

『クローマ、って魔法だ』

「わかりました──あの……クローマ、って魔法をこれに使ってみてください」

　キャロラインが言うと、冒険者たちが互いに顔を見合わせた。

「クローマって……そんな魔法使えるか？」

「いや、そもそも初めて聞いた」

「どういう魔法なんだ？」

　冒険者たちは困り果てたが、キャロラインは逆に落ち着き払ってまっすぐ彼らを見据えた。

　神様の言葉。

　それを届けたキャロライン。

　だからあとはあなたたちの番。

　むしろ早くして、と言わんばかりの目で彼女は冒険者たち五人を急せかした。

　しばしの逡巡しゅんじゅんの後、冒険者たちは渋々言われた通りにした。

　キャロラインが持っている葉っぱに向かってクローマと唱えた。

　言われた通り、一人ずつ唱えていった。

　四人目まで何も起こらなかったが、五人目がそれを唱えた途端、全身から魔力が吹きだした。

　赤色の魔力。

　炎と見まがうほどの魔力。

　教会の中に相次いで驚きの声が上がったが、それがただの魔力で何ら害のあるものではないことがキャロラインと当の冒険者を見てわかると、すぐに全員落ち着きを取り戻した。

　そしてその魔力は葉っぱに付着した。

　緑色の葉っぱに魔力が付着して、燃え盛る炎のような赤色に変わった。

『そのまま持っていろキャロライン。離すなよ』

「はい」

　前もってそう言っておいてから、今度は蚕をキャロラインの手のひらの上に置いて、迷彩オーラを解いた。

　同じようにいきなり現れた蚕に街の人はまたざわめくが、離すなよと言われたキャロラインは微動だにすることなくそれを手のひらの上で持ち続けた。

　蚕が赤色の葉っぱを食べて、赤色の糸を吐き出した。

「「「おおおおお!!」」」

　街の人が一斉に驚嘆の声を上げた。

「ちょ、ちょっと、それをよく見せてくれ」

　人垣を搔かき分わけて、一人の老人がキャロラインに近づいてきた。

　間近に迫り、目をこれでもか、と見開いて赤い糸をガン見する。

「この色……そしてこの艶つや」

「どうしたんだ、ビロン爺じい」

　人混みの中から知り合いらしき男が老人に尋ねる。

「これほど純粋な赤、そして均一な色合い。今まで出そうとしてどうしても出せなかった色じゃ」

「そんなにすごいものなのか!?」

　まわりがまた喧騒に包まれた。

「うむ、糸を鮮やかに染めようとしても普通はくすみがちになるもの。それに、色がまだらになりがちじゃ。だが、こんな風に綺麗きれいに同じ色を出し続けられる糸があれば──」

「お、おれにも見せてくれ！」

「なああんた、他の色も出せるのか？」

　人垣の中から次々と糸の生産者らしき連中が現れて、目の前の蚕が吐いている糸を凝視したり、キャロラインを質問攻めにしたりした。

　おれはキャロラインだけに仕組みを話した。

　オリクダイトを使ったクローマの魔法と、それを蚕に喰くわせてのみできる糸のことを。

　クローマは使う人間の素質次第、その属性次第で糸の色が変わること。

　おれが伝えたそのことを、キャロラインは自身の口を使って、街の人に伝えた。

　クローマの魔法自体、今まで知られてなかったみたいだった。

　当然と言えば当然だ。

　それはオリクトが放つ魔力に触発されて覚える魔法。

　攻撃魔法じゃないから、例え「喰らった」としても、普通は喰らったと気づかないのだ。

　当然、それを使って蚕のエサの葉の色を変えるやりかたも、全員が初耳だ。

　早速話を聞いた糸の生産関係者が走り出した。

　この街ではすぐには集められなかったオリクトの谷の経験者を、他の街からも集めてこようとしてるんだろう。

　どの顔も、このやり方を試したくてうずうずしてるって感じだ。

　残った街の人の中で、ビロン爺と呼ばれていた老人が、キャロラインに恭うやうやしく跪ひざまずいた。

「素晴らしい神の声をありがとうございます、感謝いたしますぞキャロライン様」

　老人は手を合わせてキャロラインを拝んだが、キャロラインは反応が鈍かった。

　多分聞こえてないんだろう。キャロラインの目の動きでわかる。

　彼女はただ、おれの言葉を待っていた。

　周波数を完全にこっちに合わせたまま。老人の声を聞くつもりはないようだ。

　しかしキャロラインに聞こえていなくても、他の街の住民には聞こえていた。

　だからビロン爺に少し遅れて他の者たちも次々に跪くと、キャロラインを拝んだ。

「ありがとうございますキャロライン様」

「感謝いたします神様」

「ソロン様バンザイ」

　と、口々に神やキャロラインを称たたえる言葉を放った。

（よかったな神様）

　エレノアがまたにやけた調子でからかってきた。

　からかう口調の調子のよさは、成功の裏付けでもあった。

　キャロラインが褒め称えられているのを見て、おれは成功を確信し──ディアテーケの正体がどうであれ、キャロラインが法王になる下地をまず一つ積み上げられたと確信したのだった。







[image: ]




　アイノンの街。

　おれは迷彩オーラを纏まとったまま、キャロラインのそばにいた。

　アイノンは今慌ただしく動いている。

　オリクトに由来する魔法クローマを使うと蚕にいろんな色の糸を吐かせられると知ってから、街の養蚕に携わる人間が一斉に動き出した。

　クローマで付与できる魔力の種類を選り分けたり、魔力によって吐く糸の色がどう違ってくるか試したり、色の濃さを調整するテストをしてみたり。

　街は誰だれの目から見てもわかるくらい盛大に盛り上がっていた。

　その間、キャロラインはといえば教会で祈りを捧ささげ続けるだけ。

　誰が話しかけてきても反応しない。

　ただただ、次の神のお告げを待っているかのように祈りを捧げていた。

　そんな彼女の姿を見て、さて次の行動に移るか、と考えていたその時。

「キャロライン様！」

　教会に一人の男が慌てて駆け込んできた。

　三十代にさしかかろうという男は、信徒たちが祈るために座る長ベンチの一脚を蹴飛けとばすくらい慌てて、キャロラインの前にやってきた。

「大変ですキャロライン様！」

「……」

「キャロライン様？」

　必死な形相の男とは裏腹に、キャロラインは目を閉じたまま、祈りを捧げるポーズをしたまま動かない。

「無駄ですよ。キャロライン様は祈りを捧げられている最中です」

「一度こうなられたらもう、神様のお告げ以外聞こえることはないでしょう」

　まわりで同じように祈りを捧げていた別の信徒が答えた。

　キャロラインに与えてやった「下位互換」。

　それを使って会話するには彼女自身が周波数を合わせる必要があるってことを、もう多くの信徒は把握してるみたいだな。

「そ、それはまずい、キャロ──」

　男はキャロラインの肩を摑つかもうとした。

　声が届かないのなら肩を揺らして、ってことだったんだろうが。

「何をする無礼者！」

「キャロライン様の祈りを妨げるなんてとんでもない」

　それを予想していたのか、それとも単に素早く反応したのか。

　まわりの信徒があっという間に男を取り押さえた。

　彼らの顔には怒りの色がありありと見て取れる。

　キャロライン様に無礼を働く不届き者め、って顔だ。

「離してくれ！　こんなことしてる場合じゃないんだ。女王が、女王様の使者が来たんだ！」

　なに？

（ほう？）

　今度はおれとエレノアが同時に反応した。

　男が言う女王とは、間違いなくリカのことだろう。

　カランバ王国領、アイノン。そこの住民が言う女王とはリカ以外にない。

「いったいどういうことだ？」

「だから──」

　男が説明するよりも早く、教会の扉が再び開かれた。

　開かれた扉から、逆光の中を、兵士に守られた中年の男が進んできた。

　身なりがよく、それなりの地位にいる人間に見える。

（ほう、こやつか。くくく、貴様はどうせ覚えてないだろうから教えてやろう。『五爵』の時に来た男だ）

　うん？

　ああ、オルティアが軽いノリで全部の国から爵位をもらってきた時のことか。

　ってことは、こいつはあの時リカの使いで来たヤツってことだな。

　そう言われてよく顔を見てみる。やっぱり見覚えはない。

（見覚えがないはずはない。貴様はただ覚えていないだけだろうが）

　エレノアが容赦なく突っ込んできた。

　その男は教会の中までゆっくり進むと、キャロラインの前に立った。

　仰々しく、あごを突き出した姿勢のまま、キャロラインを見下ろしながら言う。

「リカ・カランバ女王陛下のお言葉である、謹んで拝聴せよ」

　そう言うと、まわりの信徒が一斉に跪ひざまずいた。

　キャロラインだけ何も聞こえなかったかのように、反応することさえなく祈り続けた。

　それを見て、男が眉まゆをひそめた。

「無礼であるぞ」

「あの！　キャロライン様は今お祈りを捧げておられます」

「今のキャロライン様は、神様の声以外聞こえないんです」

　まわりの信徒が慌てて弁明した。

「ふん、まあよい」

　男は鼻を慣らして、冷笑した。

　そんな態度を取っていられるのも今のうちだ、という顔をしている。

　どういうことだ？　と訝いぶかしんでいると。

「新種の絹糸製造法の発見、大義である。その功績を称たたえ、アイノンのキャロラインに一等男爵の位を授さずける」

　まわりがざわついた。

　驚き、喜び。

　それらの感情がない交ぜになって、教会内が一気に喧噪けんそうに包まれた。

　だが、それでも当のキャロラインは無反応だった。

　声が聞こえてない──この男の言葉を理解できていないから、当然今起きている事の大きさもわからない。

　結果、彼女はずっと祈りを捧げたままで反応しなかった。

　男の顔がみるみるうちに強こわばっていった。

　最初は「そんな態度をしていられるのも今のうちだ」って顔。リカの言葉を伝えた直後には

「どうだ恐れ入ったか」になり、最後に「こんな名誉を前になぜ無反応でいられる」になった。

　くるくる表情を変えると、最終的に驚きと怒り、それが入り交じった複雑な表情になった。

「ぶ、無礼であるぞ！」

　さっきと同じ言葉を、今度は怒鳴りながらキャロラインにぶつけた。

　当然信徒たちがまた取りなしに入る。

　中には一部、身を挺ていしてキャロラインを守ろうとする信徒も出てきた。

　更には。

「さすがだ」

「ああ、俗世の地位になど興味ないのだろうな」

　と、ますますキャロライン──神の子に心酔する者も出てきた。

　その状況を見て、最早大事にはならないだろうと。

　そう判断したおれは、ワープの羽根を取り出してメテオラに飛んだ。
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　メテオラの宮殿、リカの部屋に飛んだおれはそこでメイドと出くわした。

「カケル様！」

　ベッドメイクをしていたメイドはいきなり現れたおれを見て驚きはしなかったが、代わりに緊張してビシッ！　と背筋を伸ばすと「気をつけ！」のポーズになった。

「ティア、リカはどこだ」

「女王様は執政室にいらっしゃいます」

「そうか、ありがとう」

「いえ！」

　恐縮するメイドをおいて、おれはリカの部屋を出ると、見慣れた廊下を歩いた。

（今のメイドは知り合いか？）

「チェインバーメイドの一人だ。リカのハーレムで何回か見かけた」

（それだけか。名前はティアで合っているのか？）

「ん？　リカが一度そう呼んでるのを聞いたから間違いないぞ」

（……まったく。そういうことではないのだがな）

「だったらなんだ？」

　聞くが、エレノアは答えなかった。

　なんなんだ？　と思っているうちに執政室についた。

　ノックすると、ドアを開けて中に入る。

「リカ」

「カケル！」

　リカは椅子いすから立ち上がると、ぐるっと机を回っておれの前にやってきた。

「来ると思ってた」

「ああ。なんであんなことを？」

「ふふ、その前に当ててみましょうか。彼女、受けなかったでしょう」

「受けなかったというか、耳に届いてもいなかったな」

　それを聞いたリカはますますニコニコした。

「そうなることまでわかってて、なんであんなことをしたんだ？」

「女王として領内で起こったことは把握してるもの。この先アイノンの有り様を大きく変える神託があったのならなおのこと」

　リカはニコニコしたままだが、どこか他人事ひとごとのように言った。

　把握どころかその一部始終を見ていた。いやがっつり関かかわっていたんだ。

　それでも、リカは一歩引いて「把握」と表現した。

「その中心人物を顕揚けんようするのは当たり前のことじゃない？」

「で、本当のところは？」

「箔はく付け」

「箔付け？」

「カケルはあの子を持ち上げようとしているのよね」

「ああ、持ち上げようとしてる」

「それなら多少箔を付けた方がいいんじゃない？　神のお告げが聞けるってだけじゃなくて、俗世の権威にも認められたっていうのは、けっこう重要なものよ」

「なるほど」

「それに、どうせ受けないしね。俗世の権威すらも無視する神の子ってことで、ますます株が上がったんじゃないの？」

　さっきのことを思い出す。

　確かに女王の使者を無視したことで更にキャロラインに心酔するようになったヤツらがいた。

「さすがだな。そこまで読んで動いたのか」

「カケルが気に入った子だからね」

「理由になってるんだかなってないんだかわからんな」

「それよりカケル、彼女とはもう？」

「……まだだ」

　一瞬なんのことなのかわからなかったが、すぐにリカが「薔薇ばらの園の主」と呼ばれていることを思い出す。

　女王ながら、女ばかりを集めた自分のハーレム「薔薇の園」を作って、それを丸ごとおれのものにする女。

　そのリカが言う「もう」の意味は一つしかない。

「どうして？」

「そのうちな。まだ途中だから」

「そっか。それじゃ、こっちが先でいい？」

「いいぞ」

　即答すると、リカの腰に手を回して抱き寄せ、濃厚なキスをする。

　キスをしつつ、そういえば寝室はメイドのティアがしっかりベッドメイクをしていたな、と思い出し、部屋まで飛ぼうとする。

「待ってカケル」

　ワープの羽根で飛ぼうとしたら、リカに止められた。

「そうじゃなくて、カケルに愛してほしい子がいるの」

「おれはお前に『よくやった』と言ってるつもりなんだが」

「だからそれをその子にも。いい子で、大変だった子なの」

「ならそいつにも爵位でもやればいいだろ？」

「本当にいい子なの。だからそんなありきたりな褒美で済ませたくないの。できればカケルにも可愛かわいがってもらえる幸せを、ね」

　おれの腕の中で見上げてくるリカ。

　楚々そそとした、懇願する瞳ひとみを向けてくる。

「爵位よりもおれに可愛がってもらえる方が上か」

「そんなの当たり前じゃない」

「そうか、なら」

　改めてワープの羽根を取り出すと、リカの寝室に飛んで彼女をベッドの上に押し倒した。

「カケル!?」

「褒美をやるのはお前が先だ」

　もう一度キスをして、目をまっすぐ見つめた。

「キャロラインのこと、その子を思ってやったこと。その両方のご褒美で、お前が先だ」

　目をまっすぐ覗のぞき込んで。

「いいな」

　と言った。

　リカは少し驚き、やがてはにかむと、おれの首に腕を回した。

「ありがとう。大好き、カケル」

　いじらしくなったリカを、その夜一晩かけて。

　じっくり、丁寧に可愛がってやった。
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　夜の寝室。

　薄絹一枚だけ羽織はおったリカはベッドから天井てんじょうを見上げていた。

　暗闇くらやみの中でもその瞳ひとみは透き通り、輝いて見える。

　だが、今はその瞳がほんの少し気になった。

「どうした、何か考えごとか？」

「昔のことを思い出してたの」

「昔？」

「そう。カケルと出会う前のこと」

　ふっと微笑ほほえむリカ。

　おれは別の瞳をしていたリカのことを思い出した。

　初めて会ったときのリカ。

　宦官かんがんどもの操あやつり人形になって、死んだ魚のような瞳をしていたあの頃ころのリカを。

「でもなんで急にそんなことを？」

「思い出せないの」

「なに？」

「今はね、毎日考えることがいっぱいあるの。あってあってありすぎるくらい。でもその時ふっと思ったんだ。あの頃の自分は何を考えてたのかって」

「ふむ」

「そしたら何も覚えてないの。あの頃の出来事自体は思い出せるけど、その時自分が何を考えてたのかは、全然思い出せない」

「……思い出したいか？」

　仰向あおむけになっているリカの上に覆おおい被かぶさり、組み敷く姿勢になって目を覗のぞき込む。

　もし、リカがあの頃のことを思い出したいって言うなら──。

「ふふ」

　リカはおれの目をまっすぐ見つめ返すと、穏やかに微笑んだ。

「何がおかしい」

「カケルっていつもそう。もし私がここでうんって答えたらきっとそうしてくれるでしょうね。例えそれを実現するのがどんなに難しくて、絶対に無理なことでも」

「当然だ」

　リカはいい女で、おれの女だ。

　そんなリカが望むことなら何だって叶かなえてやる。

「ふふ」

「さっきから何なんだそれは」

「だからこそ、こうなってるんでしょうね」

「うん？」

「カケルは自分のしたいようにしているだけ。いい女を見つけたら抱く。いい女になりそうだったらそうしてから抱く。いい女を抱き続けるために抱く」

「まあな」

「そんなカケルに、まわりは勝手に虜とりこになる。カケルが格好いいからでも、何かをしてくれるからでもない。その生き様の虜になってしまうの」

「そんな大それたものか？」

「できることならなんだって──協力だってしたくなる」

「爵位のこと……いやメリッサのことか」

　リカは更に微笑んだ。

　賢い彼女のことだ、おれがキャロラインに手を貸してるのがそもそもメリッサのためだって気づいてるんだろう。

　ソロン教の現法王の余命が残りわずかで、次の法王を立てるための動きがあることなんて、女王であるリカの耳にも入ってるに決まってる。

　そしてメリッサがそれを拒んでることも、なんだかんだで察してるんだろう。

　なら、おれがメリッサのために動くのは、リカなら簡単に想像がつく。

　そのためにフォローしてくれたんだろうな。

「カケルに一ついいことを教えてあげる」

「なんだ」

「カランバにシビル・カラスという人がいる。私財を投げ打ってあちこちの小さな村に私塾を開いて、自分自身そこを回って授業をしているらしいの」

「へえ」

「でもその人が今ピンチに陥おちいってる。私財を投げ打った結果、自分が栄養失調に陥るほど貧乏な生活をしていて、そのうえ教育は貴族のものだ、と一部の人間から嫌がらせまで受けているの。ここまで言えば、もうわかるわよね？」

　にこり、とリカは微笑み。

「神様の慈悲を示すのに最適な相手だな」

　おれもにやりと口角を片方だけ持ち上げて笑顔を返した。

「もしそいつが教会の人間だったら、行き倒れて死んだ後に聖人認定されそうな話だな」

「ええ」

「だがまだ死んでない。なら、キャロラインを使ってフォローすればまた彼女の株が上がるな」

　リカは静かに笑ってみせた。

〝協力だってしたくなる〟

　沈黙の中、さっきの台詞せりふをもう一度言われた気がした。

「ありがとな」

　組み敷いたままリカにキスをして、起き上がって服を着た。

「もう行くの？」

「ああ、せっかくいい話を聞かせてもらったんだ。早速動かしてくる」

　服を着て、エレノアを持ち、ワープの羽根を取り出す。

　最後にもう一度ベッドの上のリカにキスをして、もらった情報を活いかすためワープの羽根でアイノンに飛んだ。
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　カケルがいなくなった後、部屋に一人残ったリカ。

　最愛の男が残した温ぬくもりの匂においに包まれながら、彼女は再びベッドに倒れ込んだ。

　仰向けになって天井を見上げる。

　暗闇の中でも輝いている目には、さっきまでなかった慈しみの色があった。

「──協力だって、したくなる」

　同じ台詞を繰り返すリカ。

　シビル・カラス。

　百年後の国のことを想おもい、平民にこそ教育を与えるべきだと語り、理想に燃える人物。

　その理想を果たすには、自己犠牲さえも厭いとわない。

　そういう……女。

　カケルが……好みそうな女。

　リカ・カランバ。

　後宮を持つ女王として知られ、一部には薔薇ばらの園の主とも呼ばれている。

　リカの意識の中においては、薔薇の園は王宮の中だけじゃなくカランバ全土に広がっている。

　カケルの意識に留まったことが、彼女にとっての幸せだと信じて疑わないリカ。

「……そういう人、もっといないかな」

　彼女はシビルに似た境遇の者をもっと探して、カケルに引き合わせようと思ったのだった。
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　カランバ王国首都、メテオラ。

　リカのハーレム、通称「薔薇ばらの園」。

　後宮の中で一番豪勢なその部屋、リカの私室にワープの羽根で飛んできた。

「おう、来たぜ」

「いらっしゃいカケル」

　リカが花が咲いたような微笑ほほえみでおれを出迎える。

　直前まで何か書類仕事をしていたのか、持っていた紙の束たばを纏まとめてテーブルの上に置いて、立ち上がるとおれに近づいてきた。

「カケル──ンッ」

　駆け寄ってくるリカが可愛かわいくて、彼女をそっと抱き寄せると、あごを摘つまんで唇を吸った。

　遠慮するような間柄じゃない。吸った直後すぐに唇を割って、舌を差し込んで絡からませた。

　二人っきりの広い部屋の中に、激しいキスの水音が響き渡る。

　リカが息苦しくなるぎりぎりまで舌をねぶり上げてから、彼女を解放した。

「もう、いきなりなんだから」

「いきなりなのはお互い様だ。今日おれを呼んだ理由はなんだ」

「カケルにスカウトしてきてほしい子がいるの」

「子……ってことは、お前のハーレムに入れたい女か」

「カケルのハーレム、ね」

　このやりとりにもすっかり慣れた。

　リカのハーレム。

　女王の後宮、薔薇の園。

　その実態はリカがおれに「献上する」ための美女を集めている場所。

　リカは他ほかの女たちとちょっと違う。国政のことでおれに助けを求めることは少ない。

　彼女がおれを呼ぶ時は、大半がこの「薔薇の園」絡みだ。

「どんな子だ？」

「名前はリース。名字はないわ」

「訳ありか」

　頷うなずくリカ。

　彼女がわざわざ「名字はない」と言うくらいだから、そうなんだろうと思ったらその通りだった。

「噂うわさを聞く限り、引き入れられるなら引き入れたい子なの。だからカケルにお願いしたいの。もし連れてこられるなら連れてきて」

「ああ、わかった」

　おれは即答して頷いた。

　薔薇の園。

　そのためのスカウトなら、おれには断る理由が一ミリたりとて存在しないからだ。
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　カランバ王国領、アネシス地方。

　リカにもらった地図頼みでここまでやってきて、目的地の山に入った。

　生い茂った木々が覆おおう、街から少し離れた場所にある山だ。

「平和な山だな」

（うむ、モンスターの気配は一切いっさいしない。貴様とこんな平和なハイキングをするのは初めてかもしれんな）

「歩いてるのはおれだけだけどな」

（くくく、それは残念。この身が人の姿であればお姫様抱っこをして登ってもらったものを）

「どのみち自分で歩くつもりはないのか」

　エレノアとそんな風に話しながら、山を登っていく。

　過去の世界から戻ってきてから──人の姿でおれに抱かれてから。

　エレノアは「人の姿だったら」と言うことが多くなった。

　他意はなく、自然にそう口にしてるだけみたいだから、適当に付き合いつつ更に山を登る。

「しかし、こんな山奥に住んでるのか」

（まるで隠遁いんとんしている賢者だな）

「隠遁賢者はもういるからキャラが被かぶるぞ」

　大賢者オルティア。

　今日も屋敷でおれの帰りを待つだけの生活をしている彼女のことを思い出す。

（あれは弱り切ったただの女だ、大して被らん）

「意外と辛口だな」

（いいや）

　エレノアの感情が伝わってくる。

　ニヤリ、と口角を持ち上げて笑ったような感情だ。

（武士の情けだ。四百年も健気けなげに待ち続けた女だぞ。例えこういう引き合いだったとしても、今更貴様に賢者扱いされたくなかろう）

「なるほどな」

　納得しつつ、更に進むと。

「おっ」

　山道の向こうに人影が見えた。

　逆光で一瞬わからなかったが、可愛らしい少女だった。

　インドア派なのか肌が病的に白い。だがそれでもものすごく可愛く見える。

「それ以上こっちに来ないで！」

「お前がリースか？」

「私のことを知ってるの……？」

「ああ、お前に会いに来たんだ」

「だったら……尚更なおさらそれ以上私に近づかないで。それがあなたのため」

　近づかないのがおれのため？

　どういうことだ？

　リースはおれにいきなり拒絶の言葉を投げつけてきた。

　言葉こそ拒絶だったが、そのニュアンスは言葉通りじゃない。

　悲痛で、まるで今にも泣き出しそうで。

「あなたのため」と言いながら、本人の方が泣き出しそうな感じ。

「そうはいかない。お前に話がある」

「──」

　リースは身を翻ひるがえすと、脱兎だっとの如ごとく逃げ出した。

　おれは後を追いかけた。

　おれにとっては初めて登る山道で、向こうには通り慣れている山道。

　なんでそんな態度を取るのかというその逡巡しゅんじゅんがリースとの距離を開けてしまうことになり、結果として彼女を危機に晒さらすことになった。

　先を行ったリースは山の住民、巨大な熊と出くわした。

　熊はリースを見るや、いきなり牙きばを剝むき出しにした。

「あっ……」

　声を漏もらすリース。

　その声に、そこはかとない諦あきらめの色があった。

　寂さびしそうで、悲しそうで、でもしょうがないことだからと全すべてを諦めたような。

　そんな彼女に、勢いよく熊が襲いかかった。

　ガバッと覆い被さるように襲いかかった。

「ふっ！」

　一歩踏み込んで、エレノアを抜き放つ。

　モンスターですらない、ただの熊。

　その熊を一刀両断。縦に真っ二つにして速攻で片付けた。

　更に黒いオーラを出して、熊から噴き出た血からリースを守った。

　そして彼女の腰に手を回して、そっと抱き寄せる。

「あっ……」

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫」

　リースは顔を赤らめて俯うつむき、しかしすぐにまた顔を上げて。

「あの……私のことを……まだ覚えてる？」

　と言った。

「うん？」

　どうやら、それが彼女が訳ありということのようだった。
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　リースと一緒に、彼女が一人で住んでいる山小屋にやってきた。

　簡素な山小屋。

　元の世界でいうと築五十年の古いワンルームって感じの家。

　寝床があって、キッチンらしきものがあって、ちょっとした家財道具があって──それだけ。

「ここに住んでるのか？」

「うん？」

「どうして街に住まない、金がないのか？」

「貴方、私のことを知らないの？」

「ああ」

　リカに言われて彼女に会いにきたが、そういえば詳しい話は何も聞いていない。

　リカのことだからあえて言わなかったんだろう。

「私は──」

　コンコン。

　リースが答えようとしたとき、小屋のドアがノックされた。

　彼女がドアを開けると、そこには荷物を担いできた若者の姿があった。

「ご注文の品物をお届け──」

　そう言った瞬間、若者の目は一瞬焦点を失った。

　それは一瞬だけのことで、すぐに我に返ると。

「──あれ？　おれこんなところで何を？」

「……」

「えっと、すみません。おれが何でここにいるのかわかります？」

　若者は頭を搔かきつつ、申し訳なさそうな顔でリースに尋ねた。

「知らないわ。それより早く仕事に戻った方がいいんじゃない？」

「うーん、それもそうですね」

　若者は少し考え込むようにしていたが、すぐに身を翻すと、自分が担いできた荷物には目もくれず、山から下りていった。

　それを見送ったリース。

　心なしか──いや違う。

　リースははっきりと、悲しげな目で若者を見送っていた。

「これがお前がここで暮らしてる理由か」

「……そう」

　リースは悲しそうな目のまま、振り向き、おれを見上げてきた。

「私の傍そばにいると、その人は記憶を失ってしまう」

「なるほど。どれくらい記憶がなくなるんだ？」

「近い記憶からどんどん消えていく。少しだけなら今みたいに半日から一日程度の記憶が飛ぶだけで済むけど、長く一緒にいると忘れすぎてしまう。記憶も何もなくなって、言葉も忘れて、歩き方も忘れて、終しまいには──」

　リースは怖い顔でおれを見る。

「──息の仕方さえも忘れてしまう」

　呼吸の仕方さえ忘れる。

　呼吸の仕方を忘れた人間は死ぬしかない。生きてはいられない。

「なるほど、それで人里から離れて一人暮らしをしていたのか」

　リースは静かに頷いた。

「でも……あなたはどうして？」

（くくく、我の支配にさえ耐性を持つのだ。人間程度の特殊体質など何するものか）

「そういう体質なんだよ、おれは」

「……」

　リースがおれを見上げた。

　ぼうっとした顔、感情がよくわからない目でおれを見た。

　しばらくすると、彼女は我に返ったように、ハッとして目を逸そらした。

「そ、それよりも。どうしてここに来たの？　私に話があるって、何？」

「ざっくり言うと──」

　おれは少し考えて、誤解の余地がないくらいシンプルに用件を要約した。

「お前を抱きにきた」

「ふぇええ!?」

　リースが素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。

「な、なななな。何を言ってるの!?」

「だからお前を抱きにきたんだ。理解するにはまだ難しいか」

「そういうことじゃなくて！　ど、どういう意味なのよそれ!?」

「言葉通りの意味だが」

「違うの！　そうじゃなくて！」

　あわあわするリース。

　言葉使いも若干崩壊しかかっている。

「様子見のつもりだったが、いい女だから抱きたくなったんだ」

「……い、いや」

　リースは後ずさり、自分の体に腕を回すと、はっきり拒絶の言葉を口にした。

「なんでだ？」

「それは……」

　壁に背中をぶつけ、下唇を嚙かむ。

　リースは、また泣きそうな顔で言った。

「忘れられるのは嫌。そういうことをして……初めてしたそれを忘れられるのは……」

「なるほど」

　おれは頷き、彼女に近づく。

　少し考えて、彼女に尋ねた。

「お前のその能力？　体質？　それに一晩耐えられたヤツは今までいたか？」

「い、いない、けど……」

　なんでそんなことを？　って顔をする。

　そんな彼女の頰ほおに手を添えて、ついばむようにキスをする。

「あっ……」

「こうしよう。一日後、おれがまだこのキスのことを覚えてたら、その時は抱かせろ」

「貴方が、覚えてたら？」

「ああ、覚えてたら。それなら文句ないだろ？」

「……う、うん」

　おずおずと頷くリース。

　話が纏まったところで、再び彼女の頰に触れて、キスをする。

「こ、今度は何!?」

「せっかくだし、丸一日で何回キスできるか試してみようかと思ってな」

「そ、そんなの──んむっ」

　三度のキス。今度は唇を割って、舌を差し込む。

　彼女は最初驚いたが、すぐ抵抗をしなくなった。

　おれは宣言した通り、彼女に丸一日キスをして。

　その後身も心もトロトロに蕩とろけた彼女を約束通り抱いた。
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　カランバ王国、首都メテオラ。

　薔薇の園で、リカは窓の外を眺めていた。

「戻ってこないってことは、幸せにしてあげてる最中ってことだよね」

　五大国随一の賢王と言われるリカは嬉うれしそうに微笑んだ。

　カケルのことが大好きで、カケルに抱かれることが女にとって最も幸せであると信じて疑わないリカ。

　彼女は手元の紙の束に視線を落として。

「次は……誰だれと引き合わせようかしら」

　そう、幸せそうに微笑んだのだった。
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　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人たいわんじんライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　祝！　コミカライズ決定！




　皆様のおかげで『くじ引き特賞：無双ハーレム権』も第九巻まで来ることができました。

　そしてなんとなんと、コミカライズも決定いたしました。

　コミカライズです！　コミックです！　漫画です！！




　本作をここまで読んで頂いた皆様ならおかわりだと思います。

『くじ引き特賞：無双ハーレム権』は漫画向きの作品です。

　むしろ小説よりも漫画でより映はえる作品と言っていいでしょう。

　まだまだ詳細は申し上げることができませんが、漫画版くじ引き特賞はきっと、皆様が期待している通りのものになると確信しています。

　是非ぜひ続報を待って頂いて、公開した暁あかつきには合わせて漫画の方も読んでいただければ幸いです。




　さて、本編の話です。

　今回もタイトル通り、無双してハーレムを作る、そんな物語でございます。

　過去の世界ではあまりヒロインを増やせませんでした。

　過去で増やしてハーレムに加えても、連れて帰れないんじゃあまり意味がなかったからです。

　ですので、オリビアとか、タニアとか、オルティアとか。

　長命・不死系で、カケルが元の時代に戻ったときにも再登場できるような子を中心に物語を作りました。




　しかし戻ってきた以上、もはや遠慮えんりょする必要はありません。

　というわけで満を持しての、二巻ぶりの完全新規ヒロイン登場。

　聖女メリッサが所属するソロン教で「神の子」と呼ばれるキャロラインです。




　色々あって、出会ったカケルは彼女をソロン教の法王にしようと動き出します。




　この作品は『くじ引き特賞：無双ハーレム権』です。

　今更申し上げるまでもなく、ヒロインは全てカケルのハーレムに入ることが確定しています。

　つまり、キャロラインもハーレム確定です。

　神の子と呼ばれ、神の声しか聞こえない彼女が、どのように心を開き、カケルのハーレムに加わっていくのか──是非、本編で楽しんでいただければと思います。




　もちろん既存きぞんキャラも活躍かつやくします。

　ヘレネーとイリスの姉妹や、不死の聖女メリッサなど。

　今までに登場したヒロインたちも綺麗きれいに格好良く活躍します。

　是非、楽しんでいってください。




　最後に謝辞しゃじです。

　いつも素晴すばらしいイラストを描いてくださる瑠奈璃亜るなりあ様、ありがとうございます！　表紙のナナ、見た瞬間一目で恋に落ちました！　最高です。

　今回も書籍化に際して大変お世話になりました担当Ｋ様。本当にありがとうございます！　もっと寝てください。

　ここまでの続刊のチャンスを与えてくださったＧＡ文庫様。

　コミカライズの機会を与えてくださった版元様。

　本書を手に取ってくださった読者の皆様、その方々に届けてくださった書店の皆様。

　本書に携たずさわってくださった全ての皆様に厚あつく御礼おれい申し上げます。




　次は十巻！　大台です！

　無事皆様のお手元に届けられることを願って、このあたりで筆を置かせて頂きます。
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